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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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天下無敵ロマンス













　親友が、恋こいをした。

　親友──と呼んでいいものか。少なくとも俺にとっては、そんな生なま易やさしい存在じゃない。友情で片づけられるほど簡単ではなく、恋愛感情と呼べるような欲望を伴ともなってはいない。

　だとすれば、無理やりに当てはめた一番近い言葉は、やはり『親友』だろうか。

　人間は、生まれながらにして持っている様々な才能があると思う。頭脳、運動能力、美び貌ぼう、運のよさ……エトセトラ、エトセトラ。物心ついてからの努力で、なんとか人並みになるものと、なれないもの。

　才能というヤツは、時々残ざん酷こくな判決を投げて寄よ越こす。

　もっとも、そんな抜ぬきん出た才能がなかったとしても、人間はそれぞれにいいところが一つくらいはあって、それに相応ふさわしい場所に流れつけるようになっていると思う。そうやって、ちゃんと生きていけるようになっているはずだから、我が身の平へい凡ぼんさを悲観することもない。とはいえ、平凡ながら俺にも、人並みの才能はあるつもりだ。

　顔立ちは、両親のおかげで並み以上──もっとも悪けりゃ、美容整形というテもある。

　頭も努力のかいあって、学年上位クラス。これだって、教科書や参考書が手伝ってくれる勉強は、なんの指針もない生きていく上での諸問題に比べれば、なんて容た易やすいことか。

　運動能力もそこそこで、運だって悪いほうじゃない。

　自うぬ惚ぼれているようでみっともないが、俺はけっこう自分に自信があった。少なくとも……そう、彼と出会うまでは。

　彼を初めて見た瞬しゆん間かん、俺はかなりの衝撃シヨツクを受けた。そこには、それまでの俺が気づきもしなかったものがあった。

　努力とか、科学技術──美容整形や改名や英才教育やエステティックサロン──とかではどうしようもないものを、彼は持っていた。

　それは、生まれながらにして備わっている、花のようなものだ。

　どんなにたくさんの人間がいても、すべての人間の瞳ひとみが、ただその一点に集中してしまうような──努力では得られない、魅み力りよくの根源といえばいいのか。

　彼──越えち前ぜん守まもるは、そんな花を身体からだの内側に燦さん然ぜんと咲さかせていた。

　妬ねたみや嫉そねみが入り込む余地もないほどに、その花は咲き誇ほこっていた。

　その花を常に身近で見ていたいと思うのに、俺はなんの躊躇ためらいも持たなかった。遠えん慮りよする気もさらさらなかった。彼の一番近くで、その花が強風に煽あおられたり、心無い人間に摘つまれたりしないように、ただ守っていたかった。それだけだった。

　それなのに──越前は、恋をした。

　よりにもよって、男に恋をしたのだ。

　つまり俺の親友は、同ドー性セー愛アイに走ってしまったのである。




　　　◆◇◆




「暑いなー、ったく」

　ウチワ代わりの下した敷じきで仰あおぎながら、俺は中央委員会室の扉とびらを叩たたいた。室内からの僅わずかな応こたえに、俺は勢いよく扉を開く。

「入るぞ、越前」

　どこかの物置のような、使い古しのスチール棚だなと愛想のない机、貧乏臭くさいことこのうえない部屋で、越前はこちらを振ふり向いた。

　まさに『掃はき溜だめに鶴つる』状態だ。

　彼さえその気なら、大手企き業ぎようの応接室といっても過言じゃないほどの、生徒会室のソファで悠ゆう然ぜんと現在も構えていられたのだろうに。そう考えると、俺は今さらの後こう悔かいに歯は嚙がみする思いだった。

　そんな俺の悔くやしさなど露つゆほども知らず、彼はいつもの柔やわらかな笑えみを唇くちびるに浮うかべる。

「……鼻がいいなぁ、葛かつら木ぎ。今、お茶を入れたところなんだよ」

　その言葉に嫌いやな気配を感じて、俺はカツカツと室内に足を踏ふみ入れた。

「──やっぱり、いやがったな」

　つい、口調が乱暴なものになった。

「あ……どうも、こんにちは」

　俺に負けず劣おとらず、嫌そうな表情を浮かべて、城じよう野の保たもつはヒョッコリと頭を下げる。

　外見だけ見ていれば、城野も観賞に耐たえうるだけの造りをしていて、こうして越前と並べてみても遜そん色しよくないとは思う。思うが、しかし。たとえ見劣りしなかろうと、似あいであろうと、城野は男だ。

　どれほど越前が溺でき愛あいしていようと、骨抜きになっていようと──そう、越前が同性愛に走った原因は、すべてこのクソチビにあるのだ──どうして両手を挙げて歓かん迎げいできようか。

「いつから、中央委員会室は喫きつ茶さルームになったんだ？」

　言うなり、城野はわざとらしく肩かたを竦すくめ、越前はプッと噴ふき出した。

「ま、そういう堅かたいこと言わずに。葛木も、ハイどうぞ」

　越前のスラリと長い指が、上品な仕し種ぐさでカップを差し出した。

「……臭いな」

　カップから漂ただよう匂においに、俺は眉まゆを顰ひそめる。

「臭いなんて、ひどいな。いい匂いだろう？　フレーバーティーだよ。この間、一年の木きの下したさんって子が、誕生日プレゼントって言ってわざわざ届けてくれたんだ」

　憤ふん慨がいしたように、越前はそう言った。

「……木下？　ああ、最近『越前親衛隊』に入りたいって言ってきた子だな」

　フレーバーティーとやらを一口含ふくんで、俺はそう嘯うそぶいた。

　越前の誕生日は夏休み中だから、わざわざ家まで届けたのだろうか。──まったく、おちおち油断していられないな、と俺はその女子生徒の顔を思い出そうと試みる。

「葛木──お前、まだそんなのやってるのか？」

　越前は呆あきれたようすで、軽くため息をつく。

「そんなの？」

「その……親衛隊とかなんとかってヤツ。いい加減、やめたら？」

　露ろ骨こつに嫌そうなその台詞セリフを、俺は聞こえないふりをして無視した。

「…思い出した。なかなか可愛かわいい子だったな。最近、入会希望者に女生徒が増えてきた。……どうだ、気になるか？」

　俺は視線を城野に移した。

　城野はその大きな瞳を、キョトキョトと忙せわしなく動かす。

「のんびり茶なんか飲んでるヒマがあったら、もっと努力して自分を磨みがかないと、あっさり越前を誰だれかに攫さらわれて泣きを見ることになるぞ」

「葛木！」

　越前が咎とがめるような声を出した。

「……どうして、そういう意地悪を言うかなぁ。僕が、城野くん以外に心を奪うばわれるわけがないじゃないか」

　あっさりきっぱり言いきられて、内心のムカムカにさらに拍はく車しやがかかった。

「それに、葛木もそろそろそんなことやってるヒマがなくなるんじゃないの？」

　なんのことだ、と顔を上げると、いたずらっぽく俺を見ている越前と視線がぶつかった。

「……喋しやべったな」

　呟つぶやきは、越前にではなく城野に向ける。

「男のくせに、ベラベラ喋りやがって」

「葛木。城野くんはベラベラお喋りなんかしてないよ。僕にだけ、教えてくれたんだ」

　それをお喋りと言うのである。

　一億の人間に知られても構わないが、越前にだけは知られたくないことというのがある。冷静でも大人びてもいない、みっともなく狼狽うろたえる自分──越前には、死んでも見られたくない。

「それで……本当のとこ、どうするつもりなんだ？」

「どうするって何が？」

　俺は空そら惚とぼけた。

　越前は、フゥとため息をついた。

「有ゆ麻まさんのことだよ。……夏休み中、しげしげ通いつめてたんだって？」

　答えるかわりに、俺は城野の頭をゲインと拳げん骨こつで殴なぐった。

「痛いッ!!」

「葛木っ、なにするんだ！」

「……天てん誅ちゆうだ」

　城野は大おお袈げ裟さに頭を抱かかえて蹲うずくまった。その、頭を押さえた掌の上に、越前は慌あわてて手を重ねた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　城野くん」

　幾いく分ぶん狼狽えながら、彼はガサガサと城野の頭を撫なでる。

　──みっともない。

　俺は、こっそりと思った。

　このガキと懇ねんごろになってから、越前は俗ぞく物ぶつに成り下がった。遥はるかな高みからあっさりと引きずり下ろされ、あっという間に人間臭くなってしまったのだ。

「……そんなに怒おこることないじゃんかっ」

　いけしゃあしゃあと言い返し、城野は俺を上うわ目め遣づかいに睨にらみつけた。

「俺、なんとか協力できないかなって、越前先せん輩ぱいに相談しただけだよ」

「越前に相談だぁ？」

　俺はもう一度拳こぶしを振り上げた。

　咄とつ嗟さに首を竦めた城野を、越前が覆おおい被かぶさるように庇かばう。

「誰が、そんなことお前にしてくれと言った!?」

「怒るなって、葛木。城野くんは、彼なりに心配して」

「こんなクソチビに心配されなきゃならないほど、俺はおちぶれてないぞ」

　いきりたつ俺の肩を、越前はドウドウと宥なだめる。

「だって、俺の姉ちゃんだもん」

　越前の腕うでに庇われながら、城野はちょっと唇を尖とがらせる。

「心配して悪いかよ。言い寄られてんの、俺の姉ちゃんだぞ。葛木さんが本気かそうでないか、心配すんのあたりまえだろ！」

　我が慢まんの限界がきたのか、彼は持ち前の気の強さで、俺に食ってかかってきた。

「……じゃあなにか？　俺がお前の姉貴を、騙だまくらかして弄もてあそぶために、わざわざあの炎えん天てん下かに何度も出かけていったとでも言うのか」

「そう絡からむなって。……な、城野くん。言ったとおりだろう。葛木、本気だって」

　にこやかに、越前は城野に微笑ほほえみかける。

「誰が……！」

「図星だろう？」

　艶あでやかな笑え顔がおに、俺は反論することができなかった。もちろん、越前の言うことが、多少なりとも的を射ていたということもある。

「……葛木、どこ行くんだ？」

　答えずに背を向けた俺を、越前は呼び止めた。

「生徒会室だ」

　決まっているだろうと言わんばかりに、俺は憮ぶ然ぜんと答える。

「そっか。……じゃあ、遠とお山やまにヨロシク」

　引き止めもせずに、彼はヒラヒラと手を振ふった。

　俺はフンと鼻を鳴らして、そのまま中央委員会室をあとにした。







　この春から、ロクなことがない。

　そもそも、いきなり学校が合がつ併ぺいするなんてトンデモナイ一件で、新学期が明けたのだ。

　俺や越前の通う桜さくらノの宮みや南みなみ高等学校と、その兄弟校だった桜さくらノの宮みや北きた高等学校は、理事長が急きゆう逝せいしたことをきっかけに、なんの下準備もなく突とつ然ぜん合併されてしまった。

　南高は国立大進学率トップクラスの超ちよう進学校で、それに引き換かえ北高は公立狙ねらいの連中が滑すべり止めに使うような、ランクＣの高校だった。偏へん差さ値ちでいうなら、二十以上差があるんじゃないかってほどだ。

　中学三年間、南高目指して必死で努力してきた連中と、ソコソコに楽して流されてきた連中が、入学式で顔をあわせたわけである。泣き寝ね入いりしたヤツを、俺は何人も知っている。

　それだけならばまだいいが、新たに『桜ノ宮学園』となった我が校は、生徒会も一新された。学校のシンボルともいえる生徒会長の座は、当然越前のために用意されていると、俺は信じた。ところが──二回の選挙を経て選ばれたのは、北高の遠山太た郎ろう太ただったのである！　越前を補佐するつもりで副会長に立候補した俺は、この、粗そ野やで無骨な男の下で働かされることになってしまったのだ。

　こうなるともう、天中殺や大殺界や仏ぶつ滅めつ、大だい凶きようが集団でやってきたようなもので。

　その遠山の幼おさな馴な染じみ・城野に越前が傍惚れするわ、城野はハッキリしないわ、遠山が横よこ恋れん慕ぼしてくるわで、俺は世にも珍めずらしい男の三角関係を目まの当たりにしたのである。

　しかも、それが結構複雑だった。

　最初城野は、幼馴染みの遠山に惚ほれていた。が、遠山は城野の姉・有麻さんとつきあっていて、城野の思いには気づかなかった。それなのに、越前の熱情に城野が絆ほだされた途と端たん、遠山は有麻さんと別れて、城野を好きだと言い出した。

　まあ、すったもんだのあげく遠山は潔く身を引き、越前は城野を手に入れた。

　いい面つらの皮は、有麻さんだった。

　たとえ後々フラレてしまったとはいえ、遠山は有麻さんを捨て、その弟に走ったのだから。

　そして、ここでまた運命のイタズラが訪れる。

　俺は──そんな有麻さんに、一目惚れしてしまったようなのだ。







「私は彼氏を弟に奪われたのよ!?　世界中探したって、そんな可か哀わい相そうな女、私ぐらいよ」

　初めて聞いた有麻さんの声は、駅の改札中に響ひびき渡わたりそうな、そういうトンデモナイ台詞セリフだった。

　幸いラッシュ時の駅構内は、彼女のそんな叫びに足を止めるようなヒマ人は少なくて、さほど注目を集めずに済んだからよかったようなものの、普ふ通つうならあまり人には聞かれたくない内容のはずだ。

　もともと俺は、駅の近くで並んで歩いている越前と城野を見つけて、なんとなく尾び行こうしていた最中だった。

　彼らは別れ際ぎわに、伝言板の陰かげに隠かくれて大だい胆たんにもキスをした。

　やれやれと肩かたを竦すくめた俺の前方で、一人の女子高生が足音も荒く彼らに近づいたのは、その直後のこと。不ふ穏おんな気配に、俺は慌てて駆かけ寄って──耳に届いたのが、その台詞だったというわけだ。

　改めて言葉の意味を考えるまでもなく、彼女が城野保の姉だということは察せられた。

　パッと見には、あまり似ていない姉弟だった。申しわけないが、弟のほうが容よう貌ぼうは整っていて、彼女はかなりコンプレックスを持っているように感じられた。

　気も強く、口も達者だった。

　正直、俺の屁へ理り屈くつに敵かなうヤツはいないと自負していたのが、根底から覆くつがえされる思いだった。

　そのうえ──彼女は、初対面の俺を平手でブン殴った。

　こともあろうに彼女は、越前を「イヤなタイプ」だと罵ののしったのだ。どうして黙だまっていることができるだろう。カッとした俺は、彼女に「容姿も性格も悪い」ようなことを口にしてしまった。殴られるようなことを言った俺も悪い。悪いが、親にも殴られたことのない俺の顔を、彼女は戸と惑まどうこともなくひっぱたいたのである。

　……なにも俺は、殴られて愛に目覚めたマゾではない。

　実際その時は憤ふん慨がいもしたし、どうやって仕返ししてやろうかと考えもした。けれど、そんなふうに考えながらも、俺はおもしろがっている自分に気がついたのだ。

　彼女の言動や行動は、俺にとってはひどく新しん鮮せんなものだった。

　たとえば俺は、自じ慢まんじゃないがフラレたことがない。越前に出会ってからというものは、すっかりご無ぶ沙さ汰たしているとはいえ、女の子に不自由した経験なんかなかった。たいていの女は、ちょっと優やさしい言葉をかければ俺の思うとおりになった。それが──彼女は難なん攻こう不落だと言えばいいのか。

　小こ遣づかいをはたいて花束を捧ささげようと、ボキャブラリーを総動員して口く説どこうと、彼女は一向になびく気配がない。それどころか、俺の言葉を頭から信じようとしないのである。

　だから──意地になっているのかもしれないと、思わないこともない。

　城野ごときに「本当に本気なのか」と危き惧ぐされるほど、俺はただ意地と自尊心だけをかけて行動しているように見えるのかもしれない。それは違ちがうと、まったく否定しきれないのも事実なのだ。けれど……。

　本当に自尊心だけにこだわっているのなら、こんなこととっくにやめているんじゃないか、とも思う。本気でないなら、こんな格好悪いこと、とっくに終わらせてしまうのではないかと。続ければ続けるほど、俺の自尊心は傷ついていく。たった一人の女に煩わずらって、このままみっともなく食い下がるなんて、俺の信条に反するにもほどがある。

　いったいあんな女のどこがいいのか。

　何度そんな自問を繰くり返したことだろう。

　答えられない自分自身を情けなく感じながら、俺は悟さとった。

　恋こいは人間を堕だ落らくさせる。

　越前がそうだったように、俺もまた同じ罠わなに陥おちいったのではないかと。

　それならば──これは恋だ。俺は、彼女を本当に好きなのかもしれない。

　そう思わずにはいられない。




　　　◆◇◆




「……あんた、また来たの」

　呆あきれたように、有麻さんは言った。

「また来ました」

　毎度お馴染みの言葉の棘とげに内心ムッとしながらも、俺は表面上はにこやかに答える。

　二学期が始まり、生徒会の仕事がないかぎり、俺はこうして有麻さんの帰りを待ちぶせる。

　我ながら根が暗いかなと、思わないでもないのだが、そうでもしなければ彼女とはなかなか会えないのだからしょうがない。

　有麻さんは桜ノ宮ではなく、私立白はく桜おう女子学園に通う三年生だ。この女子校は中流以上の家庭のお嬢じようさんが揃そろっていて、元・桜ノ宮北高校よりも、頭のデキもいい。

「今日はなんの用？」

　抑よく揚ようなく、有麻さんは聞いた。

「お茶でも飲んでいきませんか？」

　すかさず答えた俺に、彼女はバカにしたようなため息を一つ。

「……三百年前のナンパ師の台詞だわね」

　それきりフイと顔を背け、自宅への道をズンズンと進む。

「有麻さん！　待ってください。一度ぐらい、ゆっくり話してくれたって、いいじゃないですか」

「なんで？」

　ピタリと足を止めて、彼女は俺を振ふり返った。

　相変わらず容貌だけなら弟のほうが数段上だが、美女は三日で飽あきるともいう。彼女なら、俺を一生飽きさせないだろう。

「……なんでって、お互たがいわかりあうためにも」

「だから、なんで私とあんたがわかりあわなきゃなんないわけ？」

　にべもなくはねつけて、彼女はなおも言葉を継ついだ。

「いちいち言わなくてもわかってると思うけど、私、ホモは嫌きらいなの。コリゴリなの」

　はあ、と頷うなずきかけて、俺は慌あわてて首を横に振った。

「俺、違います！　俺はホモじゃないですって」

「あー、はいはい」

　いかにも信じてませんと言いたげに、有麻さんは頷いた。

「貴女あなたが遠山に、酷い仕打ちを受けたのは知ってます。そのせいで貴女は男性不信になってしまったのかもしれないけど、俺はあいつとは違う！」

　ドスッと、手刀が俺の額に振り下ろされた。

「……痛い」

「郎ちゃんの悪口言わないでよ」

　──悔くやしい。

　彼女は、自分を手酷くあしらったホモの最低男を、相変わらず庇かばうのである。

「郎ちゃんは確かにホモだけど、大事な幼おさな馴な染じみに変わりはないんだから。しかも、保のバカにふられちゃって、可哀相なんだからね」

「あんな男より、貴女のほうが可哀相です」

　一いつ瞬しゆん、目を見開いた彼女は、フフンと鼻先で笑った。

「同情？」

「は？」

「よく言うわよね。ふられたばっかりの女は落ちやすいって。優しい言葉をかければ、手軽にやらせてくれるなんて思ってたら、大間違いよッ」

　全身に怒ど気きをみなぎらせて、有麻さんは再び背を向ける。

「違う！　違いますッ。俺、貴女にそんなこと望んでるんじゃなくて!!」

「あ、そうね」

　歩くスピードを弛ゆるめもせずに、彼女は呟つぶやいた。

「あんた、ホモだもんね」

「だから、違いますってば！」

　どう言っても、そこに行き着くのかと、俺はガックリと肩かたを落とす。

「大岡越前の親衛隊やってんでしょ？　どうすんの、お奉ぶ行ぎようさまに特定の恋人ができちゃって」

　ケロリと、有麻さんは言い放った。

「だから──それはいいんですってば。越前も城野といると楽しそうだし」

　べつに負け惜おしみでもなく、俺はそう口にする。

「…そうなの？」

　歩きながら、彼女は俺を見上げた。

「じゃあ、結局あんたもふられたわけね。……保のヤツ、最低三人は不幸にしたってことね。我が弟ながら腹立つことこのうえないわ」

　口調ほど怒おこったようすでもなく、有麻さんは俺から視線を外す。

「いや、ふられたとかそういうんじゃなくて、俺と越前は親友みたいなもので…」

「親友!!」

　嘲ちよう笑しようするように、彼女は復唱した。

「男の友情って、愛情と紙かみ一ひと重えなんでしょ。親友ねぇ……立派にホモじゃん」

　どうしてそうなるんだ、と俺は頭を抱かかえて空を仰あおぐ。

「有麻さん──俺のこと、嫌きらいですか？」

　キョトンと、彼女は再び俺を見る。

　その表情には、『そんな対象として見たこともない』と、ハッキリ記されている。

「……年下の男なんか、男じゃない──とかじゃないですよね」

　確認するように、俺は呟いた。

　遠山だって、俺と同じ高校二年だ。一つ年下というハンデは同じ。学生時代の一つ年の差はデカいけれど、二十歳過ぎればたいして変わらない。

「遠山のことが忘れられないっていうんでもいいんです。俺、待ちますから。だから、せめて俺の気持ち、信じてください」

　有麻さんは、黙だまって俺を見返した。

　その瞳ひとみには、ありありと不信の色が見てとれて、俺は足元から崩くずれていってしまいそうな自分を叱しつ咤たする。

「……信じてくださいって。俺は、貴女が好きなんです」

「どこが？」

　問い返した声音は、シラケたように乾かわいていた。

「……いったいどこがいいって言うのよ？　保のほうがよっぽど可愛かわいいし、魅み力りよく的だわよ。あんただって、初対面の時に言ったでしょ？　顔じゃ保に負けてるけど、性格の悪さは勝まさってるって!!」

　──覚えてたのか、と俺は心底青くなった。

　ああ、覆ふく水すい盆ぼんに返らず。今さら口から飛び出した暴言を、拾って飲み込むわけにもいかない。

「わかってるわよ、そんなこと。郎ちゃんだって、だから私より保を選んだんじゃないの。誰だれだってそうよ。だから……だから、もう二度とあんなことは嫌いやなの！　あんただって、今は口先で好きだのなんだのって言ってるけど、すぐに大岡越前が恋こいしくなって戻もどってくに決まってんのよ。──冗じよう談だんじゃないわ」

「俺は、そんなことしません」

　もう聞きたくないとばかりに、有麻さんはダッと走り出した。

　俺は慌ててそれを追いかけ、彼女の肩に手をかけて強引にこちらを向かせた。

「なにすんのよッ」

「こうしましょう！」

　俺は勢い込んで告げる。

「俺、これから毎日、貴女の家に通います」

「はあ!?」

　有麻さんの眉まゆ根ねが、訝いぶかしげに寄せられた。

「薔ば薇らの花を一本ずつ、学校帰りに届けます」

「……あんた、脳ミソ腐くさってんじゃないの？」

　辛しん辣らつな台詞セリフにも、負けてはいられない。

「これからの一か月間、一日も欠かさず貴女の元に通いきったら、そうしたら信じてください。俺が、本当に貴女を好きなんだって」

「あのねぇ、そんな平安時代のお公く家げさんみたいなこと、できるわけが…」

「できたら、信用してください！」

　彼女の言葉を遮さえぎり、俺は重ねて言った。

「途中ちゆうでリタイアしてしまうようなら、俺の気持ちはそんなハンパなものだったんだって、見損なわれてもしょうがないです。でも、俺も頑がん張ばりますから。言ったとおりにできたら…」

「そんなこと言われたって」

　有麻さんは唇くちびるをへの字に曲げて俯うつむいた。

「できたら、俺のこと好きになれとか、そういうことじゃないんです。俺の言ってることが噓うそじゃなかったって、信じてくれるだけでいい」

　彼女はますます眉を顰ひそめた。

「……ねぇ、そういうのって、ワリにあわないんじゃないの？」

「はい？」

　じっと見下ろした俺の前で、有麻さんは狼狽うろたえたように落ち着きをなくしている。

「あんた、ちっとも得しないじゃない」

「そんなこと」

　少女のように唇を尖とがらせる表情が、なんだか可愛くて、俺は思わず微笑ほほえんだ。

　笑ってしまったことがいけなかったのか、有麻さんはスッと表情を堅かたくして、声を荒あららげた。

「私、損得勘かん定じよう抜ぬきで行動できる人間なんか、信用できない！」

「損はしないです」

　あっさりと俺は否定する。

「貴女あなたの心を覆おおっている氷が、ほんの少しでも溶とけるんなら。俺は損なんかしない。……交際は、相手を信用することから始まるんだし」

　面食らったように、有麻さんは目をパチパチさせた。

「じょ……」

　言いかけた言葉を止め、彼女は二、三歩後退あとずさる。

「冗談じゃないわよッ。鳥とり肌はだ立っちゃったじゃないの!!　あんたの思い通りになってたまるもんですか!!」

「有麻さ…」

「できるもんならやってみなさいよ！　一か月も、できるもんですか！　童話の王子様や、映画の主人公じゃあるまいしッ」

　耳まで真っ赤になって、彼女は怒ど鳴なった。

「……明日から、行きます。薔薇の花を持って」

「気障キザ男!!」

　くるりと回れ右して、有麻さんはそれきり振ふり返りもせずに走り出した。

　俺は今度は追いかけずに、黙ってその背中を見送った。

　彼女は、こう言ったのだ。

　──できるもんなら、やってみなさい、と。

　つまり、やってもいいと、許可が下りたということだ。

　──それにしても、勢いというのは恐おそろしい。つい口から出た思いつきで、思ってもみない方向に話が進んでいってしまう。

　有麻さんが言ったように、俺の言ったことは現実的に無理な話なのかもしれないけれど、その無理が通れば道理引っ込む──ではなくて。無理をやってのければ、俺自身自分の気持ちを信じられそうな気がするのだ。

「よーしッ!!」

　俺は胸元でパチンと手を打った。

　小こ遣づかいは昨日もらったばかりだから、軍資金はバッチリだ。毎日家に行くことで、城野がなにを吹ふい聴ちようするかは不安だが、越前の見ていない隙すきに、キッチリ脅おどしをかけておこう。

　駅前の花屋で薔薇を下見してから帰ろうと、俺は妙みような使命感に燃えながら、駅への道を戻り始めた。







　淡あわいピンク色の薔薇は、一本三百五十円という高値だった。これでは、三十日通うだけで、一万円を超こえてしまう。

　しかも現在、俺の貯金は底をついている。夏休み中、城野家に通うために、マウンテンバイクを買ったのだ。しかも、いちいち手て土産みやげ持参で通ったから──そのほとんどを、有麻さんは受け取ってくれなかったのだが──少ない貯金はアッと言う間になくなってしまった。それを後こう悔かいするつもりはないが、こうなるとバイトぐらいしておけばよかったと思う。

「……しょうがない、ちっとランクを落とすか」

　五本四百円というのもあるにはあるが、果たして最後の一本が、五日目まで新しん鮮せんに保ってくれるかどうかは怪あやしい。

　立派な大輪の薔薇の隣となりに、スプレーバラという小振りの花がいくつもついているものが、花器に入れられていた。多少貧相だが値段は若じやつ干かん安く、二百五十円。これなら、予算内でなんとかいける。

「よし、これでいくか」

　ボソリと呟つぶやいて、俺は一応財さい布ふの中身を確認するつもりで、ポケットを探さぐって──。

「あれ……？」

　ガサガサと鞄かばんを開ける。胸ポケット、ズボンについた四つのポケットを、何度も探ってから、俺は茫ぼう然ぜんとその場に立ち竦すくんだ。

　──財布が、ない。

　俺は、花屋を飛び出した。

　朝家を出る時に、確かにズボンの後ろポケットに入れた。昼休みにも、購買でジュースを買った。帰りも下げ駄た箱ばこの前で確認して──とすれば、なくしたのは数分前のできごとだ。有麻さんにＯＫを貰もらって、不本意ながら有う頂ちよう天てんになって。それで、どこかに落とした？

　俺は駅前の交番に駆かけ込んだ。

　先ほどの天にも昇のぼる気持ちはどこへやら、まさに現在の状じよう況きようは、〝がけっぷち〟だった。







　現金が入っているとなかなか届け出がないと、中年のデップリした巡じゆん査さは言った。

　一応届けだけ出して、俺は未練がましく三回ほど自分の歩いた道を往復した。

　もちろん、財布は見つかるはずもなかった。

　どんよりと重い足を引き摺ずって、家に帰る。はてしなく落ち込んだ俺を迎むかえたのは、母ではなく、裏に住んでいる知とも子こさんというおばさんだった。

「英えい司じくん、遅おそかったのねぇ。お母さん、心配してるわよ」

「具合──悪いんですか？」

　ただいまも言わずに問いかけると、知子さんは神妙な顔で頷うなずいた。

　幼いころから母は病気がちで、一年の三分の一は布ふ団とんの上で過ごしているような気がする。

　そのたびに、知子さんは家事を手伝いに来てくれている。俺が生まれるずっと以前は、知子さんの両親は、葛木家に住み込んで働いていたそうで、お手伝いさんを常時必要としなくなった現在でも、なにかと気にかけてくれているのだ。

「夏の疲ひ労ろうが出たんでしょうって」

　珍めずらしいことではなかった。毎年、こうした季節の変わり目に、母は寝ね込こんでしまう。

　季節の変動に、身体からだがついていけないのだろう。

「じゃあ、英司くんが帰ってきたことだし、私も帰るわね。御ご飯はんの用意できてるから、あとはよろしくね。お母さんはもう済ませたから」

　いつもすみません、と頭を下げて、俺は知子さんを見送った。自室へは行かず、その足で母の部屋に向かう。

「……英ちゃん？」

　音がしないように襖ふすまを開けたつもりだったのだが、母は布団の中でゆっくりと身み動じろいだ。

「あ、ごめん。起こした？」

　ううん、とか細い声が聞こえる。

「なんだか眠ねむれないのよ、ここのところずっと。晩御飯、知ちゃんが作ってくれたと思うんだけど」

「うん、聞いたよ。これから食べる」

　母は重いため息を一つついて、ごめんなさいね、とつけ加えた。

「夏の間食欲がなかったから、今ごろ調子が悪くなるのよね。大だい丈じよう夫ぶよ、毎年のことだもの」

　歯は痒がゆそうに告げられる言葉に、俺は静かに相あい槌づちを打つ。

「英ちゃん、今日遅かったのね。なにかあった？」

「べつに。いつもの、生徒会の仕事だよ」

　俺は即そく答とうした。どうも疚やましいところがあると、つけ込まれまいと虚きよ勢せいを張ってしまう癖くせがあるのだ。

「頑がん張ばるのもいいけど、ほどほどにね」

　母は薄うすい布団の中から手を出して、俺の額と頰ほおを撫なでる。

「早く食べていらっしゃい。おなかすいたでしょう」

　頷いて、俺は素す早ばやく母の部屋を出た。

　──とても、金の無心なんかできない。

　もともと考えもしなかったことではあるが、改めて俺はそう思った。

　母は身体が弱いが、それは不定愁しゆう訴そといって、自律神経失調症しようからくるものらしい。病は気からとはよく言ったもので、心労が重なると、呆あつ気けなく身体のほうが悲鳴を上げるのだそうだ。

　もっとおおらかにしろとか、図太くなれとか医者は言うが、それを要求された母は「どうしたらおおらかになれるのかしら」「なかなか図太くできないの」と、かえって落ち込んでしまうのだから始末が悪い。持って生まれた性格は、難なん儀ぎとしか言いようがない。

　その母に、昨日小遣いを貰ったばかりの俺が、どう言ってお金を請せい求きゆうできようか。

　どうせ、ワイドショーでよく取り上げられている『カツアゲ』にあったとか、『イジメ』にあっているとか、悪い事件に巻き込まれたと勝手に思い込んで、落ち込むに決まっている。

　財布を落としたことを正直に話しても、恐らく母は信じてくれないだろう。母の目から見た俺は、几き帳ちよう面めんで完かん璧ぺきな息むす子こなのだから。

「……まさか、生徒会予算に手をつけるわけにはいかないよな」

　ナメコの味み噌そ汁しるを啜すすりながら、俺はポツリと独り言ごちた。

　横領して、有麻さんに貢みつぐわけにもいかない。

　仕事柄がら、他ほかの生徒の弱みを握にぎることも多いが、それをネタに金を借りる──それを世間では、強請ゆすりというのか。……いかん、犯罪だ。

　ふと、越前の顔が浮うかんだ。

　彼なら、理由を話せば貸してくれるかもしれない。

「……駄だ目めだ」

　思いつきを、俺は即座に否定する。

　越前に、言えるはずがない。

　こんな格好悪い俺を、見せたくない。

　それに越前に伝われば、城野の耳にも届いてしまうだろう。そうすれば、あのドシャベリの城野のこと、すぐに有麻さんに注進するに違ちがいなかった。

「他の手を考えよう」

　目を据すえて、俺は天てん井じようを睨にらみつけた。




　　　◆◇◆




　結局、いい案が浮かばないまま夜が明けた。

「毎日、貴女の家に薔薇を一本届けます」

　そう言った翌日に、その約束を破るなどとは前代未聞だ。せめてこれが、一週間後だったら──三日後だったら。

　鬱うつ屈くつとした気分で一日を送り、もうあとは恥はじを忍しのんで越前に金を借りるしかないと、俺は追い詰つめられた心境で、中央委員会室を目指していた。

「……間違えた」

　情じよう緒ちよ不安とは恐おそろしいもので、すでに通い慣れた道を、うっかり間違えていたことに気づく。

　いつもは曲がる廊ろう下かを、まっすぐに歩いていたのだ。

「あれ……？」

　窓の外に、なにやらスリガラスでできた建物が見えた。裏庭に面したそのガラスの向こうで、淡あわい色調が揺ゆれている。

「そういや、あんまりこっちには来たことがなかったっけ」

　俺はボソリと呟いて、裏庭に続く扉とびらに手をかけた。

　温室らしきものの扉に、鍵かぎはかかっていなかった。半はん壊かいしているその建物は、すでに温室の役目は果たしていない。温度は外とほとんど変わりなかった。

　そして、俺はその光景を見た瞬しゆん間かん、飛び上がって小こ躍おどりしそうになった。

「……ラ…ッキー!!」

　薔ば薇らだ！　それも、昨日花屋で見た一本三百五十円の花と寸分変わりない大輪の薔薇が、わさわさと咲さきまくっているのである！

　──神様、ありがとう!!

　俺は、薔薇の前で手をあわせた。

　これはもう、摘つんでくださいと言わんばかりのシチュエーションではないか。

　横領も、強請たかりも犯罪だが、花盗人は罪にはならないと、昔の人も言っている。

　俺は一番近くにあった、五分咲きの蕾つぼみを手た折おった。

「…ってェ」

　綺き麗れいな花には棘とげがあるということを、考えもしなかった浮かれ気分の俺の指先に、グッサリと鋭するどい棘が突つき刺ささる。

「クソ。花はな挟ばさみが必要か」

　明日からはカッターでも持参するとして、今日は素手しか武器がない。

　有麻さんの指を傷つけでもしたら事態がひどくなるのは目に見えているので、俺は目についた棘をパキパキと取り払はらった。その間、五回指を突いた。

　血まみれになりながら、俺は戦利品をワイシャツの中に隠かくして、周囲を窺うかがいそそくさと立ち去った。

　あれだけ咲いているのだから、毎日一本ずつ拝借しても、たぶんバレやしないだろう。それに、全校生徒は一四〇〇名以上。犯人が俺だなんて、絶対バレっこない。

　俺は嬉き々きとして購買部で包装紙を拝借し、すぐさま下校した。

　目指すは有麻さんの家だ。

　今日は木曜日だから、彼女の選せん択たく授業は五時間目で終しゆう了りようし、もう家に帰っているころだ。そのへんは、バッチリ調査ずみだった。

　それにこの時間なら、小うるさい弟も部活に励はげんでいる最中で、見み咎とがめられずにすむはずだった。







「……呆あきれた。ホントに来たの」

　言葉通り、本当に呆れた表情で有麻さんは呟つぶやいた。

「はい。今日のぶんです」

　俺は厳おごそかに、有麻さんに薔薇を差し出した。

「……汚きたない手」

　彼女の視線は薔薇を素通りし、俺の指先に注がれている。

「これ泥どろ？　それとも血？」

「えっ」

　つっけんどんに聞かれて、俺は慌あわてて自分の手に目をやった。

　手は洗ったはずで──まだ痛いのは痛いが、血だってとっくに止まったはず……。

「ほーら、やっぱり血が出てる」

　言うなり、有麻さんは俺の指先を摑つかんで締しめ上げた。

「あうちッ」

　塞ふさがっていたはずの棘で刺した傷口が、次々と口を開いた。プツプツと噴ふき出した血玉を見て、有麻さんは得意げに俺を見返した。

「棘つきの薔薇持ってきて、私にケガさせたかったわけ？」

「そんなことない！」

　思ってもみなかった言葉を、俺は間かん髪はつ入れずに否定する。

「棘は一本残らず取りました」

　フーン、と彼女は素っ気なく頷うなずいた。

「……私のために、素す手でで棘を取って、その時に刺したってこと？」

　そのとおりです、とばかりに、俺は勢いよく首を縦に振ふる。

「今時棘なんか、花屋さんが取ってくれるもんじゃないの？　ずいぶん不親切な店で買ったのね」

　唇くちびるをちょっと尖とがらせて、有麻さんは俺を覗のぞき込んだ。

「まさか、どっかの庭から盗ぬすんできたとか」

「ま、まさか…っ!!」

　内心冷ひや汗あせでビッショリになりながら、俺は笑って言い返した。

「そうよねぇ。清せい廉れん潔白な生徒会の副会長サマが、そんなことするわけないわよね」

　指先だけでなく、心臓から血が吹き上げる思いがした。

「ちょっと待ってて」

　彼女はそう言い残して、くるりと背を向け家の中に入っていってしまった。

「あの…っ」

　呼び止めるスキなどあったものではなく、俺はちょっと途と方ほうに暮れてため息をつく。

　多少のことでは動じない自信があったのに、なんとも情けない限りだ。こんなに狼狽うろたえていたのでは、あっさり花泥どろ棒ぼうしていることがバレてしまいそうだ。

「ほら、手出しなさいよ」

　再び姿を見せた有麻さんの手には、救急箱が下げられていた。

「は？」

「手当してやろうって言ってんのよ。早く」

　乱暴な言い方は、彼女なりの照れ隠しのつもりなのか。面食らいながら、俺は指を差し出して──すぐさまそれを後こう悔かいした。

「うぁッ!!」

　有麻さんは、消毒液を染しみ込ませた脱だつ脂し綿めんを、容よう赦しやなく押しつけたのである。

「痛いてェっ」

「情けない声出してんじゃないわよ。男のくせに」

　彼女の口調が楽しそうに聞こえるのは、俺の気のせいだろうか。

「あんたも、どうせなら保みたいに派手なケガしてきなさいよ。そうね、大きなカサブタができるようなのがいいわ。私、カサブタ剝はがすの大好きなのよ。剝がさせてくれるんなら、十円払ってもいいわ」

　──十円ぽっちでは、割りがあわない。いかに俺が現在ズンドコの貧びん乏ぼうでも、十円のためにカサブタを作る気にはなれなかった。

　パタンと閉じられた救急箱の蓋ふたの上に、俺の持ってきた薔薇の花は、無む造ぞう作さに置かれていた。

　俺の想像とは遥はるかにかけ離はなれた逢おう瀬せではあったが、ともあれ第一日目は無事に──とは言いがたいが──終了した。

　残り二十九日。すべては、これからだ。




　　　◆◇◆




「忙いそがしい？」

　生徒会室の扉を開けて、越前がヒョイと顔を覗かせた。

「いや、特別には」

　俺は手元の書類から目を上げて、越前を手招く。

　このあと、来月実施される文化祭のための予算委員会が行われる予定だ。

「ほかの連中は？」

「委員会の準備中」

　優ゆう雅がな仕し種ぐさで、越前が近づいてくる。

　薄うす暗ぐらかった部屋が、パァッと明るくなった印象があった。越前のいる中央委員会室に比べればここは豪ごう華か絢けん爛らんな造りなのだが、それでも、相応ふさわしい主を失っている現在、どこか物足りない感がある。

「……やっぱり似あうな」

「うん？」

　越前は、ふと首を傾かしげる。

「お前は、ここにいたほうがいい」

「まだ言ってる」

　彼は呆れたように笑った。

　越前が生徒会室に来るたびに、同じことを繰くり返し愚ぐ痴ちるので、彼は最近あまりここに来なくなってしまったというのに。それでも言わずにはいられない。

「俺はあきらめが悪いんだ」

　言いわけがましく呟くと、越前はニッと唇の端はしに笑えみを浮かべた。

「……みたいだね」

　なんとなく、その言い方に妙みような含ふくみを感じて、俺はじっと彼を見返した。

「毎日通ってるんだって？　深草少将みたいに。もう一か月？」

「昨日で二十六日だ。……あのガキ、また密告チクりやがったな」

　キッチリと訂てい正せいしてから、いまいましい城野保の顔を思い浮かべつつ、俺は毒づいた。

「城野くんのことになると、葛木、妙に絡からむよね」

「越前を堕だ落らくさせた諸悪の根源だからな」

　彼は驚おどろいたように、目を見開く。

「僕は堕落なんかしてないよ」

　慌てたようすで口にしてた越前は、おもむろに腕うで時計を覗き込んだ。

「……なんてことを、ゆっくり言ってる暇ひまはないんだっけ。委員会、四時からだろう？」

　俺は頷いた。

　あと、十五分しかない。

「城野くんが驚いていたんだ。まさか、葛木が貢みつぐタイプには見えなかったらしくてね」

　──それを言ってくれるなって。

　俺だって、自分が貢ぐタイプだとは、思いもしなかった。

「それで──ホントに、本命なわけ？」

　好こう奇き心しん、というのでもなく、越前は身を乗り出して声を潜ひそめる。

「城野くん、驚くと同時に心配もしている。その……この前の件じゃ、結果的には彼が有麻さんを泣かせる原因になっただろう？　だから…」

「今度は俺が彼女を泣かせる原因になるって？」

　彼にはあまり追つい及きゆうされたくなくて、つい皮肉っぽい言い方になった。

「そうは言ってないよ。少なくとも僕は、葛木がそんないい加減なヤツだとは思ってないし」

「おジョウさんは思ってるわけだ」

「絡むなよ」

　越前は、困ったように笑った。

「城野くんに言うつもりはないから。僕にだけ、教えてくれないかな」

　心配そうな眼まな差ざしに、俺は不覚にもときめいてしまう。越前の、こういう顔にはヨワイのである。こんなふうに聞かれて、どうして嫌いやと言えるだろうか。

「有麻さんの──どんなところが、葛木は気に入ったのかと思って」

　俺は黙だまって、越前を凝ぎよう視しした。居い心ごこ地ちが悪そうに、彼はわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「なんとなく……はわかるよ。葛木、気の強いタイプに弱いし、難なん攻こう不落なものに挑ちよう戦せんするのも好きだし。でも──たとえば、挑戦するだけして克こく服ふくしてしまったら、気持ちも冷めてしまうんだろうか…って、城野くんが心配するのもわかるんだ」

　あのクソガキ、そんなくだらないことを心配しているのか。

　そう思ったが、口には出さなかった。

「頼たよりなくって、ほっとけないんだ」

　俺の言葉に、越前はポカンと口を開ける。

「だ…れが？」

「有麻さんの話をしてるんじゃないのか？」

　答えると、彼はますます面食らった表情で瞬まばたきを繰り返す。

「有麻さんが、頼りない？」

　俺は頷うなずいた。

「えっと──よくわからないんだけど。城野くんとか、そうだな、女性で言うなら葛木んちのおばさんとかは、頼りないタイプでほっとけないって思うけど……有麻さんは…」

　モゴモゴと、越前は口くち籠ごもる。

「葛木のお母さんと有麻さんって、百八十度は違うタイプだよね」

　まあね、と俺は呟つぶやいた。

「母さんは依い存ぞん心しんが強いから、弱々しく見えるんだ。身体からだも丈じよう夫ぶじゃないから、余計にね。有麻さんは一見弱そうには思えないけど、いざって時は、彼女のほうが脆もろい気がする」

　──と思いたい。

「そ……う？」

　納なつ得とくできないようすで、越前が俺を見る。

「とにかく、俺がそばにいないと──誰だれかが守ってやらないと、って気になる。どうして遠山が彼女を手放したのかが、俺にはわからないよ」

　彼は途と方ほうに暮れたような表情をして、ウーンと低く唸うなった。

「手放したのが間ま違ちがいじゃなくて、最初に彼女の手を取ったのが間違いだったんだろうね」

　俺は頷いた。

「どっちにしろ、別れてくれたことで俺にもチャンスが与あたえられたわけだから、俺は遠山には感謝しなきゃいけないんだけどな」

　わかった、と越前は真正面から俺を見返した。

「葛木がそこまで考えてるんなら、僕はなにも言わない。城野くんにも、心配する必要はないとだけ言っておくよ。……ほかに、なにか協力できることがあれば」

　俺はゆっくりとかぶりを振ふる。

「手出し無用だ。ただ──」

　言うのを躊躇ためらった俺に、越前は「なに？」と急せかすでもなく静かに促うながした。

「最終的に駄だ目めだったら、慰なぐさめてくれ」

　我ながら女め々めしい台詞セリフだと思ったが、彼は笑わなかった。

　頼もしい親友殿どのは、わかってると言いたげに、俺の背中を軽く叩たたく。

　それ以上はなにも言わず、俺たちは並んで、予算委員会の行われる会議室に向かった。







　委員会を終えて、例の温室に向かうころには、すでに下校時刻を過ぎていた。

　ここの薔ば薇らを頂ちよう戴だいするのも、今日で二十七回目。枝を切るのもお手のもので、もう棘とげに刺さされることもない。有麻さんの多少荒あらっぽい治ち療りようを受けたのも一日目だけで、行くたびにガッカリしたような顔をされている。

「……まさか、生徒会副会長が花泥どろ棒ぼうの犯人だなんて、思ってもみなかった」

　柔やわらかな声があたりに響ひびいて、俺はギョッとして手にした薔薇を落としそうになった。

　声のしたほうに目を凝こらすと、薄暗い薔薇の陰かげから、ゆらりと人ひと影かげが現れる。

「誰だ？」

　内心ひどく焦あせりながらも、俺は静かに問い返した。どちらかといえば、開き直りの心境だ。

　現れたのは、見覚えのない男子生徒だった。やや長めの前まえ髪がみを、うるさそうにかきあげた彼は、鋭するどい目つきで俺を睨にらんでいる。

「一年か？」

　返事はなかった。が、否定されないところを見ると、どうやらそうらしい。

「ここの薔薇は、君が管理しているのか？」

　俺は重ねて聞いた。

　返事次第では、なんとか折りあいをつけられないものかと思ったのだ。

　けれど、敵は和解するつもりはまったくないらしく、好戦的な回答を投げつけてきた。

「よくもまあ、そう平気な顔をしていられるもんだよな。…花泥棒は罪にならないとでも言うつもりかよ」

　まさにしかり、だ。俺が、薔薇を拝借するたびに心の中でしていた言いわけを、彼は逆手に取って非難する。

「よくわかったな、こんなにたくさんあるのに」

　あとから考えれば馬ば鹿かな言い分だったが、俺は半ば驚きよう嘆たんする思いで、そう口にしていた。

　実際、薔薇は山ほど咲さいているのだ。俺が毎日一本ずつ摘つんでいったところで、バレるわけはないと高をくくったのが敗因だったのか。

「……俺が丹たん誠せい込めて咲かせた、サフィーヤばっかり盗ぬすんでいきやがって」

「サフィーヤ？」

　彼は黙って、顎あごをしゃくった。

　どうやら、俺が手にしているピンクの薔薇が、そういう名前らしい。

「……これが、一番綺き麗れいだったから」

　有麻さんでも喜んでくれると思ったのだ。

　賛辞のつもりで口にした言葉は、彼の怒いかりをさらに煽あおっただけだった。

「返せよ！」

　叫さけぶのが早いか、彼は俺に摑つかみかかる。

「わ…っと」

「返せよ、全部！　今まで捕とっていった分、全部!!」

　間近でもみあいになり、俺は初めて彼の顔をマジマジと凝視みつめた。

　この薔薇園の主にふさわしく、見み目め麗うるわしい顔立ちをしている。この細い身体のどこにこんな力があるのか、彼はがむしゃらに俺の手から薔薇を奪うばおうとする。

　思わず、手が出てしまった。

　無意識に繰り出した拳こぶしは、ストレートに彼の鳩尾みぞおちに収まった。

「……う…っ」

　一いつ瞬しゆん彼は息を詰つめて、その場に蹲うずくまった。苦しげに噎むせ返る姿を見下ろして、俺は素す早ばやく踵きびすを返す。

「ま、……待て…っ!!」

　待てと言われて、待つ馬鹿はいない。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえるのももどかしく、俺は校門を飛び出した。







　マウンテンバイクをかっ飛ばして、城野家近くの商店街を突つっ切った時だった。

　キィッと軋きしむような音を立てて、横から自転車が突っ込んできた。

「わぁっ!!」

　予想外のできごとに、俺は危うく倒たおれかける。

「……見つけたぞ」

　なんとも執しゆう念ねん深いヤツである。

　薔薇園の主は、痛む鳩尾を抱かかえて、自転車で俺を追つい跡せきしてきたらしかった。

「シツコイな」

　あたりまえだろうと言いたげに、彼は肩かたで息をつく。

　仕方なく、俺は観念した。

「事情を説明したいところだが。…時間がないんだ。頼たのむから、今日だけ見み逃のがしてくれ」

　かなり譲じよう歩ほしたつもりで、俺は言った。

「ふ、ふざけるなっ」

　これだけ下手に出ているというのに、彼はそれをまったく理解してくれないようだった。

「いったい何本盗んだんだよ!?　パッと見でわかる量なんて、相当じゃないか！　それを、事情があるから見逃せなんて、ムシがよすぎるとは思わないのか!?」

　──お説、ごもっともだ。

　冷静に考えてみるまでもなく、これはどうも俺のほうが分が悪い。彼の言っていることは紛まぎれもなく正論で、返す言葉もない。

「悪かったとは思ってる。だけど、本当にやむにやまれぬ事情があるんだ。明日、ちゃんと話をしよう。名前とクラスを教えてくれないか？」

　極めて平和的に持ちかけた俺を、彼は目に涙なみださえ浮うかべて拒きよ絶ぜつし続けた。

「花泥棒の言うことなんか、信用できるもんか!!」

　いい加減、我が慢まんに限界がきた。いつもの時間に現れない俺を、有麻さんは待ちくたびれているかもしれないのに。

「俺は逃にげも隠かくれもしない！　文句があったら、生徒会室に来ればいい!!」

　──これでは、某ぼう少女漫まん画がのお貴族様の台詞である。

　ヤケになった俺の迫はく力りよくに、彼は一瞬気き後おくれしたように見えた。

「……やっぱり、そうだったのか」

　端たん整せいな面立ちが、屈くつ辱じよくを嚙かみしめるように微かすかに震ふるえる。

「うん？」

「園芸部を潰つぶしただけじゃあきたらなくて、今度は薔薇園を潰すつもりなんだろう！　予算なんか一円も出してくれやしないくせに、どうしてそんなひどいことができるんだ!?　生徒会は、血も涙もないヤツらの集まりだッ」

　なにを言われているのか、全然わからなかった。

　興奮しすぎた彼の瞳ひとみからは惜おしげもなく涙が溢あふれて、俺は呆ぼう然ぜんとそれを見返した。

　もうこれ以上議論を戦わせる気もなくなったのか、泣いたことで戦意を喪そう失しつしたのかは定かではないが、彼は唇くちびるを嚙みしめて自転車に跨またがり、もと来た道を戻もどっていった。

　振ふり回された薔薇の花は、俺の手の中で首を萎しおれさせていた。

　ひどく後味の悪い思いが込み上げる。

　それでも、俺は有麻さんの家へと足を向けた。こんな思いをしてまで、なんだって俺は──。我ながらみっともない。なんて、情けない。だけど、ここまできたら、もうあとへは引けなかった。







　ドアを開けたのは、城野保だった。

　彼はバツが悪そうな表情を浮かべて、そそくさと廊ろう下かの向こうに姿を消した。

　なにか言葉の応おう酬しゆうがあるとばかり思っていた俺は、なんだか拍ひよう子し抜ぬけした気分で、その後ろ姿を見送った。

「まさか、今日は来ないと思ってたわ」

　全身に「怒おこってます」と言いたげなオーラをみなぎらせて、有麻さんが現れる。

「……え？」

「縋すがりつく美少年を振りきって、よくもまあのうのうと私のところに来れたわねって言ってんの！」

　腰こしに手をあてた仁に王おう立ちのポーズで、有麻さんは言葉も荒あらく、俺を睨にらみつけた。

「……縋りつく美少年？」

「知らないとでも思ってんの!?　悪いけど、私はそんなにおめでたくも、ドン臭くさくもないのよっ。どういうつもりか知らないけど、美形の下級生が貢みついでくれる薔薇を、捨てるのもなんだから私に回してたんでしょうが！」

　頭の中が真っ白になってしまった。

　俺はその場に突っ立ったまま、固まった。

　──有麻さんが言っているのは、さっきの彼のことだろう。どこをどう誤解したのかは、なんだかもうグチャグチャで、よくわからないけれど、とにかく──見ていたのだ、彼女は。さっきの経いき緯さつを、一部始終。

「どうして…」

　どうしてこうなっちゃうんだ？　と言いたかった。

　今日で二十七日目、あと三回で、俺は有麻さんの信しん頼らいを勝ち取れる算段だったのである。

　有麻さんはそんな俺の呟つぶやきをまたまた誤解して、鼻息も荒く言い募つのった。

「さっき、明日の朝の食パン忘れてたから、買いに行ったのよ！　そしたらどう？　泣きながら縋りついてる、目の覚めるような可愛かわいい男の子を、あんた振り払って追い返そうとしてたじゃないの！　冗じよう談だんじゃないわ、もう騙だまされるもんですか！」

「違ちがいます、誤解です!!」

　俺は必死で、それを否定する。

「じゃあ、いったいなんだって言うのよっ」

　あれは──俺が毎日盗ぬすみに入っていた薔ば薇ら園の管理者で、それを見み咎とがめられて追つい及きゆうされてたんです。……なんて、言えるか？

　たとえこの思いが真実だったにせよ、俺は毎日毎日、盗とう品ひんで愛を訴うつたえてきたのだ。そんな邪よこしまな代しろ物もので、信頼を得ようとしてきたのだ──。

　どの面つら下げて、信じてほしいなどと言えるだろうか。

　これは──天てん罰ばつだ。

　俺は頭からバスタブ一いつ杯ぱいの水を浴びせられた心境だった。

「もう、帰って！」

　それに反論するだけの元気もなく、俺はスゴスゴと城野家をあとにした。

　すっかり萎れてしまった薔薇を郵便受けの上に置いて、俺は重いペダルに足をかけた。
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「いったい、なにがどうなってるんだ？」

　俺の顔を見るなり、遠山はそう聞いた。

「……なにが？」

　ソラとぼけるつもりで、俺はあさっての方向を見て嘯うそぶく。

「昨夜ゆうべ、有麻が暴れて手がつけられないって、保が俺のところに避ひ難なんしてきた」

「そりゃ、よかったじゃないか」

　茶化すように、俺は言葉を続ける。

「知らないぞ、俺にそんなこと言って、越前に告げ口されても。彼はああ見えて、なかなか独どく占せん欲が強い」

「あのなぁ」

　呆あきれたように、遠山はため息をついた。

「それから、園芸同好会の木き條じよう雪ゆき弥みってヤツが、昼休みにここに怒ど鳴なり込んできた」

　初めて聞く名前だったが、『園芸同好会』のあたりに、ふとひっかかりを覚える。

「……なんだって？」

「園芸部を潰したうえに、個人的に世話している薔薇園すら、生徒会は認めてくれないのかってな」

「へぇ」

　間違いなかった。その、キジョウナントカってヤツは、昨日の薔薇園の主らしい。

「とぼけんなよ。葛木の蒔いた種だろうが」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、遠山は俺を睨みつけた。

「なんのことかな」

「有麻に毎日届けてた薔薇の出所は、思わぬところだったわけだ」

　もうなにもかもお見通しのように、遠山は言った。

「保の話じゃ、桜ノ宮ウチの生徒と葛木がデキていて、そいつにもらった薔薇をリサイクルしてたって、有麻は息巻いてるらしいが」

　俺はちょっと肩かたを竦すくめた。

「さっきの木條の剣けん幕まくじゃ、とてもお前とデキてるとは思いがたい」

　そう呟いて、遠山は横目で俺を見る。

「園芸部が潰れたのは、部員数の減少からだからしょうがないにしろ、現役の生徒会役員が毎日薔薇を盗んでたなんて、とんでもない醜しゆう聞ぶんだとは思わないか？」

　俺はムッとして、唇を尖とがらせた。

「こっちには、いろいろ事情があるんだよ」

「じゃあ、その事情とやらを聞かせてもらおうか」

　遠山は、ズイッと身を乗り出す。

　確かに──俺一人の個人的事情で、生徒会に迷めい惑わくをかけそうな気配は否いなめない。遠山なんぞに、すべてを白状するのはすごく悔くやしいのではあるが……。

　俺は渋しぶ々しぶ口を開いた。

　遠山はひとことも口を挟はさまずに、俺の話に耳を傾かたむける。その表情が、いつもの無愛想な顔から微び妙みような変化を見せた。俺が話を終えるころには、ハッキリと彼の顔全体に『私、呆れてます』と記されているようだった。

「……葛木が財さい布ふを落とすってあたりは、なんだか親近感を覚えるんだが」

　ボソリと呟いて、絶句する。

　なにを言われても、追い討うちをかけられているようで、俺は両手で顔を覆おおった。

「なんていうか……策士策に溺おぼれるっつーか…。自じ業ごう自得というか」

　だから、フォローするなっていうの。

「木條には、俺からなんとか言っておくよ。会員が増え次第、同好会から部に昇しよう格かくさせたっていい。薔薇園を潰つぶす気もないって、ちゃんと説明する。言ってわからない男じゃなさそうだし…」

　とつとつと、彼は言った。

　そんな口調に彼の人ひと柄がらが垣かい間ま見えて、ますます情けない思いが込み上げた。

　越前に比べて花もない頼たよりない、クソカスのように思っていた男が、親身にため息なんぞをついてくれるのである。




　──手放したことではなく、最初に手を取ったことが間違いだったんじゃないかな。




　ふいに、越前の言った言葉が脳のう裏りを過よぎった。

「問題は有麻だよな」

「……どうして別れたんだ？」

　遠山の呟きのあと、思わず俺は突つっ込んでしまった。

　彼は面食らったように、俺を見返す。

「それは──」

　お前もよく知っているだろう、と、彼は俯うつむいた。

「城野のほうが好きだったから？　ずっと最初から？」

　遠山は答えなかった。

「じゃあどうして、彼女の手を取ったんだ？」

　なおも言い募った俺に、彼は苦々しげに口を開いた。

「幼おさな馴な染じみと恋こい人びとの境界線が、どこにあるのかわからなかった。ましてや、保は男だ」

　城野保は男だから対象外だと思い込んでいたのだと、言外に含ふくめるように遠山は言う。

「間違えたと、言うのは簡単だが。有麻の真しん剣けんさに目が眩くらんだ。…そういうのがかえって悪い結果を招くなんてことは、あのころは気づきもしなかった」

「この幸せ者め」

　俺は結構真剣に、遠山を詰なじった。

　有麻さんにそこまで想おもわれていながら、なんという勿もつ体たいないことをしたのだと、腹立たしさが込み上げる。そのおかげで、彼女は男性不信。俺の想いは、信じてももらえない。

「おかげで、今は一番不幸だ」

　無表情に、遠山は切り返す。

「あたりまえだ」

　にべもなくはねつけて、俺は大おお袈げ裟さにため息をついた。

「俺も不幸だ。……しかも、みっともない」

「本当。みっともないなぁ」

　予想外の声の乱入に、俺はギョッと身を竦ませた。

「え、越前ッ!?」

　衝つい立たての陰かげから、越前は澄すました顔で現れた。

「お前、いったい……」

「声をかけようかと思ったんだけど、なかなか興味深い話をしてたんで」

　悪びれもせずに微笑ほほえんで、越前は俺を覗のぞき込んだ。

「でもねぇ、葛木。恋れん愛あいってみっともないものだと、僕は思うよ」

　ねぇ、と彼は遠山に相あい槌づちを求める。

「なりふりかまっちゃいられないよ。本気の勝負には、格好なんかつけていられないからね」

　越前の台詞セリフは、妙みような信しん憑ぴよう性せいがあった。

「それにしても──花泥どろ棒ぼうなんてやる前に、ちょっと相談してくれればよかったのにさ」

　うう、と俺は低く呻うめいた。

「少しぐらいならバレないと思ったんだ」

「少し？　三十本がか？」

　遠山が、辛しん辣らつな突っ込みを入れる。

「それは、バレるよねぇ」

　越前はクスクスと笑った。

「どっちにしろ、有麻にはちゃんと話したほうがいい」

　俺を見み据すえて、遠山はドキッパリと口にした。

「話してわかる相手とは思えないが、話さないよりはマシだと思う」

　これが、十年以上も彼女とつきあった幼馴染みで、しかも元彼氏の言葉なのかと、俺の胸に複雑な思いが込み上げた。




　　　◆◇◆




　手ぶらで、俺は城野家の呼よび鈴りんを押した。

　言われるまでもなく、俺は有麻さんの前ではとにかく格好よくありたくて、目一杯突っ張っていた。

　今日は、みっともないと思う。

　心の中を全部吐と露ろして、足あし蹴げにされても縋すがりつきたいとすら思う。

　そんな決心を固めてきたというのに──有麻さんはまだ帰っていなかった。

　出で迎むかえたのは城野保で、俺はガックリと肩かたを落とした。

「え…っと、姉ちゃん、まだ帰ってなくて」

　申しわけなさそうに、城野はオドオドと呟つぶやいた。

「なんだったら、中で待ちますか？」

　その申し出に、俺は躊躇ためらわずに頷うなずいた。

　まっすぐ応接間に通されて、俺を一人で待たせるのは心こころ許もと無いとでも思ったのか、城野は向かい側の椅い子すに腰こしを下ろした。それも、居い心ごこ地ちが悪そうに、モゾモゾと落ち着きがない。

　忘れていた意地悪心が、俺の中で顔を覗かせた。

「……最近とみに綺き麗れいになったな、おジョウさん」

　なにを言ってやがるとばかりに、城野は顔を上げる。

　揶揄からかい半分に口にした言葉ではあったが、本当に彼は内側から輝かがやいているように見える。

「やっぱり恋愛すると、人間って磨みがかれるもんなんだなぁ」

　反論はない。城野はプイと横を向いたままだ。

「いいね、おジョウさんは。越前と順風満まん帆ぱんで」

「ここまで来るには、山あり谷ありでしたよ」

　不ふ貞て腐くされた口調で、彼は言った。

「でも、今は幸せの絶頂だろう？」

　俺も早くそうなりたいもんだ、とつけ加えると、城野はひどく緊きん張ちようした面持ちで口を開く。

「葛木さん──本当に、本当の本気なわけ、ですか？」

「なんだよ、それは」

「だから……。だって、俺──俺だって、信用できない。葛木さんが、なんで姉ちゃんのこと好きなのか」

　口くち籠ごもりながら、城野はそう言った。

「俺が本気だって言ったら、おジョウさんは協力してくれるかい？」

「それは──」

　城野は、ムウッと黙だまりこくった。

「両手放しで喜べるかっていうと……そうでもない」

　今度は、俺がムッとする番だった。

「越前の時には、俺は協力しただろうが」

「あれが!?」

　心底意外そうに言われ、俺は内心憤ふん慨がいする。

「だって──姉ちゃんと葛木さんがうまくいっちゃったら、最強になりそうで……俺、なんか嫌いやだなぁ」

「それは、有麻さんの恋人には、俺は相応ふさわしくないってことか？」

　簡潔にまとめた俺に、城野は慌あわてたように両手を胸の前でバタつかせた。

「そう、じゃなくてっ」

「俺は、遠山よりも数段ランクが落ちるとでも言いたいのか」

　なんか──だんだん本気で腹が立ってきた。

「おジョウさん一人、越前と幸せの絶頂で、俺は不幸のドン底のままでいいって言うのか。そういうの、自分勝手って言うんだぞ」

「違ちがうよ、俺が言ってんのは、そういうことじゃなくて」

「じゃあ、どういうことだっ」

「うぁっ」

　手を伸のばして、城野の胸元を摑つかみ上げた。

　華きや奢しやな身体からだを、あっさりと思いのままに押さえ込む。城野は引きつった顔で、俺の下でジタバタともがいた。

「絶頂から引き摺ずり下ろすなんて、簡単なんだよ。──え？　なんなら、越前に顔向けできないような身体にしてやろうか」

「な…なに言ってんの、葛木さん！　落ち着いてっ」

　一いつ瞬しゆんで、城野の顔色が変わった。

「俺は落ち着いてるさ」

　嫌がらせの駄だ目め押しで、ズイと顔を近づけると、呆あつ気けなく彼は悲鳴を上げる。

「やだやだやだっ、畜ちく生しよう、離はなせッ!!」

　バスタブどころか大浴場並の湯水が、俺の上から浴びせかけられたのはその瞬間だった。

「やっぱりあんたも、保が目当てだったってわけね!!」

　えっ、と顔を上げた途と端たん、凄すさまじい衝しよう撃げきが俺の頰ほおにぶち当たった。

　ひっぱたかれた、とわかったのは、城野の上から転げ落ちて、応接間の絨じゆう毯たんに突つっ伏ぷしたあとだった。

「このホモ男ッ!!　女の敵!!」

「違うよ、姉ちゃん！　葛木さんは」

「あんたは黙ってなさいっ」

　ジンジンと痛む頰を押さえて、俺は茫ぼう然ぜんと起き上がる。

　俺は──神様にすっかり見放されたのだろうか……？　このタイミングの悪さは、もうすでに偶ぐう然ぜんの範はん疇ちゆうを超こえている。

　目を三角に吊つり上げた有麻さんは、俺をギッと睨にらみつけてから、足音も荒あらく応接間を出て行った。

　それから一分も経たたないうちに、愕がく然ぜんと固まったままの俺の前に再び現れた彼女は、手にしていた草の塊かたまりを俺めがけてぶつける。

「デッ!!」

　膝ひざの上にバラバラと零こぼれるそれは、紛まぎれもなく俺が毎日捧ささげていた薔ば薇らとおぼしきもので。

　すでに茶色く枯かれているものや、半分乾かわきかけているものなど、様々だったが、それらがすべて、一滴の水も与あたえられていなかったことは一目瞭りよう然ぜんだった。

　失しつ恋れんだ。

　その二文字が、遥はるかな高みから俺めがけて落っこちてきて──ガツンガツンと、頭にぶつかって砕くだけて消えた。

　確かに最初はあやふやな想おもいだった。ただの意地だったかもしれなかった。それが毎日有麻さんの顔を見るうちにハッキリと形になってきて……頑張ればなんとかなると、そう信じていた想いは、今鉄てつ壁ぺきの拒きよ絶ぜつの前に砕け散ったのである。

「持って帰って」

　冷たく言い放ち、有麻さんはくるりと背を向けて、今度こそ本当に出て行った。

　周囲に散らばった、花だったものを、俺は機械的に拾い集める。

「……葛木、さん」

　城野が泣きそうな声で、俺を呼んだ。

「なにも言わなくていい」

　俺はキッパリと言った。

　なにか言われたら、泣きそうなのは俺のほうだった。

　本当に、恋愛はみっともない。

　自分の中の見られたくない部分が、どんどん晒さらけ出されてしまう。

「よかったじゃないか。おジョウさんは、俺と有麻さんがうまくいくのは嫌だったんだろう」

　きっちり二十七本の残ざん骸がいを、俺は片手で握にぎりしめる。

「俺、……俺、そんなつもりで言ったんじゃないよ」

「心配しなくても、越前との邪じや魔まはしない」

　俺は抑よく揚ようなく呟つぶやいた。

「そんなこと──。姉ちゃん、今は逆上してるからなに言っても無理だと思うけど。でも、少ししたら落ち着いて…」

「なにも言わなくてもいいと言ってるだろう」

　俺は、城野のそばをすり抜ぬけた。

「待ってよ、葛木さん！」

　追いすがる声を無視して、俺は玄げん関かんに向かい、靴くつを履はいた。

　手にしている枯れ枝は、空しくなるくらい軽かった。

　情けなくて、涙なみだもでない。

「葛木さん、待ってってば!!」

　城野は犬っコロのように、俺のあとを追いかけて走り出てきた。

「これで──あきらめるの？　姉ちゃんのこと、あきらめちゃうの!?」

「……しょうがないだろうが」

　俺はブスッと不ふ貞て腐くされたまま呟いた。

「姉ちゃん、あれでも、毎日葛木さんの来るの楽しみにしてたよ！」

　今さらの見え透すいたフォローに、俺は深々とため息をついた。

「慰なぐさめてくれて、ドウモアリガトウ」

　こんなお子ちゃまにまで同情されるなんざ、南高の名参さん謀ぼうとまで呼ばれた葛木英司も落ちたものである。

「噓うそじゃないよ！」

　城野はしつこく喚わめいた。

「ああ、そうだな。有麻さんは俺の来るのを楽しみにしていて、必死で花泥どろ棒ぼうまでして捧げた薔薇には、水一いつ滴てき与えちゃくれなかった」

「……花泥棒なんか、してたの？」

　キョトンとした表情で凝み視つめられて、俺はシマッタと臍ほぞを嚙む。

　越前どころか遠山も、こいつにはなにも言ってなかったとは。うっかり口を滑すべらせた俺が、一番お喋しやべりだったなんてトホホである。

「やっぱり、ほかの人からのプレゼントをリサイクルしてたわけじゃなかったんだね？　けど……そっか。姉ちゃんのために、犯罪にまで手を染めてたのか」

　──事実とはいえ、城野に言われるとどうしてこう腹が立つんだろう。

「うるさい、もう終わったことだ！」

「終わってないよ。まだ始まってもいないのに、終わらせないでよ！」

　城野は、ハッシと俺の腕うでを摑んで引き止める。

「なんで。お前だって、言っただろう。俺が有麻さんとうまくいかないほうがいいって」

「それは──そうだけど」

　そうれみろ、と小鼻を膨ふくらませた俺の前で、城野は困ったように唇くちびるを尖とがらせた。

「……でも、なんていうか…それ、ちょっと、ニュアンスが違う」

「ニュアンスだぁ？」

　城野は、コックリと頷うなずいた。

「葛木さん、俺のこといじめるし、姉ちゃんも俺を自分のストレス発散の道具ぐらいにしか考えてないじゃんか。……そんな二人が仲よくなっちゃったら、俺、ますますいじめられるんじゃないかなって、不安になっちゃったんだよ」

　俺は目をパチクリさせて、城野の幼い顔を見る。

「だから、葛木さんがさっき言ったみたいに、ロータよりも葛木さんがランクが下だなんて意味じゃないんだ。ただでさえ手て強ごわいのに、二人がスクラム組んだら最強じゃない？　俺、そんな天下無敵のカップルに対たい抗こうできないもん」

　そういう意味だったのかと、俺は初めて納なつ得とくした。いつもは冷静で落ち着いていると評判の俺が──なんとも、早トチリをしたものである。

「あと、もう一つ」

　城野は、俺の手にしている薔薇を指差した。

「確かに姉ちゃんは、それを花か瓶びんに飾かざったりはしなかったけどさ」

　忘れかけていた痛みが蘇よみがえる。

　たとえ城野が、俺と有麻さんのことを反対していなかったにしろ、俺が遠山に劣おとっているわけではないにしろ──一番肝かん心じんの、有麻さん自身の気持ちは、俺からもっとも遠い場所に君臨しているわけで。

「でも、それは葛木さんが言うみたいに、大事にしてなかったってことじゃなくて、反対にすごく大事にしすぎてたんだよ」

「ああ？」

　言っている意味がさっぱりわからなくて、俺はドスの効いた声で聞き返す。

「保存したかったんだと思う」

　まだわかんない？　と言いたげに、城野は俺を窺うかがった。

「それ、ドライフラワーだよ。わざわざ乾かん燥そうさせてたの」

「あーそう……──ええ!?」

　俺は呆あつ気けにとられて、口を大きく開けたまま城野を見返す。

「乙おと女め心って、フクザツでしょ」

　いかにも理解しているように、城野は生意気な口を叩たたいた。

「姉ちゃんも、派手に息巻いてるわりには、葛木さんのこと憎にくからず想ってるんだと思う」

「城野」

　初めてふざけずに名字で呼んだ俺に、彼はちょっと顔を緊きん張ちようさせた。

「金貸せ」

　言った途と端たんに、城野はヘナヘナとその場に崩くずれる。

「なんだ、一文無しか？」

「あのねぇ！　いきなり真ま面じ目めな顔で、俺のこと呼んで、それはないでしょう!?」

「…悪いが、俺は一文無しだ。だから、有麻さんに捧ささげる薔ば薇らも買うことができなくて、花泥棒した」

　以前ならば、あまりの格好悪さに絶対に口にできなかっただろう言葉が、スラスラと唇から零こぼれた。

　そうか。なりふりかまわないというのは、こういうことだったのか……と、妙みようなことで感心するのは後回しにして。

「それも、バレてできなくなった。今の俺は八方塞ふさがり、四し面めん楚そ歌かだ。意味はわかるな？」

　城野は神妙な表情で頷いた。

「有麻さんに渡わたす約束の数まで、あと三本だ」

「……いくら？」

　さすがにここまで言うと、だいたいのことが把は握あくできたのか、城野は観念したように聞いた。

「一本三百五十円」

「ってことは……三をかけると」

　地面に、城野はガリガリと数字を書く。

「なんだ、お前。いい年して筆算しかできないのか？」

　城野は憤ふん慨がいしたように、顔を赤らめた。

「だって、消費税だってかかるでしょう!!」

　消費税計算は面めん倒どう臭くさいんだよ、とブツブツ言いながら、千五十円に五％をプラスして、城野は俺を見上げる。

「千百二円ね。いいですよ、無利子でお貸しします」

　あたりまえだ、利子なんかふんだくられてたまるものか──とは、俺は言わなかった。「ありがとう」と呟いて、愛いとしい有麻さんの弟の頭を撫なでたのである。




　　　◆◇◆




　登校途中の女生徒の視線を一いつ斉せいに浴びて、俺は白桜女子学園の校門脇わきに立っている。

　手には、デカい薔薇の花束。しかも、それが普ふ通つうの花束じゃない。完かん璧ぺきなドライフラワーと、乾きかけのものと、それからまだ新しん鮮せんな花とのミックスなのだから、なんとも不気味な代しろ物ものだ。

　同じ制服で、似たような髪かみ形がたの少女たちが、次から次へと道路に溢あふれる。この中から有麻さんを見つけ出すのは困難だろうか、と思った時。

　横断歩道の向こうに佇たたずむ彼女の姿が、視神経を通さずにダイレクトに俺の脳に飛び込んできた。

「……そうか」

　俺は、ボソリと呟つぶやいた。

　人間には、それぞれにちゃんと花があるのだ。

　それは、越前のように特別に許された存在にだけ燦さん然ぜんと咲さくのではなく、すべての人間の中に咲いている。

　ただそれが、万人の目からも明らかに見えるものとそうでないものに分かれるだけで──。

　俺には、有麻さんの花が見える。こんなにたくさんの同じ格好をした女子たちの中で、彼女の色だけが違ちがって見えるのだ。

　彼女の咲き誇ほこるさまが、俺にだけわかる。

　こんなすごいことってあるだろうか。

　俺にしか見えない花は、俺にしか守れない。そう気づくことが、どれほどの愛しさを募つのらせるだろうか。

　もう間違いだなんて思えない。俺は本当に彼女を好きなのだと──わずかな重みが心の中に増した。

「有麻さーんッ!!」

　信号が青に変わり、動き出した集団に向かって、俺は大きく手を振ふった。

　最前列にいた彼女は、ギョッとしたように歩みを止める。と思ったら、急に方向転てん換かんしてもと来た道を走り出してしまった。

「あれ!?　有麻さんッ」

　俺はダッと地面を蹴けった。

　集団で邪じや魔まをする白桜の生徒たちをかきわけ、有麻さんのあとを追いかける。

「有麻さん！　どうしたんですか!?」

「なんであんたがこんなとこにいんのよッ」

　追いついて腕を摑つかまえた俺に、彼女は逆上したように叫さけんだ。

「待ってたんです」

　あっさりと答えると、有麻さんはびっくりしたように俺を見た。

「……お偉えらい生徒会の役員さんが、学校サボッていいと思ってんの？」

「あなたと話してから、遅ち刻こくして行きます」

　彼女は、ムッと唇くちびるを尖とがらせる。

「ちょっと、離はなしなさいよ。…とんでもない醜聞スキヤンダルだわ。私、品行方正で通ってんのに、どうしてくれるのよ」

「…すみません」

　俺は頭を下げる。

　まだ登校途中の生徒たちはたくさんいて、俺たちの姿はいやが上にも目立ってしまう。

「なにしに来たのよ。まだ私のこと、馬ば鹿かにしたりないっていうの」

　俺は、花束を差し出した。

「これで全部です。改めて、受け取ってほしかったから」

　ドライフラワーの存在を認めて、彼女はちょっとイヤーな顔をした。

「あんたって、本当に迷めい惑わくな男よね」

　けんもほろろに、有麻さんは言った。

「私がどんなに迷惑してるか、考えてみたことある？」

「……ありませんでした。すみません」

　素直に認めて、もう一度頭を下げると、有麻さんはちょっとだけ笑ったようだった。が、それは彼女にしてみれば不本意だったのか、すぐに表情を引き締しめる。

「保が言ってたわ。昨日のアレは、あんたが保をいじめてただけだって」

　俺は黙だまって有麻さんを凝視みつめた。

「あの子の言いわけなんかに、耳を貸したわけじゃないけど」

　彼女の視線は、落ち着きなく周囲を彷徨さまよっている。

「で、どうすればいいのよ」

「え？」

　俺の手から、有麻さんは花束をむんずとむしり取った。

「これ受け取ったら、あんたを信じることになるわけ？」

「……有麻さん」

　彼女の頰ほおがカッと紅あかく染まった。

　昨夜ゆうべの怒いかりの色とは違う、綺き麗れいな薄うす桃もも色いろだった。

「言っとくけど、とりあえず信用するってだけよ？　あんたのこと好きになるとか、そういうんじゃないんだから、いい気になんないでよね？」

「はい!!」

　俺は勢いよく返事をした。

「それから」

　エヘンと、彼女は勿もつ体たいつけるように咳せき払ばらいをする。

「人のもの盗ぬすんでまで、私に貢みつがないでよ」

　鋭するどい指し摘てきに、俺は目を白黒させた。

「あの──ど……うして、それを……？」

「人んちの真ん前で大声で相談しといて、誰だれにも聞かれなかったと思ってんの？」

　俺は赤面して俯うつむいた。

　昨夜、道みち端ばたで城野とした会話のすべてを、有麻さんは聞いていたということなのだろう。

「…わかったら、早く学校行きなさいよ」

　人通りはほとんどなくなっていた。白桜の始業時間もそろそろなのだろう、と思った瞬しゆん間かんに、チャイムの音が響ひびき渡わたる。

「もう、遅刻しちゃったじゃないの」

　怒おこったようなその口調ほど、彼女の表情は険しくはなかった。

「今度、どこかに誘さそってもいいですか？」

　くるりと背を向けて、有麻さんはヒラヒラと手だけを振った。

「デート、誘ってもいいですか!?」

　シツコく言い募ると、彼女はチラリと顔をこちらに向けて、

「ヒマだったら、つきあうわよ！」

　それだけ言って駆かけ出した。

　手にはしっかりと、俺の持ってきた花束が握にぎられている。

「俺、ホモじゃないですから！　ホントに、貴女あなたが好きなんですからね！」

　白い制服の背中に向けて、俺は叫ぶ。風にのって、「馬鹿」と彼女の声がした。







　有麻さんの突とつ然ぜんの譲じよう歩ほの真意は、いったいどのへんにあるものか、定かではないけれど。

「姉ちゃん、葛木さんと手ェ組んだら、もっといろんな方法で俺のこといじめてやれるなんて、ひどいこと言うんだ」

　城野が、涙なみだながらに越前にそう訴うつたえたらしいことを俺が知ったのは、それからしばらくしてからだった。

　ともあれ、俺が彼女と天下無敵のスクラムを組めるのは──もう少し先の話になる。
















ホンモノの花泥棒













「あー、まったく腹が立つッ!!」

　喚わめきながら教室の壁かべをドンと叩たたくと、驚おどろいたようにクラスの連中のほとんどがこちらを振り向いた。

　俺は慌あわてて拳こぶしを引っ込めたが、胸の奥から込み上げるムカムカは、一向に治まる気配がない。

「ユキちゃん、どうしたんだよ？」

　ヘラヘラと笑いながら、関せき口ぐちが俺に近づいてきた。

「……ユキ、ちゃんだと？」

　ギロリと横目で睨にらみつけると、彼はビビッたように首を竦すくめる。

　俺が雪弥という女め々めしい自分の名前を嫌きらっているのを知っていて、彼はわざと『ユキちゃん』などと女っぽい呼び方をするのだ。

「珍めずらしいじゃん。ユキちゃ…っと、木條が感情を顔に出すなんてさ」

　関口の尻しり馬うまに乗るように、田中が俺を覗のぞき込む。

「うるさいよ」

　けんもほろろに言い捨てて、俺は自分の席に戻もどった。

「ユキちゃん、最近ずっと低気圧だな。生理痛、重いのか？」

　下品な揶揄からかいの言葉に、女子が「サイテー」と非難めいた声を上げた。関口は、ヒャッと首を竦める。

　そう──言われるまでもなく、俺は最近ずっと低気圧だ。

　怒っているのだ、ずっとずっと。

「なんかムカつくことあんのか？　言ってみろって。金以外のことなら相談に乗るぜ？」

　そう言って関口は、俺の前の椅い子すに腰こしを下ろすと身を乗り出した。

「……べつに」

「って、ツラじゃないよな。誰かにからまれたのか？」

　俺はフルフルと首を横に振ふった。

「昼休み、なんか急いでただろ？　どこ行ってたんだ？」

「……生徒会室」

　言ったとたんに、彼はちょっと驚いたように目を見開いた。

「そりゃまた、珍しいとこに…」

「しょうがないじゃないか。文句があるなら生徒会室に来いって言われたから、文句を言いにいったまでだ。それなのに……あの野や郎ろう」

「おいおい、木條、物ぶつ騒そうな目つきすんなって。珍しく口くち汚ぎたないじゃんか」

　あの野郎って誰？　と横に立っていた田中が腰を屈かがめた。

「……生徒会長。遠山太郎太郎太郎太郎──畜ちく生しよう、どこで切るんだ、この妙みような名前！」

「太郎太、だろ」

　噴ふき出しそうになって、関口が言う。

　俺は「わかってる」と、憮ぶ然ぜんと答えた。

「なんだよ、生徒会長ともめたのか？　木條度胸あるなぁ」

「ホント、すげぇな。なんかさ、あの生徒会長、身体からだでけぇし。いっつも堂々としてて、近寄りがたいっつーか、俺らみたいな雑ざ魚こ相手にしてもらえなさそーっつーか」

「そうだよ、相手になんかしてもらえなかったよ！」

　思い出すのもいまいましくて、俺はチッと舌を鳴らした。

「やめて、ユキちゃん。舌打ちなんかすんなよ、イメージ狂くるうだろ」

　関口が的外れな言葉を口にして、大おお袈げ裟さに天てん井じようを仰あおいだ。

「……なんだよ、そのイメージって」

「わかんねぇ？　毎日お前、自分の顔鏡で見てんだろ？　その……可か憐れんっつーかさ、ウチのクラスん中じゃ、並み居る女子を押し退のけてお前一番マブいじゃん」

　バカじゃないの、と俺は唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた。

　そういう、女子を敵に回すような言動は慎つつしんでほしい。

「まあ木條と並ぶって言うと……んーと、Ｂクラスの城野保？　あいつも顔だけはいいよな。あいつのお袋ふくろ、元ミス横浜だっけ？」

「……城野って、男なんだろう？」

　嬉き々きとして喋しやべっている田中に、俺は内心シラケながら口を挟はさんだ。

　お袋似の女顔だなんて気の毒に、と他ひ人と事ごとながら同情したりして。

「木條だって、男じゃんか」

　これでは答えになっていない。

　言い返すのも阿あ呆ほらしくなって、俺は両手を頭の上で組んで、大きく伸のびをした。

　──まったくもっていまいましい、と俺は考える。

　あの、盗ぬすつ人と猛たけ々だけしい花泥どろ棒ぼう野郎ももちろんだが、間ま違ちがったことはなに一つしてません、と言いたげな生徒会長の、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度も腹が立つ。

　いったいどうしてくれようか──と、目を瞑つぶって考えた。

　タイミングよく、頭上でチャイムが鳴る。

「ユキちゃん、次古文だぜ。教科書用意しとかないと、ウルサイぜ？」

　五時間目のただでさえ眠ねむ気けと戦わなければならない授業が、よりにもよって古文！　ついてないこと、この上ない。

　俺は関口たちに生返事をしながらも、一応教科書だけは取り出した。

　もちろん、腹立たしさはまったく治まってなどいなかった。







　丹たん誠せい込めた、愛いとしいサフィーヤが毎日毎日その数を減らしていくのに気づいたのは、マヌケなことに今週に入ってからだった。

　サフィーヤというのは、俺の一番お気に入りの薄うすピンクの薔ば薇らだ。

　この春、俺が入学したばかりの桜ノ宮南高等学校は、兄弟校である桜ノ宮北高等学校と合併し、桜ノ宮学園として新たなスタートを切った。とはいえ、通う場所は桜ノ宮南の校舎だったから、俺にはとくに異存はない。もともと、近いというだけで選んだ学校だった。そして──薔薇園。

　桜ノ宮南の裏庭には、見事な薔薇の温室があったのだ。

　親しん戚せきに花屋とか華か道どう家がゴロゴロしているせいか、俺は幼いころから花に親しんでいた。咲さいている花はもちろん、種や苗なえから育てるのも好きだった。

　だから桜ノ宮に入学してすぐに、中学時代も入っていた園芸部に入部届を出したのだ。

　ところが──入部して半月も経たたないうちに、園芸部は廃はい部ぶになってしまった。

　学校が合がつ併ぺいされ、生徒会やらクラブ活動やらが、それぞれ統一され始めたのはわかる。わかるが、どうして園芸部が潰つぶされなければならない？

　理由はカンタン。部員数が、規定の人数に満たないから。

　正規のクラブは、最低八人は部員が必要だと、誰が作ったんだか知らない校則で定められていたのだ。生徒会予算の都合もあり、八人以下のクラブは同好会に格下げ。つまり、予算ナシ。

　あっさりとそう部長に告げられた時の、ショックといったら。

　六人しかいなかった園芸部は、園芸同好会になったとたん、一人辞め二人辞め、結局三人になってしまった。

　それでも俺はよかった。

　自力で裏庭の薔薇園の世話ができるのなら、クラブだろうが同好会だろうがどうでもよかったのだ。それなのに。

　こともあろうに、あのクソ生徒会は、それすら取り上げようとするのだ。

　サフィーヤを盗ぬすんだ花泥棒──それは、品行方正で名高い、生徒会副会長・葛木英司だったのだ。

　俺がここまで断言するからには、ちゃんと現場を押さえてある。

　咲きかけの薔薇を、ヤツがカッターで乱暴にぶった切った瞬しゆん間かんを、この目でハッキリと確認したのだから。

　葛木だって、俺にバレたことはわかっている。

「返せ」と詰つめ寄った俺に、ヤツは「文句があるなら生徒会室に来い！」と言った。

　つまり、黒幕は生徒会。彼の叫さけんだ言葉は、裏で生徒会が動いていることを暗に示しているに違いなかった。







「……知らんな」

　ピクリともその表情を変えずに、生徒会長・遠山太郎太は言った。

　ポーカーフェイスは俺の特許なのに、俺のほうは表情を変えないどころじゃなかった。頭にカーッと血が上ってしまい、込み上げる怒いかりに声すら震ふるえた。

「ああそうですかって、俺が納なつ得とくするって思ってんのか？　あんたら最低だよ！　生徒会役員に、なんの権限があるんだよ!?　園芸部を潰した上に、個人的に世話してる薔薇園すら認めてくれないのか!?　予算を無心したことなんかないだろう!?　金も出さずに、口だけ出すなんてひどすぎる!!」

　そこまで早口に捲まくし立てた俺は、パタリとファイルを閉じただけの遠山の手の動きに、ドキンとして言葉を失った。

「……それから？」

　静かに、遠山が言った。

「それから…」

　言いたいことは山ほどあるのに、いきなりそれらは言葉にならなくなってしまった。

　今ごろになって、緊張のあまり指先が微かすかに震え出す。

「じゃあ、こちらから質問しよう。君は──一年生？　名前は？」

　すっくと彼は立ち上がった。

　思っていたよりも背が高く、威い圧あつ感を漲みなぎらせた体格に、俺は心持ち後あと退ずさる。

「園芸同好会、なんだね？」

　急せかすでもない質問にコクリと頷うなずいて、ようやく声が出た。

「木條、……木條雪弥」

　遠山は、俺の名前を口の中でモゴモゴと復唱した。

「……木條か。わかった。それで、君は個人的に温室で薔薇を育てている？」

「そうだよ」

「その薔薇が毎日盗まれて、犯人がウチの葛木だって？」

「ああ、そうだよ」

　遠山はなにか考えているように、ウンウンと頷いていたが、ふいに俺を見て僅わずかに口元を綻ほころばせた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらが唐とう突とつに和やわらいだものだから、俺はますますギョッとして、どうリアクションを起こせばいいのかと狼狽うろたえる。

「それは、君の誤解だ」

「誤解ィ!?」

　カチンときて、言い返そうとするのを、彼は人差し指を立てて制した。

「俺はあの温室を潰そうなんて考えたことはない。第一、君に言われるまで裏庭に薔薇園があるなんて、思い出しもしなかった。…俺は、北高出身だからね。南高の校舎内のことはまだ全部把握できてない。申しわけない。君と一いつ緒しよで一年生みたいなものなんだ」

　飄ひよう々ひようと、彼は言った。

「あることすら認識していないものを、わざわざ潰そうとは思わない。……そうだろう？」

　聞き返されはしたものの、俺は答えなかった。

　口ではなんとでも言える。ヤツは、俺を丸め込もうとしているだけなのかもしれない。

「……そう怖こわい顔をするなって。──信じてほしい。生徒会は、花泥棒と結けつ託たくなんかしていない」

「信じられるもんか。……あいつはどこに行ったんだ？　ここに来いって言ったんだ。逃にげも隠れもしないから、文句があるなら生徒会室に来いって……」

「葛木が？」

　意外そうに口にして、遠山はフーッとため息をつく。

「葛木は……困ったな。学食にでも行っているんだろう。今日はとくに仕事もないから、昼休みにはここには来ない。彼が花泥どろ棒ぼうだというのも、信じがたいことなんだが……」

「噓うそじゃない！」

　この目で見たんだ、と俺は食い下がった。

「とにかく、本人に確かめてみる。……話はそれからだ。君が聞きたかったのは、生徒会が関係しているかどうかだけなんだろう？　だったら、答えはＮＯだ。生徒会は無関係。安心して、薔薇の世話をしてくれればいい」

「それで？　一生懸けん命めい世話して咲さかせた花を、あんたたちがまた無造作に切り取っていくって言うのか!?」

　どうにもじれったくて叫んだ言葉にも、遠山は動じなかった。

「木條…」

　名を呼ばれ、ふいに伸のばされた掌に二の腕うであたりを摑つかまれて、俺は身を竦すくませた。

　俺の二の腕を簡単に握り込んでしまえるほど、彼の掌は大きい。俺を張り飛ばして、力ずくで追い返すことなど、彼には容た易やすいことなのだろう。

「誤解だと、言ってる。…とにかく、君の一方的な話だけでなく、葛木にも話を聞く。その結果で、俺も考える。約束する。うやむやにはしない。今日のところは、これで納得してほしい」

　彼の言葉には、有無を言わせぬ響ひびきがあった。

　どうしようもなくて──俺は頷いた。

　悔くやしくて、目頭が熱くなる。その顔を見られるのはもっと悔しくて、俺は即そく座ざに踵きびすを返した。




　　　◆◇◆




　裏庭に向かう途中ちゆう、渡わたり廊ろう下かの近くで俺はふと足を止めた。

　視界の隅すみを、なんとなく見覚えのある人物の姿が過よぎった気がしたのだ。

　──……生徒会長じゃん。

　人目を憚はばかるように、遠山会長が植え込みのそばで幾いく分ぶん俯うつむき加減に立っている。

「……なにやってんだろう」

　ひょいと首を伸ばすと、彼の前に一年女子が項うな垂だれて立ち竦んでいるのが見えた。

　──逢あい引びきか。

　あんな仏頂面の迫はく力りよくある男でも、どうしてなかなか人気があるらしい。ウチのクラスの女子連中も、朝礼などで遠山が壇だん上じように立つと妙みように騒さわがしかったりもするのだ。

　入学当初は、南高の生徒会長だった──現在は中央委員会会長──越前守のほうが、やれスマートだの、凛り々りしい美形だのと騒さわいでいたものだが、最近ではそんな人気も二分しているようだ。

　──畜ちく生しよう、そんなところで女とデレデレしてる間に、花泥棒野や郎ろうの取り調べしろよな、と心の中で毒づいてその場を離はなれようとした途と端たん。

「今、遠山先せん輩ぱいフリーだって、聞きました！」

　ここまで聞こえてくるような大きな声で、項垂れていた彼女は叫んだ。

　ギョッとして、俺は足を止める。

「か、彼女とは、ダメになっちゃったって」

　どうやら、その女生徒は遠山に告白して、すげなく断られているらしい。だけど、納得できずに食い下がっている──といったところか？

「好きな人がいるんですか!?　誰だれですか!?　この学校の生徒ですかっ」

　すげぇ女だ。

　たとえ好きな相手がいようがいまいが、こんな女とはつきあいたくないなぁ、と思いつつ今度こそその場をあとにした。

　遠山が彼女をどうあしらうのか、興味がないでもなかったが、俺には関係ない。それよりも、薔ば薇らに早く水をやることのほうが、俺にとっては遥はるかに重要だった。







「なるほどな、綺き麗れいなもんだ」

　突とつ然ぜん背後からかけられた声に、俺は慌あわてて振ふり返った。

　ついさっき、女子の前で困ったように顔を顰しかめていた生徒会長殿どのが、あっけらかんとした爽さわやかな表情で、温室の出入り口に立っている。

「……あんた」

　なにしにきた、と言う前に、彼はガバッと頭を下げた。

「申しわけない」

「はぁ？」

「知らないこととはいえ、失礼した。……葛木からだいたいの話は聞いた。確かに君の言うとおり、彼がここの薔薇を失敬したらしい」

　頭を下げたまま、遠山が言う。

　意表をつかれた俺は、とっさに返す言葉も見つからなくて、ぼんやりと彼を見ていた。

　遠山はピクリとも動かずに、俺の言葉を待っているようだった。

「……べつに……あんたが謝ることじゃない。花を盗ぬすんだのは副会長サンなんだしさ。そりゃ……生徒会全体の不ふ祥しよう事じだって思ってんのかもしれないけど」

　頭上げてよ、困るよ、と俺は小さくつけ加えた。

　ゆっくりと顔を上げた彼の表情は、それほど困ったようすでもなかった。相変わらずの無表情は、やはり俺の上をいっている。

「……ムシのいい話なんだが。葛木を責めないでやってほしい。あれはあれで、追い詰つめられてやったことなんだ」

「追い詰められて、花泥棒？」

　彼はムッツリしたまま頷うなずいた。

「理由を聞く権利は、俺にある？」

「彼は、片かた想おもいの女性に、毎日薔薇の花を贈おくると約束したんだ」

　あっさりと告げられた台詞セリフに、今度こそ俺の目はテンになった。

　片想いの女性だぁ？　薔薇の花を贈るって？──そりゃあ、いったいいつの時代の話だ？

　俺の友達にだって、そんな時代錯誤アナクロなヤツはいない。第一今時の女が、薔薇の一本や二本で口く説どけるかって。

「ひでぇ話」

　俺はポツリと呟つぶやいた。

「自分の好きな女口説くのに、盗んだモノ使うなんて、それこそムシがいいんじゃないの？」

　遠山は答えに窮きゆうしたように、じっと俺を見ている。

　居い心ごこ地ちの悪さに目を逸そらしたのは、俺のほうだった。

「財さい布ふを落としたんだ」

「え？」

「あ……俺じゃなくて、葛木」

　ああそう、と俺は相あい槌づちを打った。

　どうも、唐とう突とつな喋しやべり方をする人だ。うまくついていかないと、時々振り落とされてしまいそうになる。

「彼女に毎日薔薇を贈ると約束したその日に、財布を落として全財産を失ったらしい。それで……」

「ちょっと待って。毎日……って言ったよな？」

　うっかり聞き逃のがしていたことに気づいて、驚おどろいて大声を上げる。

「毎日……って、いつから毎日!?　いつまで毎日!?」

「ええと……なんてったかな。確か約束は一か月だって言ってたから、そろそろ終わるんだろう」

　スウッと血の気が引く思いがして、俺は口元に手を当てた。

「俺の薔薇──三十本も持ってったのか」

　それだけ盗とっていかれれば、どんなボンクラな管理者だって気づくはずだ。

　パッと見でわかる量だから、相当盗られただろうとは思っていたが、三十本!!　きっとその中には、咲さきかけの蕾つぼみもあっただろうに。

　怒いかりで目の前が赤く染まる。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふと顔を上げると、間近に遠山の肩かたがあった。

　不覚にもフラつきでもしたのだろうか。彼の手がガッチリと俺を支えている。

「すまん」

　遠山はもう一度頭を下げた。

　俺はハーッと大きくため息をつく。

「……だから、あんたが悪いわけじゃないんだから、謝ってくれなくてもいいってば。今さら責めてもどうしようもないけど、葛木さんからなんかひとことぐらいあっても、罰ばちはあたらないよな」

　なんだか気が抜ぬけてしまい、俺は俯いたままボソボソと言う。

　言葉どおり、今さら葛木を責めたって、サフィーヤが返ってきて、再び花を咲かせるわけでもない。それにしたって──泥どろ棒ぼうするくらいなら、友達から金を借りるとか、その片想いの彼女にうまく話をつけるとか、もっとほかに方法はなかったのかと、そんな思いが込み上げてくる。

「葛木も……なんていうか、自尊心プライドの高いヤツで」

　俺の言いたいことを察したように、遠山はそう口にした。

「友達や親に、金の無心もできないくらい？」

　見上げた先で、彼はちょっと眉まゆを動かした。

「片想いの彼女に、本当の事情も打ち明けられないくらい？」

　遠山は「まあそんなところだ」と答える。

「そういうのって……」

　長続きしないんじゃないの、という言葉を、俺はなんとなく飲み込んだ。

「いずれも彼にちゃんと謝らせる。約束する」

　本当はもっとゴネたかったけれど、さすがにこれ以上は言っても仕方がない気がして、俺は頷くしかなかった。

「……それにしても、この時季にも薔薇って咲くんだな」

　とってつけたように、遠山は周囲を見み渡わたした。

「うまく夏を越こせたからね」

　俺は答えて、支えてくれていた腕うでを振り解ほどいた。

「夏？」

「そう。夏を越すのって難しいんだ」

「薔薇って、春咲くものじゃないのか？」

　春だけじゃないよ、と言いながら、苗なえ木ぎのそばにしゃがみ込む。

「……なにかできることはないかな？」

　さりげなく続けられた言葉に、俺は黙だまって顔を上げた。

「いや……その、せめてものお詫わびに」

「じゃあ、園芸同好会、部に戻もどしてよ」

　即そく答とうした俺に、彼は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべる。

「それは──無理だ」

「どうして!?　あんたにならできるだろう？」

　遠山は静かに首を横に振った。

「俺なんか、ただの生徒代表だってだけだ。そんな権限はない」

「権限？　もともと部だったのを、同好会に格下げしたくせに？　それを元通り戻すだけなのに、どれほどの権限がいるっていうんだ」

　そうじゃない、と彼はため息まじりに呟く。

「意味のない校則が多いことは、わかってるんだ。学園の合がつ併ぺいを機に見直そうっていう案も出ていないわけじゃない。……だが、今日明日中というのは無理だ。今はまだ規則に縛しばられざるを得ない。もちろん会員が増え次第、部に昇しよう格かくさせる手続きは優先的にできると思う。だが」

「特別扱あつかいはできないってこと？」

　俺はフイと視線を背けた。

「……そうだよね。一つクラブが増えれば、その分予算がかかる。部活動の予算は決められた枠わくの中。どこかに増やせば、どこかが減る。……わかってるよ」

　捨て鉢ばちに呟くと、遠山は俺のすぐそばに片かた膝ひざをついた。

「金がかかるのか？」

　唐突な申し出に、瞬しゆん間かん頷くのを忘れる。

「今、どうしてるんだ？」

「あ──うん。……夏休み、バイトしたから」

　不本意ながら、素直すなおに答えてしまった。友達の田中や関口にも言ってなかったことだ。

「それは、同好会のメンバー全員で？」

「え……まあ、そんなとこだけど」

　鋭するどいところを突つかれて、ちょっとドキンとする。

　本当いうと、夏休み前はメンバー三人で頑がん張ばろう！　と張りきってはいたのだが、いざバイト料が入ってみれば、自分で稼かせいだ金は自分のために使いたいと、先せん輩ぱいたちは主張した。もっともな言い分だったのかもしれないが、俺は「約束が違ちがう」と断固拒きよ否ひ。結果、園芸同好会内には、不協和音が流れ始めてしまった。そして──なんだかんだで、今ここの世話をしているのは俺一人。予算も、俺が稼いだバイト料だけ。

　頑固な俺が悪いんだ、融ゆう通ずうのきかない俺がいけないんだって、反省はしてみるけれど、やっぱり先輩たちを許せずにいる。

「肥料とか、高いのか？」

　ムウッと黙りこくってしまった俺を気き遣づかうように、遠山が言った。

「……まあね。害虫とか病気とかもあるし」

「害虫ってアブラムシ？」

　俺は頷うなずいた。

「ハダニとかね。病気は、ウドンコ病や黒点病。聞いたことある？」

「ああ。カダンだっけ？　薬があったよな。それの宣伝で」

　トボケた返答に、俺は思わず笑ってしまった。さっきの告白していた女子にも、こんなトボケた返事をしたのだろうか。

「カダンでもいいけど。ベンレートやワンヨール・ミラネシン、サプロヘル、ダコニール、ダイホルタン、スミチオン、オルトラン、ケルセン…」

「な、なんの呪じゆ文もんだ？」

　俺はもう一度噴ふき出した。

「呪文じゃないよ。病害虫対策の薬液の名前」

「すごいな」

　感かん嘆たんしたように、遠山が言った。

「よくそれだけ覚えられるもんだ」

「そりゃあ……──それより、いいんですか？　こんなところで油売ってて。生徒会長サン？」

　いきなり現実に立ち戻って、俺は聞いた。彼は、そういえば、と腕うで時計を覗のぞき込む。

「しまった。もうこんな時間か。…邪じや魔まをしたな」

　遠山はすっくと立ち上がると、膝についた土をパンパンと払はらった。

「生徒会長」

　形ばかりの出入り口に、向かおうとする背中を呼び止める。

「うん？」

「俺──俺ね、せめてこの学園にいる間だけでも、ここの面めん倒どう見たいんだ」

　遠山は黙って俺を見返した。

「……この温室は、名ばかりでヒドイもんだな」

　見当外れな回答に、瞬間面食らう。

「そこのガラスも割れそうだし、雨あめ露つゆも凌しのげないし。君が蹲うずくまって世話をしている時に、その上あたりのガラスが外れでもしたら、きっと怪け我がをする」

　彼がなにを言っているのかがよくわからなくて、俺は唇くちびるを引き結んだ。

「事務所にかけあってみよう。君も、君の薔ば薇らも守れるように」

　それだけ言って、彼は背を向けた。

　俺は彼の背中が見えなくなってしまってから、ペコリと頭を下げた。




　　　◆◇◆




　印象がガラリと変わった。

　もちろん、遠山生徒会長のことだ。

　自信満々、弱者には気も止めないような男かと思えば、どうやらそうでもないらしい。

　まだ、どう対処してくれるつもりなのかはわからないけれど、俺はなぜだか彼を信じられる気がした。

「なんか今日はご機き嫌げんいいんじゃない？　木條」

　自分のほうがよっぽど機嫌よさそうな満面の笑え顔がおで、田中が俺を窺うかがい見る。

「べつに」

　俺はわざと仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

「そんな澄すました顔するなって。わかるんだよ、ここんとこずっと絶不調だった木條と、オーラが違う」

　へぇ、と気のない返事をして、俺は次の授業の用意をした。

「なあ、知ってる？」

「ウッ」

　いきなり関口に後ろから伸のしかかられて、俺は噎むせ返りそうになった。

「重いよ、退どけって」

「野の島じまサン、生徒会長にフラレたらしいぜ」

　関口は、ヒソッと小さな声で囁ささやく。

「え？」

　びっくりして、俺は振ふり返った。

「野島…って、ウチのクラスの？」

「もちろん」

　あたりまえと言わんばかりに、関口が頷く。

　野島希き美み子こは、ウチのクラスの副委員長だ。入学したばかりで選出のしようもない役員関係は、たいてい成績順で選ばれるから、彼女の入試成績はこのクラスの女子の中ではトップということになる。

「残念、俺けっこう、彼女気に入ってたのになぁ」

　関口の話に耳を澄ませていた田中は、ムスッと唇を尖とがらせた。

「ムリムリ、田中みたいな凡ぼん人じんじゃ。なんか、最初の委員会ん時から、生徒会長にご執しゆう心しんだったらしいしさ。フリーになったっつー噂うわさ聞いて、さっそくアタックしたんじゃねぇの？」

「……フリー？」

　俺はポツリと聞き返した。

「そうだよ。夏休み前に、生徒会長彼女と別れたって」

　あっさりと告げられて、俺は啞あ然ぜんとする。

「あれ、知らなかった？　ユキちゃん」

「……知らないよ。第一、生徒会長なんか、俺らとは無関係の人間だし」

　噂に疎うといことを思い知らされたようで、なんとなく面おも白しろくなくなった。

　言葉通り、俺とはまったく──昨日生徒会室に怒ど鳴なり込むまで、無関係の人だったのだ。そんな人間のプライベートなことまで、知っているほうがおかしい。

「まあ、無関係っつったらそうだけどさ。でも、ウチの学校ん中じゃ有名人じゃんか？　あれこれ噂には事欠かないぜぇ」

　ちょっと得意そうに、関口は小鼻を膨ふくらませた。

「それで、野島さんフラレたって？　なんでかな。フリーなんだったら、つきあってやってもいいのにな。顔だって悪くないよな、彼女…」

　田中の言葉に、関口がチッチッと指を振る。

「やっぱさぁ、すっげぇ好み厳しいんじゃねぇのかな」

　俺はふと、昨日の放課後見た場面シーンを思い起こしていた。

　渡わたり廊ろう下かのあたりで、遠山は女生徒から告白されていたのだ。あれは野島ではなかったけれど──……彼にとって、そんなことは日常茶さ飯はん事じなんだろうか？

　好みが厳しいって、理想が高いってことか？

「生徒会長の別れた彼女っていうのが、城野保の姉貴だっていうからさ」

　城野保、という名前には聞き覚えがあった。

「それ…って、えっと、ミス横浜？」

　田中がプッと噴ふき出した。

「城野のお袋ふくろが、ね。城野が元ミス横浜だったら、オドロキじゃんか」

　そっか、と頷うなずいて、俺もなんとなく笑った。

「じゃあ、城野の姉貴もすっげぇ美人ってこと？」

「そうじゃないのか？」

　田中は曖あい昧まいに答えた。

「どっちにしろ、俺たちには関係ない世界のことだけどさ」

　そう言っているわりには、まるでワイドショーのレポーター並に、彼らは情報を持っている。関口はとにかくそういう噂話が好きで、口を開けば新しい話題に事欠かなかったし、彼よりも一歩引いているように見える田中でも、俺よりずっと世情に詳くわしい。

「そうだよな、俺らなんか鼻もひっかけられねぇって」

　関口が相あい槌づちを打つのに、俺はちょっと首を傾かしげた。

「そうでも…ないと思うけど」

「どうしたんだ、ユキちゃん!?　昨日はあんなにケチョンケチョンにけなし捲まくってたのに」

「そうだよ、あんなに怒おこってたじゃないか」

　どういう心境の変化かと、二人は目を丸くする。

「あ…いや、べつに」

　慌あわてて胸の前で手をバタつかせて、俺は言いわけの言葉を探した。

「そりゃ、園芸部の件ではムカついてるけどさ。でも──集団生活の中では、規則って必要不可欠なものなんだよな。だから……彼は、それを統とう括かつしてるわけだし、生徒一人一人の言い分に耳を貸したり、義理とか人情に縛しばられてたら、まとまるものもまとまらないんだろうし」

　言いながら、これではフォローになってないかな、と即そく座ざに後こう悔かいする。その証しよう拠こに、田中も関口もポカンと口を開いたまま、なにも言ってくれない。

「え…と、そうじゃなくて。薄はく情じようとかいうんじゃなくて、彼は彼なりに誠意をもって、なにごとにも接してくれてるって俺は思う。そう、そう言いたかっただけ」

　よし、こっちのほうがちゃんとフォローだ、と俺は頷いた。

「ユキちゃん。……生徒会長になにかされたのか？」

「ええ!?」

　神しん妙みような顔で、彼らは俺を見ている。

「なにかって？」

「そんなふうに庇かばうなんて、らしくないぜ。もしかして、特別に園芸同好会に予算が下りるようにしてくれたとか」

　まさか、と俺はぎこちなく笑った。

「そんなことあるわけないじゃないか。俺はただ…」

「ただ？」

　食い下がられて、ムッと唇くちびるをへの字に曲げる。

「ちょっと話をしてみたら、思ってたよりずっと好感を持てる人物だったって──それだけだよ！」

　面めん倒どう臭くさくなって言い捨てた俺を見て、二人はそれぞれに大きなため息をついた。

「……わかった」

　なにがわかったんだ、と俺は彼らを睨にらみ返す。

「生徒会長って、ホント面食い」

「みたいだな」

　関口の言葉に、田中が深々と頷いた。

「え？」

「親切に誠意を持って話してくれてさ、好感まで抱いだかせちゃうっつーのは、ユキちゃんが好みのタイプだったからに決まってんじゃんか」

「ば、馬ば鹿かじゃないのか！」

　ポーカーフェイスだけは崩くずさぬようにと気を遣つかいながらも、俺は内心かなり動どう揺ようしていた。……って、どうして？

「俺は男だぞ。面食いもなにもあるもんか」

　二人はニヤニヤと口元を歪ゆがめている。

「わかってないのは、本人だけってか？」

「罪つくりだよな、木條。野島サンに恨うらまれないように、気をつけないと」

　ドキン、と心臓が飛び跳はねた。……ちょっと待て。──だから、どうして俺がここでドキドキしなきゃいけないんだって？




　──君も、君の薔ば薇らも守れるように、事務所にかけあってみよう。




　彼はそう言った。

　俺の薔薇と……俺を守れるように？　そのためになんとかすると…。

　ブンブンッと勢いよくかぶりを振ふる。

　あんなのは言葉のアヤだ。体育会系みたいな顔をして、よくもまああんな気障キザっぽい台詞セリフが言えたもんだ。

　しかも、男の俺に向かって…。

　カァッと頭の先までほてってきたような気がして、ガッガッと机に顔を打ちつけた。

「木條!?」

　名前を呼ばれて、ハッと我に返る。

「え…？」

「さっきから頭振ったりぶつけたり、眠ねむいのか？　顔洗ってきてもいいぞ」

　世界史の先生が、呆あつ気けにとられたように俺を見ていた。

　それを合図に、周囲がドッと笑い始める。

　──いけない、授業が始まっていた。

　我ながら珍めずらしい失態に、首を竦すくめた俺を見て、田中も関口も訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめていた。




　　　◆◇◆




「暑いなぁ、ここは。夏を越こすのは大変だって言ってたが、それならかえって温室の中になんか、入れとかないほうがいいんじゃないのか？」

　言葉と同時に、カサリと地面を踏ふむ音がして、俺は焦あせって振り返る。

「あ…」

　咄とつ嗟さに言葉が思いつかなくて、ただ頭を下げた。

「どう、調子は」

　遠山は、ニコリとも笑わずに言った。

「……はい、おかげさまで」

　なにがおかげさまなのか。どうも、この間関口たちと話したことが尾を引いて、態度がぎこちなくなってしまう。

　まったく、どうしちゃったんだ、俺は。しっかりしろ！　と、胸の内で自分を叱しつ咤たする。

「これ…必要なのかな。いっそ、薔薇を外に出したほうが…」

「露つゆがあたらないほうがいいんだ」

　彼の言葉を遮さえぎって、俺は咄嗟に言い返していた。

　面食らったように、彼は口をうっすらと開いたまま、俺を見た。

「あ…す、すみません。えっと、俺、……花びら、水があたるとよくないって、それで」

　なんだかシドロモドロになってしまった。いったい、俺はなにを言っているんだか。こんな自分でもわからないような言い方では、他人に伝わるわけがない──と思ったのだが。

「そうか…」

　遠山は頷うなずいた。

「風通しとか、よくしとけばいいわけだ」

　ポツンと呟つぶやかれた言葉に、俺は焦って首を縦に振った。

「この前君と約束した、この温室をなんとかするっていう件だが」

　唐とう突とつに、彼は切り出した。

「結論から言うけど」

　表情のない──悪く言えば、冷れい淡たんな顔つきで彼は言葉を継ついだ。

「ここを建て直す予定はないらしい。しかも、危険なのは学園側も常々気になっていたらしく、いっそ取り壊こわそうと…」

　急に、彼の声が遠くなった。

　ボォォンと耳鳴りがして、なおもなにか言っている遠山の言葉がわからなくなる。

「木條？」

「取り、壊す…って、ここを？」

　口の中が瞬しゆん間かんに乾かわいてしまった。

「取り壊すって!?　ここを!!」

　馬鹿みたいに、同じ言葉しか出てこない。

　遠山の無表情が少し崩れて、まるで死刑を宣告するみたいな面持ちになる。

「じゃあ、薔薇はどうなるんだ!?　ひっこ抜ぬくって？　枯かれてしまっても構わないって!?　冗じよう談だんじゃない…ッ」

　なにがなんだかわからなくなってきた。

　入学してから、たかが半年。けれど、半年の間ずっとずっと世話をしてきて──芝生しばふや、校門脇わきの植え込みの世話をする業者にも顧かえりみられなかった薔薇を、それこそ水から肥料から、害虫駆く除じよの薬まで、一生懸けん命めいにやってきて。苗なえ木ぎを植えつけて、それがようやく花をつけた時、どれほど嬉うれしかったことか。

　それを──温室が崩れそうだから？

　危険だから、取り壊すって？

「…そりゃ、確かにここは俺の所有物じゃなくて、学校のものだけどっ」

「木條、最後まで聞けって」

「そうだよ、俺が勝手に世話してたんだよ！　してくれなんて、学校側は言わなかった。勝手にやってたんだ、大きなお世話だった。けど…っ、だからって、あんまりじゃないか!!」

「木條」

　遠山が大きく一歩を踏み出した。その分俺は後ろに下がって──くるりと回れ右をした。

「誰だれかに壊されるくらいなら…っ」

　自分で壊す。

　そう口の中で続けて、右手を振り上げた。

「木條ッ」

　バキバキバキッと、枝の撥はねる音がして、右手の先全体に痛みが走った。

　指先だけでなく、痛みは頭のてっぺんまで突つき抜けた。

　これは俺の痛みじゃない。薔薇の痛みだ。可か哀わい相そうな薔薇たちが感じている痛みだと、自分に言い聞かせながら、手近にある枝を夢中で手折る。右手だけでは敵かなわないから、途中からは両手で。

　乱暴に払はらっているうちに、痛みはただの熱さに変わる。

「木條、この馬鹿!!」

　背後から両手首を摑つかまれて、それでも俺は目の前の薔薇を引き抜こうとした。

「落ち着けって、ちゃんと人の話を聞け！　単たん細さい胞ぼう!!」

　無む闇やみやたらに枝を握にぎっては払っていたものだから、俺の指先といわず掌、手首から腕うでにかけては、あっという間に薔薇の棘とげの引っ搔かき傷だらけになっていた。血が吹き始めたそれらの傷に唇を接つけられて、俺はようやく動きを止めた。

　いや、正しく言えば、仰ぎよう天てんして動きが止まってしまったのである。

　生暖かい舌が這はって、感じていなかった痛みが蘇よみがえった。

「……痛っ」

「あたりまえだ、馬鹿。見ろ、血まみれだ」

　なおも俺の掌や手首の傷を、舌で辿たどりながら遠山が言う。

「大事な大事な薔ば薇らなんだろうが。よくもまあ、自分の手で引き抜こうなんざ…」

「他ほかのヤツに壊されるくらいなら…っ」

「自分で壊すって？　顔に似合わず、過激なヤツだな」

　俺の指先を唇に含ふくんで、彼はニッと笑ったように見えた。

　途と端たんに、全身がカーッと熱に包まれる。

「…暴れるな」

　振り解ほどこうとした手首は、ますます強く握り込まれた。

「離はなしてください」

「まだ、血が止まっていない」

　あっさりと却きやつ下かされて、たちまち俺は自己嫌けん悪おと羞しゆう恥ち心しんに支配されてしまった。

「水で洗ってくるから…」

「うん？　まだだ。話が終わっていない」

　強い口調に、俺は俯うつむいた。

　彼の唇を接つけられた指先が、ドクドクと脈打ち始める。

「いいか、よく聞けよ。学園事務所側は、温室が壊れかけていて危険だから、取り壊そうと言っているんだ。薔薇を引っこ抜くとは言っていない。だから俺は、外に出しても薔薇は大だい丈じよう夫ぶか、と聞いた。君に必要なのは、温室じゃなくて、薔薇のほうだろう？──だが、もし雨露を避さける入れ物がなければ困ると言うなら、壊れかけていなければ大丈夫だってことだ。そうだろう？」

　嚙かんで含めるような物言いに、俺は呆ぼう然ぜんと顔を上げる。

「……俺の言ってること、わかるか？」

　壊れていなければ、取り壊されない。

　彼の言っていることは単純明解だ。こちらで修理してしまえば、事務所側は取り壊す気はない。

　わかるけれど──修理するって、どうやって？

　ガラスは高い。修理屋なんか、呼べやしない。

　予算はない。同好会には、そんな資金を申しん請せいする権利すらない。

「さてと。……保健室に行って、消毒してきたほうがいいな」

　遠山はようやく俺の手首を解放した。

「ついうっかり、反射的に嘗なめちまったが。…唾だ液えきには雑ざつ菌きんがいっぱいだって、いつも怒おこられてたんだよなぁ。倦うんで傷が残るようなことになったら、責任は取るから、慰い謝しや料りよう請せい求きゆうしてくれ」

　悪いた戯ずらっぽく目を細めて、彼は俺を覗のぞき込んだ。

「生徒会にじゃないぞ。俺、個人宛あてに」

　つけ加えられた言葉にも、俺は笑えなかった。

　ジンジンと、手全体が痛み始めている。心臓があちこちにできてしまったように、ドクドクとそこらじゅうで脈打っていて。

「ほら、保健室行くぞ」

　促うながすように、肩かたに手が回される。

「ヤケ起こすなよ。俺にできるだけのことはする」

　それから、と遠山は言葉を継ついだ。

「俺の嘗めたとこ、匂におい嗅かぐなよ。唾液つけると臭くさいって、前に保にブーブー文句言われたことあるんだよな」

　この場を和なごませようという冗談のつもりか、彼はそう口にした。

　俺は聞き返すこともできずに、胸の内でそっと呟つぶやく。

　──保って。……城野、保？

　そういえば、関口たちが言っていた。

　生徒会長は、幼おさな馴な染じみの城野保にだけは、ひどく甘いのだと。

　指先や掌だけでなく、得体の知れない痛みが胸の奥に走った。

　薔薇の棘で突いた傷という傷から、毒を一いつ滴てきずつ垂らされたように。じんわりと身体からだ中に染みていく。染みて──俺を覆おおいつくす。

　その痛みの理由から、俺はそっと目を逸そらした。




　　　◆◇◆




　朝登校した時から、ずっと聞きたそうな顔をしていたくせに、田中も関口もチラチラと意味ありげな視線を送ってくるばかりで、なにも言おうとはしなかった。

「……なんだよ」

　ついに俺のほうが焦じれてしまい、不本意ながら水を向ける。

「木條、子こ猫ねこでも飼った？」

　困ったように笑いながら言ったのは、田中。

「子猫？」

「違ちがうのか？　んじゃあ…ええと…」

　口くち籠ごもった田中を押し退のけるように、関口が一歩踏ふみ出した。

「なあ、ユキちゃん。もしかして、ちょっと危ねー遊びに走ってんのと違う？」

「……危ない遊び？　なんだ、それ」

　それも違うのか、と彼らはホッと胸を撫なで下ろす。

「やっぱり猫だろ？　べつにさ、その猫がマニキュアしてる、唇くちびるの赤い猫でもさ、俺たちユキちゃんのこと『フケツ!!』とか言わないからさ」

　俺は呆あきれて、二人をマジマジと見返す。

「なーに言ってんだか。危ない遊びもしてないし、グラマーで美人な猫の知りあいもいないよ」

　きっちりと否定してから、自分の両腕うでをしみじみと眺ながめる。

「……そんなに、ヤバそうに見える？」

「見える!!」

　彼らは異口同音に答えた。

　思わず噴ふき出しそうになるのを、なんとなく堪こらえる。

　皮ひ膚ふが日焼けしにくいこともあって、そこらじゅうに走ったミミズ腫ばれの痕あとは、彼らに指し摘てきされるまでもなく目立っている。

　素直すなおに聞いてくれれば言いわけもできるのに、こうあれこれと邪じや推すいされていたんじゃ、どうも今さら言いにくい──とは、勝手な言い分だろうか。

「街でヘンなのに絡からまれたのと違うか？　カミソリの二枚刃とか持っててさ、頼たのむよー、顔だけは守ってくれよー」

　言いながら、関口もそんなことは有り得ないと思っているのだろう。彼の言葉には、明らかにウケを狙ねらった意図が見え隠かくれしている。

「そうかな。傷は男の勲くん章しようなんだから、この辺につけたほうがイケるんじゃないかな」

　あっさりと言って、俺は自分の頰ほおを指差した。

「頼むよ、ユキちゃん。シャレになんないよ」

　関口は情けなさそうに天てん井じようを仰あおぐ。それにひきかえ、落ち着き払はらった風に見える田中が、まるで世間話でもするように切り出した。

「でもさ……ホントのとこ、いったいどうしたんだ？　その傷──全部浅そうだけど、尋じん常じような数じゃ…」

「薔ば薇ら園に突つっ込んだんだ」

　そうそう、そうやって軽く聞いてくれれば、ちゃんと答えるんだぞとばかりに、俺は言った。……言ってることは、噓うそだけど。

「突っ込んだァ!?　そりゃまたどうして？」

「前方不注意」

　簡潔に言ってから、俺はなんとなく昨日のことを思い出す。

　半ば抱かかえるようにして、遠山は俺を保健室に連れていった。途と中ちゆうの水道場で、傷を洗い流して。養護教諭のいない保健室で、彼は保健委員を差し置いて、傷の一つ一つをクソ丁てい寧ねいに消毒した。おまけに、その一つ一つに絆ばん創そう膏こうまで貼はろうとしたのだが、さすがにそれは丁重に辞退した。

　しばらくの時間、傷は熱を持ってピリピリと痛みを訴うつたえたけれど、今日はそれほどでもない。ただ、ほんの少しの引っ搔かき傷だというのに、やたらとあたったり擦こすれたりして、普ふ段だん使わなそうに思える箇か所しよも、ちゃんと働いているんだなぁと改めて思う。

「おい、木條？」

　ぼんやり思いを馳はせている俺を、田中がつっついた。

「あ──ごめん。なに？」

「見ろよ、珍めずらしいお客サンが来てる」

　好こう奇き心しんで目をキラキラさせている彼のようすに、俺は指で示された後扉とびらを振ふり返った。

「……あ！」

　教室を覗き込んでいる人物の姿を認めて、慌あわてて立ち上がる。

「ちょっと行ってくる」

「ちょい待ち！」

　無造作に手首を握って止められて、俺は小さく呻うめいた。

「あ、ああ、ごめん！　傷握った？　俺うっかりして」

「いいよ。それより待たせると悪いから……なに？」

「なんで、生徒会長御おん自みずから一年の教室を訪ねてくるんだ？」

　見たままのことを、やけに御ご大たい層そうに田中は聞く。

「それよかさ、ユキちゃんがそうやって立ち上がるっつーことは、生徒会長はユキちゃんに用事があって来てるんだろ？　それを、ユキちゃんもわかってる…って、どういうこと!?」

　田中を押し退けて、関口が勢い込んで言った。俺はそれに答えたかったが、うまい言葉が見つからなかった。

　ごまかすように低く唸うなって、とりあえず「あとで説明するから」とだけ言って、そそくさと席を離はなれる。

　視界の隅すみっこのほうで、野島がひどく緊きん張ちようした面持ちで、遠山会長に近づく俺を見ているのがわかった。

　俺は無表情を繕つくろって、足早に遠山に近寄った。どうってことない顔をするのは、もともと俺の得意分野だったのだ。







「俺に用ですか？」

　愛想笑いも浮うかべずに、俺はそう口にする。愛想がないのは、彼も同じだ。ニコリともせずに頷うなずいた。

「昨日はどうも」

　簡単に呟つぶやいて、頭だけは下げる。

「いや、こちらこそ」

　なんだかまるで、仇かたき同士の口調だ。

　そう気づいたのはどうやら俺だけではないらしく、遠山は僅わずかに──うんと注意して見ていればわかる程度に、表情を崩くずした。

「なにか…」

　なおも聞きかけた俺に、彼はちょっと肩かたを竦すくめる。

「平気そうなんで、安心した」

　言われた途と端たんに、ボッと身体中が炎ほのおに包まれてしまった気がする。

「え…え？」

「落ち込んでいるんじゃないかと、気になった」

　ボソリとつけ加えて、遠山は俺の腕に視線を落とした。

「ああ、まだクッキリ痕残ってるな。色が白いから、やけに痛々しい」

　ヒョイと手を伸のばして、俺の手首を捕とらえる。さっきの田中のように無造作でいて、その実傷に触ふれないようにと、かなり気を遣つかった捕らえ方だった。

「たいしたことないよ。……明日になれば、治ると思う」

　そうか、と彼は頷いて手を離した。

　そのまま軽く目で挨あい拶さつして、くるりと背を向ける。

「あ──あの…っ」

　呼び止めることは叶かなわなかった。

　いったいなにをしに、わざわざここまで来たのか。それだけ言って、彼はさっさと帰っていってしまったのだ。

　本当に、俺のことが気になったから来ただけなんだろうか。

「ユキちゃん、ユキちゃん」

　遠山が姿を消すのを見計らったように、田中と関口が飛んでくる。

「生徒会長、なんだって!?」

「手ェ握にぎられてただろ？　なんか言われたのか？」

　べつになにも、と俺は素っ気なく答えた。

「なにも…って、わざわざここまで来て、なにも言わないわけないだろう？」

「でも、なにも言わなかったって」

「話、してたじゃんか！」

「あとで説明するって言ったじゃないか」

　シツコく食い下がられるのを曖あい昧まいに躱かわして、俺はスタスタと自分の席に戻もどった。

「けどさ、なんか迫はく力りよくあるよなあの人」

　俺のあとを追いかけてきた二人が、口々に言う。

「やっぱあれかな。そばにいてもおっかなくって、なに考えてるかわかりにくいから、城野の姉貴、つきあうのやめたんかな？」

　下世話なことを、関口は言った。

「だって幼おさな馴な染じみなんだろう？　城野…保って言ったっけ？　そいつが幼馴染みなら、姉貴だって幼馴染みだろ？　今さら迫力あるとかおっかないとか、よくわからないとか思うわけないじゃないか」

　なんとなく俺は反論した。

「ジャーン、新情報。どうやら城野の姉貴には、新しい男ができたみたいだぜ」

　ほんの少し得意そうな表情で、関口が声を潜ひそめた。

「ええ!?」

　これには、情報通の田中も初耳のようだった。……よかった。疎うといのは、俺だけじゃない。

「それが、なんとウチの副会長の葛木英司！」

「うそ……」

　俺はそう言ったっきり、絶句してしまった。

　──ってことはなにか？　俺のサフィーヤを捧ささげていた、葛木の片かた想おもいの相手って……城野の姉貴？　遠山の元彼女!?

「噓うそじゃないよ。俺、聞いちゃったんだよ」

「また、そういういい加減なことを」

　田中が悔くやし紛まぎれにか、そう決めつける。

「残念でした。白桜女子に行ってる子に聞いたんだよ。中学ん時の、同級生でさ。……先週、副会長わざわざ白桜の校門んとこで、城野の姉貴のこと待ってたんだってさ。白桜って、わりと気取ってるとこあるだろう？　結構なスキャンダルだぜぇ」

　まさに得意然として、関口が滔とう々とうと続けた。

「城野の姉貴もまんざらじゃなかったみたいだからさ。生徒会長から、副会長に乗り換かえたってトコ？」

「……やめろよ、そんなホントかウソかわかんないような中傷」

　黙だまって聞いていられなくなって、俺は吐はき捨てていた。

「ホントかウソかって──全部本当のことだぜ？」

「それが本当でも、人のプライバシー面おも白しろおかしく、こんなふうに話すのよくない」

　珍しくムキになった俺を、関口はびっくりしたように見返していた。その口元がニッと笑いを浮かべる。

「もしかしてさ、原因は生徒会長のほうにもあったりして」

　キョトンとした俺と、ニヤついた関口の間で、田中はなにかに気づいたように微かすかに動どう揺ようして狼狽うろたえた。関口がなにを言おうとしているのか、察したのかもしれない。

「やめろって、関口。揶揄からかいすぎだ」

　そんな制止の言葉は間にあわなかった。

「可愛かわいい子こ猫ねこチャンを身近に見つけたから、城野の姉ちゃんなんかどーでもよくなっちまったんじゃねーのかな？　なぁ」

　──子猫チャン？　城野保のことか？

　そう思ったのは、大きな間ま違ちがい。関口は、ハッキリと俺を指差した。

「第一、ユキちゃんがそんなにムキになるなんて、珍しいじゃないかよ。人間、図星さされると取り乱すって言うもんなぁ」

「関口、言いすぎ!!」

　俺が手を出す前に、田中の一いち撃げきが関口を黙らせた。

「痛いてェなぁッ、イイ子ぶってんなよ、田中！　テメェだって、そう思ってんだろうが。ここんとこずっとユキちゃんが…」

「べつにイイ子ぶる気はない」

　内容まではわからずとも、いきなりもめ始めた俺たち三人を、教室中の人間が注目している。

　田中はふと俺に視線を向けた。

「関口が言ってることも一理あるんだ。ニュアンスはちょっと違うけど。木條ここんとこ、ずーっと低気圧だったり、考え込んだりしてたから──俺たち心配してんだよ。しかも……生徒会長がわざわざ訪ねてきたりしてさ。心配すんなっていうほうが無理だろう？」

　諭さとすような口調に、俺はちょっと項うな垂だれる。

「……ごめん。俺、そんなつもりじゃ」

　素直すなおに、そんな言葉が口を突ついた。我ながら珍しいとは思ったが、彼らもかなり驚おどろいたらしく、不ふ貞て腐くされて横を向いていた関口が、焦あせって顔の前で両手を振ふる。

「違う！　俺も！　田中の言うとおり、俺、言いすぎた」

　田中だけが満足そうに頷いていた。

「お互たがい反省したっつーことで、んじゃ、仲直りな？」

　俺と関口は顔を見あわせる。

「──喧けん嘩かなんかしてないよな、俺たち」

　俺の呟きに、関口はホッとしたようにちょっと笑った。







　いつものように裏庭に向かおうとした俺を、田中が追いかけてきた。バレー部に所属している彼は、どうやら体育館に向かう途と中ちゆうらしかった。

「あのさ、関口のことだけど」

　言いにくそうに唇くちびるを引き結んで、それから一息に言葉を継つぐ。

「あいつ、噂うわさ話とか好きだし、口も軽いけど、悪いヤツじゃないぜ」

　俺はキョトンとして、俺よりも若じやつ干かん背の高い田中を見上げた。

「さっきも言ったけど、木條のこと、本気で心配してるんだ。だから余計に、生徒会長に敵てき愾がい心しんを燃やしてんのかもしれない」

　改めて言わなくてもいいようなことばかりを口にする田中に、俺は黙ったまま首を傾かしげていた。

　俺の視線に気づいてか、彼は居い心ごこ地ちが悪そうに忙せわしなく瞬まばたきを繰くり返す。

「なんていうか……木條のそういう摑つかみ所がないとこっていうのか、すごく惹ひかれるんだけど、なんか不安になるんだよな。だから、生徒会長みたいなドーンとした人間が現れただけで、攫さらわれちまうんじゃないかなって、不安になってんだ。関口も……俺も」

「馬ば鹿か言ってる」

　ようやく俺は、そう口にする。

　田中は、ドギマギしたように頭を搔かいた。

「あ、あ…っと、ゴメン」

「園芸同好会、今世紀最大のピンチなんだ」

　謝る彼を尻しり目めに、俺は淡たん々たんと呟つぶやいた。

「え？」

「潰つぶれる寸前。会員なんか、実質俺一人みたいなもんだし。その上、裏庭の温室まで取り壊こわされそうになってて、俺、今崖がけっぷちに追い詰つめられてるんだ」

　今まで誰だれにも言わずにいたことを、俺は簡潔に告げて目を伏ふせた。

「それで……木條」

「低気圧っていうの？　結構、キタかな。実際、その通りだったからさ。おヒス起こして、暴れそうだったよ、俺」

　ごめんな、と田中がもう一度言う。

「べつに。田中が謝ることじゃないじゃん。──生徒会長は、そういう状じよう況きよう見み兼かねて、あれこれ気き遣づかってくれてる。それだけ。…ウチみたいな弱小、早く潰そうって考えてんだろうって思ってたんだけどさ、なんか調子狂くるっちゃうよ」

　俺は思わず苦笑した。

「いい人なんだな」

　田中はポツンと言った。

「木條がそんなふうに笑うのなんて、滅めつ多たにないからさ」

「そうかぁ？」

　一応、苦笑したつもりなんだけど、俺は。

「ま、俺らが手出しするよりも、生徒会長のほうが的確な行動起こしてくれるだろ。……けど、手が必要になったら思い出せよ？」

　言ってるうちに照れ臭くさくなったのか、田中は憮ぶ然ぜんとした表情で、早足になる。

「んじゃ、俺もクラブ行くから」

　うん、と俺は頷いた。

　ちょっと足を止めて、彼の背中を見送って、

「田中ッ」

　なんとなく呼び止めた。

「サンキューな」

　驚いたように、彼は振り返った。穴の開くほど俺を凝み視つめて、それから気を取り直したように、彼は駆かけ出した。




　　　◆◇◆




「うわぁ、聞きしに勝まさるボロだなぁ」

　無む邪じや気きというよりは、無ぶ遠えん慮りよな声が背後で響ひびいた。

「……誰だ、お前」

　剪せん定ていをしていた手を止めて、俺は立ち上がった。

　男子にしてはやけに可愛らしい容よう貌ぼうの中、勝ち気そうな瞳ひとみがキラキラしていた。

　名前を聞くまでもなく、俺は直観的に彼が誰なのかを悟さとっていた。

「城野…保？」

　確認するでもなく呟いた名前に、彼はパァッと表情を明るくする。

「うん。お前が、木條……えっと…」

「木條雪弥だ」

　抑よく揚ようなく答えた俺に、彼は近づこうとして──。

「危ないッ!!」

　女の子みたいに華きや奢しやな腕うでとは思えないほどの力で、彼は俺を引き寄せた。

「な、なに!?」

　引っ張ったまではよかったが、受け止めるだけの力量は、彼にはなかったようだ。俺はバランスを崩くずしたままつんのめり、城野もろとも地面に突っ伏した。途と端たん──背後で、ガラスの割れる音がする。

「うぇえっ、危機一いつ髪ぱつ。おっかねー……。あのままいたら、きっとお前の頭に激げき突とつしてたよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　目の前に、城野の顔があった。確かに──そのへんの女子じゃ敵かなわないと言わせただけのことはある、綺き麗れいな顔だった。

　俺はそろそろと、今まで自分がいた場所を振り向いてみた。

　そして即そく座ざに、ゾーッと背筋を震ふるわせる。

　温室の天てん井じように近い部分のガラスが、枠わくから外れて落っこちてきていた。

　城野の言うとおり、ぼんやり剪定を続けていたら、俺は頭からガラスの雨を被かぶったわけで。

「揺ゆれてたからさ、まさかとは思ったけど。……なんかの映画にあったよね。えーと、『ゆりかごを揺らす手』だっけ？　ほら、温室の天井のガラスがさ、ドサーッて落ちてきて、中にいた人が血まみれ…」

　自分で言っておいて気持ちが悪くなったのか、彼は身震いして口元を手で押さえた。見れば、顔から血の気が引いている。

「大丈夫か？」

　思わず、俺のほうが聞いていた。

「え？　うん。お、俺は平気だけど。なんか木條が血まみれになってるとこ想像して、ゾッとしちゃった。もうちょっと遅おそく来てたら、危なかったんだなって思ったらさ」

　ああ、と俺は頷うなずいた。

「助かったよ、ありがとう」

　礼を言いながら、どうして彼がこんなところに来たんだろうかという疑問にぶつかる。意識せずに、警けい戒かいした態度を取ってしまったのか、城野は反対に訝いぶかしげな、妙みような顔つきになった。

「あれ？　ロータから聞いてない？」

　──ロータ？　ロータって、なに？

「なんだよ、自分から言い出したくせにさ。来いって言った時間には来ないし、なにやってんだろ。俺だって、部活サボッて来てんのに」

　ブツブツ言いながら、彼は俺を引き上げるようにして立ち上がった。

「城野くん、なにやってるんだい？　泥どろだらけじゃないか」

　咎とがめるでもなくかけられた声に、城野は飼い主を見つけた子犬のような表情になる。

「越前先せん輩ぱい！　今ね、大変だったんですよ！　ガラスが木條の上に落っこってきて」

「ええ!?」

　スラリと現れた二枚目の男子が、形相を変える。

「それで？　ケガはない？…ええと、君が木條くんだね？　大丈夫だった？」

　矢や継つぎ早ばやの質問に、俺は面食らってしまった。

　遠山と人気を二分しているという、女子の言うところの貴公子・越前守は、こんな取り乱した喋しやべり方をするヤツだったのか？

「あ……城野が、引っ張ってくれて」

　俺はなんとも、と口の中でつけ足した。

「やっぱり危ないよ、ここ。ホントに直せんのかなぁ。ロータって、時々ムチャクチャなこと考えるからさ。先輩、ロータは？　一いつ緒しよじゃなかった？」

「今来るよ。演劇部に寄ってきたんだよ。ほら」

　言いながら、越前は手にしていた木材を見せた。

「あの……いったいこれは…」

　おそるおそる口を出すと、越前は意外そうな表情を浮うかべた。

「え？」

　そんな彼の顔を窺うかがって、城野が思い出したように喚わめく。

「あ、そうだっけ。木條、ロータからなんにも聞いてないって！　俺、もう話ついてるとばっかり思ったからさ。木條だって、俺のこと知ってたし」

「それは──」

　噂うわさどおり、男にしておくにはもったいないほど綺麗な顔をしていたから──とは言えない。そういう言葉が、男にとって褒ほめ言葉でもなんでもないことは、俺もほんのちょっぴりとはいえわかっているからだ。

「……おかしいな。遠山、昼休みに君の教室行ったと思ったんだけど」

「生徒会長が？」

　聞き返した俺に、越前は頷いた。

　落ち着いた瞳が、俺を静かに凝み視つめている。

「生徒会長なら……確かに来たけど」

　──昼休みに『心配して』わざわざ顔を出してくれたことはくれたが。

　特になにも言わなかった。

「あ、ロータ来た！　遅おそいぞッ。ロータが遅いから、もうちょっとで俺と木條、白昼堂々血みどろのスプラッタの惨さん劇げきだったんだからなっ」

「……なに言ってるんだ、保」

　お前の言ってることはちっともわからん、と遠山がぼやく。

　遠山太郎太……タロータ──ああ、それでロータか、と俺は密ひそかに納なつ得とくした。

　それは、幼おさな馴な染じみの城野にだけ呼ぶことを許された、愛あい称しようか？

「急がないと、かなり老ろう朽きゆう化かしてるね。怪け我が人にんでも出たりしたら、学園側が強引に取り壊こわしてしまいそうだ」

　越前の言葉に、遠山は軽く頷いた。

「おやおや、これは絶景だな。ウチが男子校だったら、この二人は間違いなくアイドルだ」

　嫌いや味みったらしい声がするのに、俺はハッと顔を上げる。

「……貴様」

　葛木英司の姿を認めるなり身構えた俺に、慌あわてて遠山が立ちはだかる。

「おっかないな。美人は怒おこっても綺麗だけど」

「葛木」

　ドスの利きいた声で、遠山が呼ぶ。

「お前、そういうフザケた冗じよう談だんじゃなくて、なにか言わなきゃならないことがあるんじゃないのか？」

　途端に、葛木は鼻白んだようすで視線を落とした。

「……その節は、どうも大変申しわけないことを致いたしました」

　謝られているのか、おちょくられているのかわからない言い方に、なんだか余計に腹が立ってきた。

「すまんな、木條。こういう言い方しかできんヤツなんだ。とにかく、花泥どろ棒ぼうの罪滅ほろぼしに、目一杯体力は提供させるから」

　ボソボソと、遠山がフォローした。

　──わからない。

　なんだって、彼はこいつを庇かばったりするんだ？　関口の話が本当なら、こいつは遠山の彼女に横よこ恋れん慕ぼしたとんでもないヤツじゃないか。もしかしたら、そのせいで自分がフラレたのかもしれないのに、なんでこんなに落ち着いていられるんだろう？

　まさか、知らないなんてことあるだろうか。

　──いや、そんなはずはないと、俺はブンブン首を横に振ふった。

「……それでな、木條、聞いてるか？」

　ポンと頭の上に手を置かれて、俺はハッと我に返る。

「あ、は、はい。聞いてる」

　噓うそつけ、と遠山はジロリと横目で睨にらむ。

「予算を横流しするわけにはいかないが、演劇部の大道具で、いくつか始末する材木があったから、わけてもらってきたんだ。ガラスを買う金がないから、割れた部分は塩ビのシートで代用する」

「塩ビのシートって？」

「俺が見つけたんだよ！」

　意気揚よう々ようと、城野が声を上げた。

「体育倉庫の奥んとこに、たくさん置いてあったんだ！」

　それを聞いて、越前が少し眉まゆを顰ひそめた。

「それ…もしかして、体育祭のテントの風かぜ避よけに使うシートじゃないかなぁ」

「いいじゃん！　使っちゃえばわかんないって」

　天真爛らん漫まんとは、彼のようなことを言うのだろう。どんな悪戯いたずらをされても、この顔とこの態度で「ごめんね」と言われたら、許せてしまえそうなのだから、性格も才能のうちか。

「……ま、見つかったら見つかったで、その時はその時だ。うまくごまかそう。今は、ここをどうにかするほうが先決だからな」

「あの、まさか…」

「なんだ、まだわかんないのか？」

　小こ馬ば鹿かにしたように、葛木が言った。

「この温室を修理するって言い出したんだよ。生徒会長サマが」

　それを受けて、越前がニッコリ笑った。

「それで僕たちも手伝おうってことになったんだ」

「手伝おうじゃなくって、手伝えって言われたんだよ、ロータに」

　屈くつ託たくなく言った城野の頭に、遠山はゴツッと拳こぶしを振り下ろした。

「痛い…」

「よけいなこと喋ってないで、始めるぞ」

　遠山の憮ぶ然ぜんとしたひとことで、作業が始まった。戸と惑まどう俺には目もくれず、彼らは本気でこの温室の修理をしようとしている。

「いいか、割れてないガラスはそのまま使うぞ。ただし、枠わくがガタついてないか確かめて、内側から補強しろ」

　遠山の指示に、渋しぶ々しぶと葛木が従う。

「枠、壊れてるところは、そのへんの材木適当に使って」

「これは、二日ぐらいかかりそうだね」

　楽しそうに越前が言って、その手には不似合いなノコギリを扱あつかう。

「わ、越前先輩上手!!　俺も、俺もそれやってみたい！」

「保、越前の邪じや魔ますんな」

「してないよッ、ちゃんと手伝ってる！」

　あれよあれよという間に、作業が進む。

　──いったいなにをすればいいのかと、俺はちょっと途と方ほうに暮れた。

　もともと、こういう技術工作は苦手の部類なのだ。

「木條、ちょっとここ押さえて」

　頭上から声をかけられて、俺は慌てて遠山の示した木材に手をかけた。

「釘くぎ打ったことあるか？」

　聞かれて、躊躇ためらいながら頷うなずく。

　ないことはないけれど、得意とはとても言えない。

　俺の思いを見み透すかしてか、遠山はちょっと笑ったようだった。

「いいか？　押さえてるから、打ってみろ。そうっと……慌てなくていい。まっすぐにやれば、簡単だから」

　彼の言うとおり、二センチもなさそうな小さな釘は、軽く叩いただけで材木の中にきちんと収まった。

「よし、その調子でここんとこ、三十センチ間かん隔かくぐらいで打っといてくれ」

　彼の指示に頷いて、そんな単純作業に夢中になった。

　楽しかった。

　ここしばらく、いつも一人きりで薔ば薇らの世話ばかりしていて、俺はこんな楽しさを忘れていたのだ。みんなで一緒に一つの作業に没ぼつ頭とうするって、なんて楽しい。

　──仲間がほしい、と。

　慣れない金かな槌づちを使いながら、俺は思った。




　　　◆◇◆




　越前の読み通り、温室の補修作業は二日目で完かん了りようしそうだった。

　俺は相変わらず、馬鹿の一つ覚えみたいに、遠山に示された場所に釘を打っていた。

「よし、出入り口完成したぞ！」

　葛木の声に、顔を上げる。

　きちんと蝶ちよう番つがいが取りつけられたそれは、ちゃんと扉とびらの役目を果たしそうだった。

「うぁッ!!」

「保、どうした!?」

「城野くん!?」

　城野の悲鳴に、遠山と越前が駆かけ寄る。

「……切った」

　ノコギリとかカッターで切ったのではなく、塩ビシートの角で擦すり切ったらしかった。

　見る見る血が滲にじんできた手の甲こうの傷口に、遠山は躊躇ためらいもせずに唇くちびるを押し当てた。

　途と端たんに──身体からだの奥底から、ズクリとムズ痒がゆいような奇き妙みような感覚が這はい昇のぼってきた。

「遠山、いいよ。僕が保健室連れていくから」

　珍めずらしく越前が怖こわい顔をして、城野の腕うでを取る。

「あ──そうか、スマン。つい習慣で…」

　チラリとこちらに向けられた遠山の視線を、俺は寸前で逸そらす。

「もう、ロータ。唾つばって雑ざつ菌きんがいっぱいなんだよって、いつも言ってるだろ！　子供のころと違ちがって、ちゃんと学習してんだからな！」

　プッと頰ほおを膨ふくらませて、城野は遠山を上うわ目め遣づかいに睨みつけた。

　なんとも言えない、嫌いやな感じが俺の全身を満たし始める。

　あの時と同じ──遠山が、つい習慣で俺の傷を嘗なめた時と同じだ。

　俺──……城野に嫉しつ妬としてる？

　どうして？

　俺が愕がく然ぜんとしている間に、彼らは結局三人で連れ立って、保健室に行ってしまっていた。

　ハッと気づくと、よりにもよって葛木なんかと二人きりになっている。

「……相変わらず、遠山奉ぶ行ぎようはおジョウさんに甘いねぇ」

　俺に言うでもなく、彼はそう呟つぶやいた。

　おジョウさん──ああ、城野のことか、と察する。

「いい加減、越前に任せりゃいいのに。あきらめが悪いというか…」

　ブツブツと続けられる独り言に、なにか解げせないものを感じて、俺は葛木を見た。

「そういや、君は木條クンだっけね。おジョウさんが二人で、ま、残り物が一いつ括かつ処分できるってとこかなぁ」

「…あんた、なに言ってんだ、さっきから」

　今さら確認するのも変だが、本当にイケスカナイ野や郎ろうだ。

　どうしてこんなヤツが、遠山や越前と親しいのだろう？　葛木の薄はく情じようそうな薄うすい唇くちびるから飛び出す言葉は、毒以外のなにものでもない。

「べつにィ」

　そう嘯うそぶいた澄すました横顔に、急激に彼を傷つけたい欲求が込み上げる。

「……うまくいったのかよ？」

　俺は彼から視線を背けて、聞いた。

「え？」

「俺の薔薇、捧ささげてた彼女とうまくいったのか？──聞く権利、俺にはあると思わない？」

　フン、と彼は鼻で笑ったようだった。

「おかげさまで。……君の薔薇のおかげで助かった、と言わせたいのかな？」

「城野の姉貴の気が知れないよ」

　俺は吐はき捨てた。

「俺なら、絶対に生徒会長のほうを選ぶ。あんたなんかより、生徒会長のほうが断然いい男だもんな」

　キッパリと言い切って、葛木の表情を窺うかがった。

　てっきり彼は、自尊心を傷つけられて顔を歪ゆがめていると思ったのだが──あに図らんや、ニヤニヤと薄ら笑いを浮かべて俺を見ている。

　予想外のリアクションに、俺は瞬しゆん間かん言葉を失った。

「へえ。君なら、遠山を選ぶって？　そういう愛の告白は、俺にじゃなくて本人にすれば？……それに、一つ言っておくけど、俺が言い寄った時には有麻さんはすでにフリーだった。わかるか？　俺は横よこ恋れん慕ぼなんかしちゃいない。俺が彼女を好きになった時には、もうとっくにあの二人は切れてたんだ」

　どうして彼がそんなことを言うのか、俺にはわかりかねた。

　遠山の後あと釜がまに座るのは不本意だと言いたいのか、比べられるのはゴメンだと言いたいのか…。

「そんなこと、俺には関係ないだろ」

「そうさ。君には関係ないことなんだから、生意気な口を出すもんじゃない。自分の恋こい心ごころだけで、手一いつ杯ぱいなんじゃないの？　ボヤボヤしてないで、行動に移したら？　恋敵ライバルっていうのは、思わぬところにいるもんだよ」

　──なんだ、コイツ!!

　どうしようもなく腹が立って、俺は立ち上がる。

　一分一秒も、こいつと二人きりで作業なんかできそうにない！

「どこ行くんだ？」

「トイレ!!」

　のんびりした問いかけすらがムカついて、俺はスタスタと校舎に向かった。

　葛木が嘲わ笑らっている気がして、早くこの場を離はなれたかった。







　水道場まで来た時、こちらに向かってくる越前と遠山の姿が見えた。城野は見当たらなかった。

　呼びかけようとして──俺はなぜか、水道場のコンクリの陰かげに隠かくれてしまった。自分でも、どうして隠れたりしたのか、よくわからない。

「表情の少ない城野くんってとこかな」

　越前の声がする。

「そうか？　けっこう短気だし、感情がわりに顔に出てると思うけどな。……そりゃ、保ほどじゃないが」

　自分のことを言われている気がした。そんなことは、自意識過か剰じようだと思った途端に、それが外れていないことを知らされる。

「確かに、あんな必死な表情してるのを見ると、助けてあげたくなるよね。木條くんって」

　遠山の返事はなかった。

「ずいぶんと気に入ってるように見受けられるんだけど──僕は恋敵を失ったと思って、安心していいのかな？」

　そう続けられた越前の言葉は、謎なぞだらけだ。

　どういう意味？

　遠山と越前がライバル、というのはわかる。彼らはあらゆる意味で、ライバルなのだろうけれど。

「今度こそ、トンビに攫さらわれる前に、早めに手を打ったほうが……」

　クスクス笑いながら言う越前の台詞セリフを、遠山はにべもなく撥はねつけた。

「関係ない」

「…遠山」

「これも、生徒会長としての仕事だ。困っている下級生を見たら、お前だって知らん顔はできないだろう？　昔、保に自転車置き場の段差の傾けい斜しや板ばんを作ってやったようにな。あれが保でなくても、お前はそうしただろうが」

　古いことよく覚えているなぁ、と越前が笑った。

　笑い声が、だんだん遠くなる。




　──これも、生徒会長としての仕事だ。




　そう一いつ蹴しゆうした遠山の言葉の意味を、考えてみる。

　俺のことを話していた。

　最初は、たぶんそうだった。

　途と中ちゆう、ちょっとよくわからなかったけれど──遠山のひとことは、やはり俺に向けられたものだったのだと思う。

　生徒会の仕事。

　それだけなのだ。

　温室の補修も、俺に構ってくれたのも。

　俺の傷を嘗めて、保健室に連れていって。

　それらの行動は、さっきの城野に対するものととてもよく似ていたけれど、まったくべつのものだった。

　城野と俺とは違ちがうのだ。

　心配だったと、教室を訪ねてきたのも。あれも、本当は温室の補修のことを伝えにきて、なにか思おも惑わくがあって言わなかっただけのことだ。

　そうに決まってる。

　生徒会の仕事とはいえ、一部の同好会を贔屓ひいきするような作業なんだから、一いつ般ぱんの──俺以外の生徒に聞かれるわけにはいかなかったに違いない。

　なにを悲しむ必要がある？

　葛木に言ったとおりトイレに入り、鏡の前で俺は自問自答する。

　俺、なんでショック受けてんだ？

　──いいじゃん。べつに。普ふ通つうなら、口もきいてもらえないような生徒会長や、中央委員会会長がさ、一いつ緒しよになって温室補修してくれたんだぜ？　ありがたく好意を受け取っとけばいいだけのことじゃないか。

　鏡の中の俺は、相変わらずの無表情だ。

　傷ついてる顔じゃない。ショックも受けてない。十六年間親しんでいる、可愛かわいげのない表情のない顔。

　城野のように、喜き怒ど哀あい楽らくを素直すなおに表すことなんかない。

　ちっとも悲しそうになんか見えない。

　だって、悲しくなんかないんだから。あたりまえのことなんだから。

　期待することなんか、なかったんだから。

　温室が取り壊こわされなくて、俺は喜んでるんだから。嬉うれしいんだから。

　俺の顔は──嬉しそうにも見えなかった。







「なっげートイレだな。下げ痢りしてんのか？」

　気分を落ち着けてから戻もどった俺に、葛木はデリカシーのない口調で言った。

「葛木。…木條くん、大だい丈じよう夫ぶ？　どこか具合悪い？」

　越前が彼を窘たしなめてから、俺に優やさしげな声をかける。遠山は、なにも言わない。

「大丈夫です。それより…城野は？　傷、ひどかったんですか？」

　ああ、本当に大丈夫。ちゃんと、さりげなく聞けたと思う。

「あっちも大丈夫だったよ。怪け我がは全然たいしたことなかったんだけれどね、途中でバッタリ石いし川かわに会っちゃって」

　石川？　と俺は首を傾かしげた。

「サッカー部員で、城野くんの先せん輩ぱい。有無を言わせず強制連行されちゃったんだ。昨日今日と、部活サボらせてたから」

　クスクスと越前は笑った。

「まあ、もうちょっとでこっちも終わるし」

「おジョウさんは、あんまり役に立たなかったしな」

　葛木が憎にくまれ口ぐちを叩たたいた。

「ひどいなぁ、葛木。猫ねこよりはマシだったよ」

　フォローになってない言葉に、越前は自分で噴ふき出してしまった。

　遠山はなにも言わずに、再び作業に取りかかっている。

　あと少しで終わる。さっさと終わらせてしまおう。

　広い背中が、そう告げているようだった。




　　　◆◇◆




　ぼんやりと、地面に座り込む。

　どれくらいこうしていただろう？

　もう周辺は真っ暗になっている。空を仰あおぐと、補強されたガラスの天てん井じようが見える。

　不ふ揃ぞろいに木を渡わたされた、お世辞にも綺き麗れいな出来とはいえないけれど、たぶんもうガラスが落っこちてきて怪我をすることはないだろう、頑がん丈じような天井。

　バタバタと、風があたって塩ビの壁かべが音を立てる。その激しい音ほどには、中には風は吹き込んでこない。

　快適だ。

「……スゴイよなぁ」

　ため息まじりに呟つぶやいて。

　本当にそう思う。

　なんて、すごい人たちだったんだろう。

　俺にはとても思いつかなかった。自分の力で、温室を修理する。お金もかけず、今の自分にできる精せい一いつ杯ぱい。その精一杯でどれだけのことができるかなんて、学校にいる生徒の中で、何人がわかっているだろう。

　可能性は、自分の中にこんなに眠ねむっている。

　涙なみだが出そうになって、俺は立てた膝ひざを抱かかえて顔を埋うずめた。

　それなのに、ひどいことを言ったのだ。

　失望した顔を覚えている。

　葛木が怒おこって、越前が狼狽うろたえて。それらは、なんだか他ひ人と事ごとのようだったのに、彼の失望した顔だけが、目の裏に焼きついてしまっていた。







「いろいろとどうもありがとうございました」

　そう言って俺は頭を下げた。

　完成した温室を前に、俺たちはまるで旧知の友みたいに手を取り合って喜んだ。

　だけど、そこまでだ。

　作業は終わった。全部終わってしまったのだ、と俺は自分に言い聞かせる。

「思ってたより、立派に上がったな」

　珍めずらしく、遠山は嬉しそうに見えた。

「じゃあ、完成を祝って、御好み焼きでも食べに行こうか。城野くんももう部活終わってるだろうし」

　越前の提案に、葛木が二つ返事を寄よ越こす。

　道具を片づけていた遠山は、俺を振ふり向いた。

「木條、校門のところで待ってろ。道具返してくるから」

　俺は、その申し出を辞退した。

「なにか用事がある？」

　越前の質問に、曖あい昧まいに肩かたを竦すくめる。

「もしかしてお前、門限あるとか、シラケること言うんじゃないだろうな？」

　葛木は、やっぱりムカつく言い方しかできない。

「木條？」

　どうしたんだ、と言いたげな遠山に向かって、俺はペコリと頭を下げた。

「いろいろとどうもありがとうございました」

　その姿勢のままで、俺は言葉を継ついだ。

「おかげで、取り壊されるのは免まぬがれました。これで、この先も卒業まで薔ば薇らの世話ができそうです。生徒会役員の皆みなさんのおかげです。俺、正直言って、同好会に格下げされた時、生徒会を恨うらんだんですけど。今は、感謝してます。ありがとうございました」

　抑よく揚ようなく、台本を読むように口にした。

　さっき、トイレで考えた台詞セリフだ。

「お前なぁ、シラケること言うなって言ってるだろう？　俺たちが生徒会の仕事で、こんな疲つかれることしたとでも思ってるのか？」

　顔を上げると、ムッとしたような葛木の表情があった。

「……違ちがうんですか？　まあ、あんたは花泥どろ棒ぼうした罪滅ぼしだったんだろうけど」

　フイと、俺は視線を逸そらした。

「木條くん、君なにか誤解して……」

「感謝してます。本当です。忘れません。俺みたいな一生徒にも、生徒会は誠意みせてくれたんだって。でも──あとは一人で大丈夫ですから」

　なにか言いかけた越前を遮さえぎって、俺は早口になった。

「もう大丈夫です。あとは頑がん張ばって、会員増やして……部の規定人数になったら、クラブへの昇しよう格かくを申しん請せいしに行きますので、よろしくお願いします」

「…わかった」

　越前を制して、遠山は短く答えた。

　その表情は、失望したように見えた。いつもと変わらない、俺にも負けない無表情だったけれど、ガッカリしたように見えた。







　クソ丁てい寧ねいな敬語使って、クソ丁寧に頭下げて。てんで俺らしくなかったけれど──きっと、俺に似合っていた。

　みんな優しくて、甘えたくなってしまうぐらい暖かかったから。……いや、あくまでも葛木を除いて、の話。

　だから勘かん違ちがいしてしまうところだったのだ。遠山の「生徒会の仕事だ」という言葉を聞くまでは。

「……俺、馬ば鹿かみたいだろう」

　咲さきかけの蕾つぼみに、俺は話しかける。

「どうしちゃったんだろう、俺ってば」

　花が答えるはずもない。答えたら、オカルトだ。

　本当に、どうしちゃったんだろう。

　胸の奥から、情けない思いが込み上げる。

　──わかってる、本当は。

「やってらんないって、カンジだよな」

　指を伸のばして、チョンと蕾をつついた。ゆらゆらと、薔ば薇らは頷うなずくみたいに揺ゆれる。

「城野みたいになれたらいいのにな」

　城野みたいに。

　もう一度、口の中で繰くり返す。

　素直すなおで、明るくって、生徒会の仕事でもなんでもなく──遠山に庇かばわれてるあいつ。

「俺……城野みたいになりたいんだ。変だよな。生徒会長に甘やかされたいんだ。かまってほしいんだ。……このまま、廊ろう下かで会っても話もできないなんて嫌いやなんだ」

「なら、どうしてあんな木で鼻をくくったような、素っ気ない挨あい拶さつで終わらせたんだ」

「しょうがないだろ。あっちは仕事で……」

　問いかけに反射的に答えてしまい、ハッと唇くちびるを指で押さえる。

　作りたての扉とびらを開いて、のっそりと大きな体たい軀くが侵しん入にゆうしてくる。

「……なんで」

　仰ぎよう天てんしたのと、みっともないのとでゴチャマゼになってしまい、俺はその場で固まってしまった。本当は暴れそうなくらい狼狽うろたえていたのだが、そんな心情と裏腹に、身体からだが動かない。

「どうせここにいるんだろうと思った」

　ボソリと遠山は呟いた。

「今、何時だと思ってる？」

　腕うで時計を覗のぞこうとして、作業の前に鞄かばんに突つっ込んでおいたのを思い出す。ガサガサと、鞄の中を探そうとするのを、遠山が呆あきれたようにため息をついて止めた。

「ああ、いいよ。教えてやる。今は九時半過ぎてる。もう十時近い」

「えっ!?」

　噓うそ、と俺は口くち籠ごもった。

　そんなにぼんやりしてたつもりはない。おなかだって空いてないし、せいぜい七時ごろだと思っていた。

「田中ってヤツから電話があった」

　知ってるだろう？　と聞かれて頷いた。

「まだ帰宅してないようだが、知らないかってな」

　余計なことを、と俺は心の中で毒づく。俺の帰りが遅おそいのを、心配してくれるのはありがたいが、なんだって生徒会長の家なんかに連れん絡らくするんだ。

「放課後、トイレから出てきた木條を見かけたんだが、なんとなく声がかけられなかったそうだ。それでも、ようすが変だったのが気になって、家に電話したらまだ帰ってないって言われたってな」

　遠山に説明されて、俺は俯うつむいた。

　帰ります、と小さく呟く。

「うん？」

「……もう、帰ります。──そんな時間になってるなんて、思いもしなくて。ご迷めい惑わくかけてスミマセン」

「なんでそういう言い方をするかなぁ」

　のんびりと、遠山が言う。

　吞のん気きそうな口調に反して、言葉の奥に咎とがめるような意図を感じて、俺はそっと彼を盗ぬすみ見た。

「普ふ段だん敬語なんか使わないヤツが、こんな時だけ他人行ぎよう儀ぎというか、慇いん懃ぎん無礼というか」

　いまいましげに口にして、彼はチッと舌打ちした。

「言っとくがな、俺がここに来たのは、生徒会の仕事じゃないからな」

　言ってから、遠山はザッと一歩を踏ふみ出した。

「個人的なことだ。俺は──花を盗みにきた」

　キョトンと俺は彼の顔を見て、それから、周囲を見回した。

　ある程度剪せん定ていしてしまった木々の中、あまり綺き麗れいな花は残っていない。

　俺が話しかけていた蕾は、なんだか可か哀わい相そうで切れなかったもので──でも、盗みたくなるほどの花じゃない。

「この中で、一番綺麗な花を盗みにきたんだ」

　遠山は俺の目の前に立って、手を差し伸べた。

「お、れ…？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを見返して、俺は啞あ然ぜんとする。遠山は頷いた。

「……冗じよう談だん」

　なに言ってるんだ、と俺は笑おうとして失敗した。

　遠山もニコリともせずに、俺をじっと凝み視つめているだけで。

「さ、さっきの……俺が馬鹿みたいに、独りでベラベラ喋しやべってるの聞いて、揶揄からかってるんだろう。俺、どうかしてたんだ。あれは…」

「そうか」

　タイミングの悪い相あい槌づちに、俺は言葉を止めた。

「それなら、俺もどうかしている」

　ぬっと伸ばされた腕うでが、強引に俺を立たそうとする。蹲うずくまったままの俺は、力ずくで引き起こされる。

「俺も、木條を甘やかしたい。構いたいし、放っとけない」

「……なに、言って」

　そう返したっきり、俺は言葉を失った。

　どう言えばいいんだろう？　なんて答えるのが、正しい？

「俺…」

　言いかけて、声が詰つまる。

　甘やかな期待に胸が高鳴って、呼吸が苦しくなった。

　混乱して──なにがなんだかわからなくなる。

　俺を捕とらえる腕の強さ。息が詰まる。

「どうしよう……俺、だって…なんでそんなこと、突とつ然ぜん言うのか、わかんないよ？」

「そいつは俺にもわからん」

　困ったように、遠山は眉まゆを顰ひそめた。

「どうかしているだろう？　自分でも、どうかしてると思う。なんだかやたらと木條のことが気にかかる。この気持ちがどこから来るのか、俺にはわからない。だけど、花を盗む人間の心情なんか、みんなどうかしているはずだ。葛木だって、そうだった」

　俺は目を見開いた。

　葛木は、好きな女性のために薔薇を盗んだ。まるで平安時代のお公く家げさんみたいに、一輪の薔薇を手に毎日彼女の家に通った。俺たちにしてみれば、どうかしてるんじゃないの、と一笑に付ふすような話だ。誰だれが聞いても、笑っちゃうような話だ。

「盗んでもいいか」

　近づいた唇が、そう聞いた。

　そのひとことで、なにもかもが頭の中からすっぽ抜ぬけてしまった。さっきまで頭を占しめていた感情だとか、世間一いつ般ぱんの常識だとか、考えなきゃいけない山ほどの課題──それらがみんな、霞かすみみたいにかき消えてしまった。

　いいよ、と頷うなずいて、俺は目を閉じた。

　答えは、それ以外になかった。




　花泥どろ棒ぼうの腕は暖かく、静かに俺を引き抜いた。地面に張っていた根を、いとも簡単に断ち切って、思いごと奪うばった。

　もうとっくに盗まれていた心ごと、奪った。







　　　絶対の領分　第５章







「あれ？」

　校門脇わきの植え込みのそばに佇たたずんでいる人ひと影かげに、驚おどろいて自転車のブレーキをかける。

　キィッという身震いしそうな嫌いやな音に、彼──越前守先せん輩ぱいは顔を上げた。

「城野くん」

　ニコリと爽さわやかな笑えみを浮うかべて、彼は軽く手を上げる。俺を待っていてくれたのかと、嬉うれしくなって自転車を飛び下り、だる痛い足で駆かけ寄った。

「だいぶシゴかれた？」

　多少ヨロヨロしている俺の姿に、越前先輩は笑いながら問いかける。

「無断でサボッた罰ばつだって、ダッシュ五十回もやらされて、もうクタクタ」

　素直すなおに俺は愚ぐ痴ちを零こぼした。

「手は？」

　聞かれて、プラプラと左手を振ふった。

「全然平気です。これくらいなら、あのまま温室にいればよかったなぁ。もう、石川先輩ったらひどいんですよー、森もり本もと部長も！　鬼だよ、鬼!!」

　言った途と端たんに、後ろからベチッと頭を叩たたかれた。

「痛ッ」

「鬼で悪かったな」

　部長と石川先輩が、並んで立っていた。シマッタ、と俺は思わず舌を出す。

「お前なー、ブツブツ文句言ってんなっつーの。黙ってクラブさぼるから、一応俺たちは見せしめのためにだな…」

「悪かったよ、僕が城野くんに仕事を頼たのんだんだ」

　石川先輩の言葉を遮さえぎるように、越前先輩が俺を庇かばって前に踏ふみ出した。

「いや、それはいいんだよ、越前」

　森本部長が、愛想のいい笑顔で越前先輩を見た。

「用事があるならあるで、休む時はちゃんと連れん絡らくを入れろってことなんだ」

　それはそうだね、と越前先輩が頷いた。

「……どうもすみませんでした」

　なんだかどんどんいたたまれない雰ふん囲い気きになってきて、俺はペコリと頭を下げる。途端に、彼らはゲラゲラ笑い出した。

「…ったくさー、素直なんだよな、城野って」

「そーそー、だからついイジメたくなるんだよ」

　口々に勝手なことを言われて笑い転げられたのでは、たまったものじゃない。

　俺は先輩たちにクルリと背中を向けて、越前先輩の袖そでを引いた。

「先輩、行きましょ。…そんじゃーお先に失礼しまーす。お疲つかれさまでしたァ」

　石川先輩たちはまだ笑っていた。振り向く気にもなれずに、俺は足早に学校をあとにした。







「校舎裏の温室を修理するから、悪いが手伝ってくれ」

　桜ノ宮学園現生徒会長の幼おさな馴な染じみ・ロータこと、遠山太郎太にそう頼まれたのは、一昨日おとといのことだ。

　聞かされるまで知らなかったのだが、桜ノ宮の裏庭には、それは立派な薔ば薇らの温室があるらしい。けれどその世話をしていた園芸部は、人数不足から同好会へと成り下がり、予算不足で温室は壊こわれる寸前だという。

「それも生徒会のお仕事？」

　気の毒に、と同情しながら俺は聞いた。

　生徒会長に就しゆう任にんして以来、こうしてロータは休むヒマがない。この春合がつ併ぺいされたばかりの桜ノ宮北高校と桜ノ宮南高校は、桜ノ宮学園として新たなスタートを切った。二回の選挙を経て、華はな々ばなしく生徒会長の任についたロータだったが、片づけなければならない問題は星の数ほど。一つ山を越こえれば、また次の山が手ぐすねひいて待っている状態だ。

「いや、今回は個人的な人助け」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、ロータは言った。

「予算の枠わくは決まっているし、一つの同好会だけを生徒会が支し援えんするわけにもいかないしな。だから、個人的に補修作業を手伝う」

　ハイハイ、と俺は相あい槌づちを打った。

「それで、手が足りないってことかぁ。いいけど、俺、部活あるよ？」

　休んでもいいけど、とこっそり思いつつ口にした俺に、この生き真ま面じ目めを絵に描いたような幼馴染みは予想外の台詞セリフを吐はいた。

「サボれ」

　普ふ段だんのロータなら、絶対言わない言葉だった。

　俺は仰ぎよう天てんするのと同時に、よっぽどなにか事情があるのだろうと好こう奇き心しんを疼うずかせる。

「いいけど、どうして？」

　ロータは、ちょっと眉まゆを顰ひそめて低い声で答えた。

「……保にも、〇・一パーセントぐらいは関係がある」

　どういう意味なのかと尋たずねれば、なんと生徒会副会長の葛木英司が、毎日毎日そこの薔薇を無断拝借していたのだという。

「その薔薇って……まさか…」

　その〝まさか〟だった。

　葛木さんは、驚いたことに俺の姉貴に一ひと目め惚ぼれしていた。姉貴はちょうどそのころロータに失しつ恋れんしていて、その失恋の原因ともいえる俺にあたり散らす毎日だった。

　つまり──話せば長いことながら、俺はずっとロータのことが好きだったのだが、ロータと姉貴のつきあいが幼馴染みの枠を越えてしまったことに気づいて、密ひそかに失恋しちゃっていた。……これはしょうがないと思う。男同士だし、報むくわれるほうが珍めずらしい。

　俺は鬱うつ屈くつした気分で高校生活に突とつ入にゆうし、そこで越前先輩に出会った。淋さびしんぼ状態だった俺の心に、越前先輩は自然にするんと入り込んできた。

　つまり──俺たちは相思相愛になってしまったのだ。

　一応弁明しておくと、俺はべつに男が好きなわけじゃない……はずなのだが、困ったことに越前先輩も男だった。ロータとの時はそれがネックになっていたのに、越前先輩はそんな垣かき根ねをヒョイと越えてきた。いろいろヤバイのは百も承知。でも、シアワセなんだからしょうがない。それで、メデタシメデタシのはずだった。ところが。

　ロータがいきなり、俺のことを「好きだ」と言い出して、姉貴と別れちゃったんである。

　姉貴はショックを受け、激げき怒どし、もちろんその怒いかりの矛ほこ先さきは俺に向けられる。グチャグチャ状態の真っ只中に、よりにもよって葛木さんが飛び込んできて、事態はよけいややこしくなった。男性不信に陥おちいった姉貴の心をなんとか開かせようと、葛木さんは毎日一本の薔薇を携たずさえて、城野家を訪れていたのだが。

　その薔薇は、盗とう品ひんだった。

　しかもその出所が、桜ノ宮の温室だったとは!!

「お…っ、俺、関係ないよ!?」

　そういう理由なら、葛木さんが手伝えばいい、と言外に含ふくめて喚わめいた俺に、ロータは目で「頼む」と訴うつたえた。

　少なくとも、ずっとずっと大好きだった幼馴染みに、こんな目をされて断れるわけがなかった。

「葛木さんも手伝うんだろうな？」

　もちろん、とロータは言った。

「保が来れば、越前も来てくれるだろう。越前が来れば、絶対に葛木も来る」

　そーゆー問題か!?　と喚きそうになるのを堪こらえて、俺はしかたなくロータのために一ひと肌はだ脱ぬぐことに決めたのだ。

　口には出さないが、薔薇泥どろ棒ぼうが現役の生徒会役員というのは、やっぱりいろいろマズイだろう。コトがオオヤケになる前に、温室の補修を手伝うことで口封じをするつもりなのかもしれない。俗ぞくにいう、示じ談だんというやつだ。……ちょっと、違ちがうか。

　ロータの話どおり、温室は崩くずれそうなボロボロの状態で、そこを木條雪弥という園芸同好会のメンバーがたった一人で管理していた。

　無愛想だが、ちょっと見み惚とれてしまいそうな女の子っぽい顔をした男子だった。

　俺たちは昨日今日と作業に没ぼつ頭とうしていたのだが──ドン臭くさいことに、俺はケガをした。ガラスの代わりに使おうとした塩ビシートで、左手の甲こうを擦すり切ってしまったのだ。

　悪いことは重なるもので、保健室に行った帰り、二日間無断欠席しているサッカー部の石川先輩と廊ろう下かでハチあわせ、そのまま俺は否いや応おうなく校庭へと連行された。

　罰ばつとして、ダッシュ五十本、校庭二十周。

　──温室どころじゃない。俺のほうがボロボロだ。







「見るからに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいな感じだけど……。すぐに帰ったほうがいいかな？　それとも、ちょっとだけなにか食べて…」

「行きます～」

　越前先輩の言葉が終わらないうちに、俺は彼の申し出に賛同した。

「もう、ＨＰゼロに近いもん。エネルギー補ほ充じゆうしないと、家に帰りつく途中ちゆうで遭そう難なんしそう」

「大おお袈げ裟さだなぁ」

　先輩は、クスリと微わ笑らった。

　なんだか綺き麗れい、と俺はあらためて思った。すでに見慣れているはずの横顔で、男だから綺麗と思うのも変な話なんだけど。俺はボーッと彼の顔に見惚れて……。

「城野くん、危ない!!」

　──もうちょっと早く言ってほしかった。

　言われた時にはすでに遅おそく、俺は引いていた自転車ごと立看板に激突してひっくりかえっていた。

「……だ───ッ…！」

　一いつ瞬しゆんなにが起こったのかわからなかった。

　越前先輩が駆け寄って、俺を抱き起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか？　城野くん！…なんか今日は、最悪の日みたいだな。やっぱり、まっすぐ帰ろうか」

「駄だ目め！」

　イテテ、と顔を顰めつつ、これだけは譲ゆずれないとばかりに俺は声を上げた。

「もう、腹ペコだから！　テリヤキバーガー食べたい。フライドポテトも、フランクフルトも、コールスローもプリンも食べたい！」

　先輩がプッと噴ふき出す。

「それだけ元気があれば大丈夫かな？」

　そう言って、彼は通りの向こうを指差した。そこにはファーストフードの看板が、燦さん然ぜんと輝かがやいていた。







「温室の修理は、無事終しゆう了りようしたんですか？」

　テリヤキバーガーを三口で平らげてから、ふと思い出して問いかける。

　ポテトをひょいとつまみながら、越前先せん輩ぱいは頷うなずいた。

「そっかー、よかった。木條、喜んでたでしょ？　あ、そうだ。打ち上げ、やんないんですか？　温室が完成したお祝い」

「それがねぇ…」

　珍しく先輩は表情を曇くもらせた。

「僕らもそのつもりだったんだけどね」

　歯切れの悪い言葉に、俺はフランクフルトを食べかけて首を傾かしげる。

「今日、みんなで御好み焼きでも食べに行こうって、遠山が提案したんだけど」

　俺も俺もと、自分を指差すと、彼は「もちろん、城野くんも誘さそうよ」と少し表情を和やわらげた。

「木條くんが…」

　越前先輩は口元を引きしめて、うーんと低く唸うなった。

「木條、どうかしたんですか？」

　なんだろう。俺がいなくなってから、なにかあったんだろうか。……あったとすれば、原因は葛木さんだろう。きっと──葛木さんの嫌いや味みに耐たえ兼かねた木條が、ブチ切れちゃって暴れたとか。暴れて、せっかく修理した温室、もういっぺんブッ壊こわしちゃったとか。

　そう口にすると、先輩はケラケラと愉ゆ快かいそうな笑い声をたてる。

「違う違う。ああ見えて、葛木もかなり反省してるんだよ」

「噓うそだァ!!」

　思わず決めつけると、彼はまた笑った。

「葛木は素直すなおじゃないからね。でも、罪滅ぼしのつもりか、今回は一番働いていたと思う。そうじゃなくて──どうしてなのかな、木條くん、作業が終わった途と端たんに妙みようによそよそしくなっちゃったんだ」

　木條が？　よそよそしい？

　俺は、なにを今さら、ととりあえず食べかけのフランクフルトを口の中に詰つめ込んだ。

「……らっては、きりょうって」

「城野くん、食べてから喋しやべっていいよ」

　頷いて、「ちょっと待ってて」と慌あわてて口の中のものをジュースで流し込んだ。

「だって、木條って最初っから愛想なかったじゃないですか」

　越前先輩は再び渋しぶい顔つきになる。

「それは…そうなんだけどさ。かなり人見知りするタチなんだろうね。でも、途中からは打ち解とけてきてた気もするんだよ」

　──そうか。人見知りしてたのか。

　今ごろ気がついた。

　愛想が悪いなとは思ったが、特に気にするほどでもないと思っていた。少なくとも、反感を持っているようには見えなかったし、せいぜい〝こいつ笑ったら可愛かわいいだろうな〟程度の認識だった。けど、そんなこと言ったら、きっとあいつはますます不ふ機き嫌げんになっただろうと思う。

〝可愛い〟と称しようされる胸むな糞くその悪さは、恥はずかしながら俺にも覚えがある。

「城野くんを保健室に連れていってから、僕らだけ温室に戻もどっただろう？　その時、彼はトイレに行ってて……戻ってきたらようすがおかしかったんだ」

　深刻そうな先輩の口調に、俺もちょっと考えた。

　保健室には、俺と越前先輩と──それからロータも一いつ緒しよに来ていた。ということは、木條は葛木さんと二人きりだったってことだ。

「やっぱり、誰だれもいない間に、葛木さんに意地悪されたんじゃないかなあ…」

　ぽつりと俺は独り言ごちる。

　えっ、と越前先輩は俺の呟つぶやきを聞き咎とがめて声を上げた。

「まさか」

「…わかんないですよ。葛木さん、意地悪言うもん」

「……そうかな」

　俺は力いっぱい頷く。

「うーん……でも、葛木は葛木で、木條くんの態度に憤ふん慨がいしてたみたいだったから、それは考えにくいんだけど」

「木條、なんて言ったんですか？」

「いや、だから……どうもありがとうございました、って」

　それだけ？　と俺は聞き直す。

「そう。自分みたいなパンピの生徒にも、生徒会が誠意をみせてくれたことを忘れないとかなんとか。それで……このあとは一人でやれるから、みたいなことを言って。なんていうのかな、口調がバカ丁てい寧ねいで、よそよそしくてね」

「それは、先輩だと思うから、敬語使ってただけじゃないんですか？」

「難しいところだなぁ」

　ハァ、と先輩はため息をついた。

「こう、自分と僕らの間に線を引いて、一歩下がった印象だったんだ。…やんわりしてるようで、キッパリ拒きよ絶ぜつされたって感じかな。握にぎっていた手を振ふり解ほどかれたみたいだった。僕でもそう感じるぐらいだから、遠山が一番ショックだったんじゃないのかな」

　考えながら、彼は言葉を選ぶようにそう説明した。

　先輩が言わんとしていることは、わかる気がする。でも──なんだか想像がつかない。俺はその場にいなかったから、無理もないのかもしれないけれど、とても木條がそんな態度を取るなんて思えなくて。

　だって、楽しそうだったから。

　ロータに釘くぎの打ち方を教わって、彼は瞳ひとみを輝かせていた。一生懸けん命めいだった。

　そんな──俺たちの差し伸のべた手を、振り解くようには見えなかったのだ。

「……なにがあったんだろ。俺、明日にでも木條に聞いてみます」

　そうだね、と越前先輩は相あい槌づちを打った。

「城野くんが動いてくれるのが、一番いいかな。同学年だし、遠えん慮りよもないだろう」

　そう言って、彼はもう一度ため息をつく。

「少なくとも……僕らが生徒会の仕事として、手伝ったって思われてたのは辛つらいからね」

　俺は、「えっ!?」と声を上げた。

「…どうかした？」

　先輩は、不思議そうに俺を見る。

「生徒会の仕事の一いつ環かんじゃなかったんですか!?」

「城野くん、君までそんな…」

　だって、と俺は口をパクパクさせた。

　確かにロータも『個人的な人助け』とは言っていた。だけど、それは表向きの話で、公務だと口にするのがまずいから、そういうことにしているのだろうとばかり思っていた。

　葛木さんが花泥どろ棒ぼうしちゃったことを隠かくすための口止め料、というのか。それって、立派に生徒会長としての行動だと思う。

　人見知りしているぐらいだから、木條はロータと親しいわけじゃなかっただろうし、これまでに、ロータの口から木條の話を聞いたことももちろんない。

　仕事以外で、ロータが木條の手助けをする理由なんかないはずなのだ。

「……ロータ、ボランティアしてる暇ひまなんかないと思う」

　越前先輩に言うでもなく、俺は呟いた。

　一いつ般ぱん生徒の一人一人に手を貸してたんじゃ、ロータの身が持たない。つまり──今回の一件は特別ということで……。

「もともとは、葛木さんのせいだったんだし…」

　木條を特別扱あつかい、と考えた途と端たんになんだかちょっと嫌いやな気持ちが込み上げて、俺は確認するように言った。

「…それは、理由としては半分ぐらいだろうね」

「じゃあ、あとの半分は？」

　越前先せん輩ぱいは、黙だまって肩かたを竦すくめる。

「それって──え…っと、ロータが…」

「木條くんのこと、気になってるんじゃないのかな」

　さらりと、先輩はそう口にした。

　胸の中を、ヒヤッと冷たい風が吹ふき抜ぬけた気がした。

「遠山に言われて、思い出したんだけど」

　苦笑しながら、彼は言葉を続ける。

「城野くんと初めて会った時、駐輪場の段差で君がひっくり返っただろう？」

　そんな格好悪いこと、早く忘れてほしいのに、と俺は頭を抱かかえた。

「びっくりして、慌てて傾けい斜しや板ばんを作ったけど──もし、転んだのが君でなくてもやったはずだと思うのと同時に、君じゃなかったらあんなに急がなかったかもしれないって思うんだよね」

　静かな口調で、先輩は言った。

「たぶん無意識のうちに、僕は最初から君に好意を持ってたってこと」

　頰ほおがカーッと熱くなった。

　なんでこの人、こんな照れ臭くさいことを簡単に言えちゃうんだろう。恥はずかしいような、嬉うれしいような、くすぐったい思いが身体からだの芯しんから湧わき起こってくる。

　と、今は照れてる場合じゃなくて。

「じゃあ、ロータも木條に…」

「本人は自覚なさそうだけれど。でも、木條くんが素っ気なく背中向けた時に、遠山の無表情が少し崩くずれた気がした。きっと、遠山とつきあいの長い城野くんなら、もっとハッキリわかったはずだけど」

　頭が混乱し始めていた。

　木條は、いいヤツだとは思う。思うが、しかし。なんでそんな──よりにもよって……ああ。

「城野くん？」

　訝いぶかしげな視線が、真正面から俺を凝視みつめている。

「……ロータ…が、まさか」

　呆ぼう然ぜんと俺は口にする。

「遠山って、保護欲が強いほうじゃないか？　今まではそれが全面的に君に向けられてたんだと思うんだ」

　だけど、俺が越前先輩を選んだから？

　ロータは俺から手を離はなしたのか？　それで、ほかの誰だれかの世話を焼こうとしてるって？

　理り屈くつじゃわかる。わかるけど、複雑な気分だ。

　どうして──こんな気持ちになってしまうんだろう。




　　　◆◇◆




　箸はしを置いた途端に、姉貴の有麻がジロリと俺を睨にらんだ。

「……保。あんた、寄り道してなんか食べてきたでしょ」

　ギョッとして、口を押さえる。

「あら、そうなの？」

　母がのんびりと聞いた。

「ご…めんなさい」

　言いわけしようか考えたけれど、ここは素直すなおに認めて謝ったほうが得策だと、焦あせって頭を下げる。

　いつもなら、多少買い食いしたって夕飯はちゃんと食べられる。育ち盛りだから、食欲も旺おう盛せいなのだ。

「なに食べてきたのよ？」

　ハンバーガー、と俺はボソリと答える。

「それから？」

　姉貴は容よう赦しやない口調で詰きつ問もんしてきた。

「それだけだよ」

「噓うそ言いなさい」

「ホントにそれだけ」

　ポテトもフランクフルトも食べたけど、そんなこと逐ちく一いち報告してられるかって。

「じゃあ、なにかあったの？」

　姉貴はいきなり質問を変えた。

　ビックリして、俺は返事に詰つまる。

「な、なにかって？」

「学校でなんかあったんでしょ」

　どうして姉貴はこうも鋭するどいところを突ついてくるのだろう。これがただの女の勘かんなら、ちょっとコワイ。

「なにもないよ。部活がちょっとキツかったから、疲つかれて食欲ないだけ」

　早口に言って、俺はそそくさと席を立った。

「保」

　近づいてきた母が、俺のおデコに掌を当てる。

「…熱はないわね。なにか薬飲んでおく？」

　平気だよ、とちょっと面めん倒どう臭くさいと思いながら呟つぶやいた。母はやたら心配性で、いまだに俺は幼よう稚ち園えん児じ並の扱いだ。

「甘えん坊ぼうなんだから、まったく」

　姉貴がいまいましげに吐はき捨てる。ムッとして、俺は姉貴に向き直った。

「誰が甘えん坊だよ」

「あんたよ」

　姉貴の指は、まっすぐに俺を差した。

「俺、甘えてなんかないぞ！　母さんが勝手に甘やかしてるだけじゃないか！」

「それを甘えてるって言うのよ。いいわよね、あんたはそこらじゅうに甘やかしてくれる人がいて」

　口で姉貴に敵かなうわけがない。

　ここはもう無視するしかないと、俺はさっさと踵きびすを返した。

　俺、そんなに甘えてんだろうか？

　ロータもよく、俺を甘やかすのは気持ちがいいとか、平気で口にしていた。俺も、ロータに甘えてる自覚はあった。だからこそ余計に、ここ最近は自立する努力をそれなりにしていたのだ。……少なくとも、気持ちの上では。

　ロータの気持ちを知って、しかも俺はそれに応えられないのに、今までみたいに甘えるわけにはいかないから。でも──ロータはもしかして、それが淋さびしかった？　甘えてくれる存在が欲しかったのだとしたら。

「……それって、都合のいい解かい釈しやくだよなぁ」

　独り言ごちて、ベッドにゴロリと横になった。

「あーッ、もう!!」

　ウダウダ一人で考えてるなんて、性にあわない。俺は勢いよく起き上がり、部屋を出た。

　ロータに聞いてみよう、と思った。

　木條のことをどう思っているのか──聞いてもいいよね。

　もし、聞ける雰ふん囲い気きじゃなくても、越前先輩が言っていたように、木條の態度でロータがショックを受けていたのだとしたら、話を聞くぐらいのことはできると思う。

　姉貴に見み咎とがめられないようにと、俺は靴くつを履はくのもそこそこに玄げん関かんを出た。

　隣となりにあるロータの家には、小さいころから自宅同然に上がり込んでいた。

　俺はチャイムも鳴らさずに、ドアのノブを回す。案の定、鍵かぎはかかっていなかった。

　ロータのお父さんは建設会社の重役さんで、お母さんは駅の近くで眼科医院を開業している。二人とも忙いそがしいせいで、いつも帰りは夜十時ごろになる。だからロータは、しょっちゅうウチにご飯を食べに来ていたのだが、姉貴と気まずくなったせいか、ここのところあまり姿を見せない。姉貴だけじゃなく、もしかしたら俺も原因の一つかもしれないけれど。

「こんばんはァ」

　もしかして、おばさん帰っているかなと声をかけてみたが、返事はなかった。

「お邪じや魔ましまーす」

　つっかけただけの靴を脱ぬぎ捨て、中に入る。

「……帰ってない？　木條が？」

　ロータの声がして、俺はビクリと足を止めた。

　今──木條って言った？

　どうやら、ロータは電話中らしかった。立ち聞きするのもなんなので、わざと足音を立てて居間に入る。

　受話器を耳に押し当てたまま、ロータは俺をチラリと見た。

「……いや、特に変わったことは……うん。気がつかなかった。──そうか、……わかった。……いや、俺も心当たりを探してみる。……心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶだと思うから」

　そこまで言って、ロータはガチャリと電話を切った。口調はいつものように素っ気ないのに、俺には彼がひどく動どう揺ようしているように見える。

「ロータ？」

　ああ、と彼は上の空状態で頷うなずいた。

「どうかしたの？」

　俺は重ねて聞いた。

「悪い。ちょっと出かけるから、戸と締じまり頼たのむ」

　そう言って、ロータはポンと鍵のついたキーホルダーを投げてよこした。

「え!?」

　反射的に受け取った時には、もうすでに彼は玄関で靴を履いていて。

「ちょ…っ、ロータ!?」

　慌あわてて追いかけたが、ロータは振ふり向きもしなかった。

「鍵、玄関のポストに放り込んどいて」

　それだけ言い残して、自転車に跨またがるといきなり猛もうスピードで走り去ってしまう。

「……なに、あれ」

　俺は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　あんなロータ、俺は知らない。

　確かに彼は猪ちよ突とつ猛もう進しん型で、思い立ったらすぐ実行に移すほうだったけれど。

　だけど、こんなことは初めてだ。

　俺のこと、振り向きもしなかった。事情も説明せず、俺の話を聞こうともしなかった。それほど──切せつ羽ぱ詰まっていた？

　木條が帰っていない、と彼は言っていたのか？

　帰ってないって、帰宅していないってことだろうか。でも、どうしてその連れん絡らくがロータのところに入るんだろう。ロータはそんなに木條と親しかったのか？　越前先せん輩ぱいは、木條がよそよそしく手を振り解ほどいたって言っていたのに──……。

「……もう、全然わかんないよ」

　ハァッと大きくため息をつく。

　なんだろう、ホントに嫌いやな気分。これって、ロータが俺のこと後回しにしたから？

　俺、そんなに心狭せまかったのかなぁ。

　表に出て、ドアの鍵をカチンとかける。言われたとおりに、ポストに鍵を入れて家に戻もどった。

　唐とう突とつに、〝淋しい〟なんて思った。

　こんなふうに思うのは、傲ごう慢まんかもしれないけど。でも、淋しい。







　ロータは、十一時過ぎに戻ってきた。

　自転車を片づけるガタガタいう音に、そろっとカーテンの隙すき間まから覗のぞくと、さっき飛び出していった時とはまるで別人みたいな穏おだやかな顔のロータがいた。

　それは、十五年も見慣れた幼おさな馴な染じみの落ち着いた表情で、昨日までのロータとなんら変わるところはなかったのに。

　俺は、声をかけることができなかった。

　いつものように、呼びかけられなかった。壁かべを感じたのだ。目には見えないけれど、乗り越こえられない高い壁。

　それが、今、俺とロータの間に立っていた。俺たちはそれに隔へだたれて、俺は声を出せず、ロータも俺がここにいることにすら気づかない。

　こんな日が来るなんて、考えたこともなかった。

　あの、ロータの気持ちに応こたえられないと悟った時でさえ、これほど彼との距きよ離りを感じなかったのに。




　　　◆◇◆




　翌日の放課後、俺は中央委員会室でぼうっと越前先輩を見ていた。

「城野くん……」

　困ったように、彼は眉まゆを寄せる。

「さっきから、いったいどうしたんだ？」

　そう聞かれるのは、これで三回目。

「そんなに凝視められると、このへんに穴が開きそうだよ」

　茶化すように笑って、彼は自分の頰ほおを指で示した。

「……うん」

　俺は頷いた。

　越前先輩のほっぺに穴が開いたら困る。困るから──見るの、やめよう……ってそうじゃなくて。

「ロータ…」

　なに、と先輩は身を乗り出した。

「遠山がどうかしたのか？」

　昨日のあのこと？　と彼は先を促うながす。

「ロータ、きっと木條のこと、好きなんだ」

　口に出すと、絶望感が増す気がした。

　間ま違ちがいない、と漠ばく然ぜんと思う。そうすれば、全部つじつまがあう。越前先輩だって、昨日それっぽいことを言っていた。

　ロータが、木條を好き。

　だから、彼が大事にしている温室を修理した。だから、彼が帰っていないと電話で連絡を受けて飛び出した。

　そう考えれば、全部一本の線で繫つながる。

　ロータが俺を好きだと言ってくれたのは、つい昨日のことのようなのに。そんなに簡単に、気持ちは移り変わるものだろうか？

　俺は深くため息をつく。

　ロータだけじゃない。

　俺だって、ロータを想おもっていたはずなのに、越前先輩の手を取ったのだ。彼だけを責められない。あれ──俺、なに考えてんだろう。

　ロータのことは、もう俺が口出すことじゃないんだから、こんなこと考えてるなんて変だ。

「……それで？」

　静かな声が、俺の思考を断ち切る。

　俺はハッと顔を上げた。

　──〝それで〟？

　俺に向けられる越前先輩の顔が、透すきとおるみたいに白く見えた。

　なにか言わなくちゃ、と焦あせって俺は呟つぶやく。

「どうしよう……」

　なにに対してそう思ったのか、自分でもわからなかった。

　変だ、俺。みっともないくらい、狼狽うろたえている。

「城野くんは──遠山が誰だれかを好きになったことが嫌なのかな。それは……遠山の目が、君以外に向けられたという意味で」

　空気がピィンと張り詰つめた気がした。俺は、黙だまって越前先輩を見る。

　彼の言った言葉の意味が、よくわからない。わかっているようなのに、頭がガンガンしてドキドキして。

　先輩は音もなく立ち上がり、俺のそばに近づいてきた。ゆっくり手を伸のばして、俺の頰に掌をあてる。

　ふんわりと、いつもの柑かん橘きつ系の匂においが俺を包んだ。柔やわらかいものが唇くちびるを掠かすめて、それはすぐに離はなれた。

「……どうしてそんなこと言うんだって、顔してるね」

「せんぱ…い？」

「僕だけじゃ駄だ目めなのかな」

　やんわり俺を抱だき込んでいた腕うでの力が、ふいに強くなる。グイグイとその胸に顔を押しつけられて、俺は痛みにギュッと目を瞑つぶる。

「どうしたらいいんだろう。……自分がこんなに狭量な人間だなんて思わなかった」

　頭の上で、困ったような声がした。

「君が僕以外の人間のことばかり考えているのが辛つらいんだ」

「あ……」

　驚おどろいて、目を見開いた。

「越前先輩…？」

「僕が、嫉しつ妬としたらおかしい？」

　ただもう愕がく然ぜんとして。俺は言葉もなく、かぶりを振ふった。

　──考えてなかった！

　なんて馬ば鹿か！　俺、なに言ってたんだろう。わかってたのに。わかってるつもりだったのに。

　ふっと、俺を抱いている先輩の腕が緩ゆるむ。

「ごめ…なさ……」

　顔を上げられずに、呟いた。

　後こう悔かいが怒ど濤とうのように押し寄せて、越前先せん輩ぱいの顔が見れない。

「……ごめんなさい、俺──」

　言葉が続かなかった。

　一番好きな人の気持ちを考えずに、俺はなにを落ち込んでたんだろう。

「ごめんなさい」

　もう一度言ってペコリと頭を下げ、俯うつむいたまま俺は部屋を出た。

　後ろ手にドアを閉めて、震ふるえる息を吐はく。

　その場にしゃがみ込んでしまいそうだった。

　何回自分を〝馬鹿〟と罵ののしっても、足りない気がする。

　ロータのことばかり言ってる俺を見て、どうして越前先輩が平然としていられるなんて思い込んでたんだろう。先輩が真しん剣けんに俺のこと想おもっていてくれるって、知っているのに。

「おや、おジョウさん。どうしたんだ、珍めずらしく難しい顔して。……越前に叱しかられたのか？」

　揶揄からかうような声が、廊ろう下かに響ひびいた。

「葛木さん…」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、スウッと細められる。

「越前、中にいるのか？」

　俺は彼から視線を逸そらして頷うなずいた。

　彼はフーンとつまらなそうに鼻を鳴らして、ヒョイと俺の襟えり首くびを摑つかんだ。

「な…んですか？」

「ちょっと、こっち来い」

　猫ねこじゃあるまいし、葛木さんは俺の首根っこを摑んだまま、グイグイ引っ張る。

「さっさと白状ゲロしろ」

　聞いてやるから、と彼は偉えらそうにふん反り返って言った。

　俺は唇を嚙かみしめて俯く。

「時間がないんだから、早くしろ。越前になにしたんだ？」

　話さなければただではおかないと言いたげな葛木さんの形相に気き迫はく負けして、俺は渋しぶ々しぶ口を開いた。

「……ロータが…」

「遠山がどうした」

「ロータ、木條に好意持ってんのかなって」

　彼は呆あきれたようすで肩かたを竦すくめた。

「今ごろ、取り立てて騒さわぐほどのことでもないだろう？　そんなの、この前の温室の一件見てりゃ一目瞭りよう然ぜんだろうが」

　そうなの、と俺は呆ぼう然ぜんと聞き返す。

「俺……なんでかな、それ聞いた時なんかショックで……。それで、つい越前先輩にそのこと言ったら、先輩が…」

「デリカシーのないヤツだな」

　俺の言葉を遮さえぎって、葛木さんはけんもほろろに言い放った。

　彼にだけは言われたくない言葉だったが、そのとおりなので俺は黙って項うな垂だれる。

「おジョウさん、越前のことをなんだと思っているんだ？」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、葛木さんは言い募つのる。

「都合のいい時だけ甘えられる保護者か、感情のないボディガードか？」

「そんな…！」

　カッとして言い返そうとした俺を、彼はギロリと睨にらみつける。

「越前のことだから、お前を責めるようなことは言わなかったんだろうがな。普ふ通つうなら、お前みたいな不ふ貞ていな恋こい人びとなんか、とっくにフラレてるとこだぞ。まったく、甘ったれのワガママ坊主ぼうずだな」

　身も蓋ふたもない辛しん辣らつな台詞セリフに、言われても仕方ないと、心のどこかで納なつ得とくしている。

　自分のしたことが、悪かったのだとわかっている。だから──誰かにこんなふうに、グウの音ねも出ないほど叱ってほしかったのかもしれなかった。

「おジョウさんが遠山に対して感じているのは、ただの独どく占せん欲だ」

　ほんの少しだけ、彼の口調が柔らかなものになった。

「甘えてんだよ」

　ひとことも言い返せずに、俺は葛木さんを凝ぎよう視しする。

「遠山の気持ちに応こたえることもできないくせに、ヤツの目がほかに向けられた途と端たんに、つまんなくなったんだろう。ムシがよすぎるって、自分で思わないのか？」

「……思う」

　俺はポツリと答えた。

「思ってんなら、反省しろ」

　してるよ、と今度は口に出さずに俺は思った。

「越前も、あんな澄すました聖人君子面づらをしているが、一皮剝むけばただの男なんだよ。無条件に甘やかしてばっかりもいられないだろうさ。おジョウさんのことが好きなら好きな分だけ、執しゆう着ちやくもしてるだろうし、嫉妬もする。あたりまえの話だよ、人間なんだから」

　葛木さんの言うことはいちいち尤もつともで、いたたまれなさに、俺は打ちひしがれるばかりで。

「──……て、もらえないかな…」

　口くち籠ごもりながら呟つぶやくと、彼は「ああ？」と不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。

「ハッキリ言えよ。なに言ってんのか、聞こえないぞ」

「……もう、許してもらえないかな。俺、越前先輩のこと、傷つけちゃったよ…」

　バーカ、と葛木さんが一いつ蹴しゆうする。

「謝りもしないで、ベソかくなっつーの。いつもの元気のいいおジョウさんは、どこに行ったんだ？　ほら、さっさと謝ってこい！」

　口調はきつかったが、その裏にほんのちょっぴり思いやりみたいなものも感じられて、俺は葛木さんにけしかけられるように、再び中央委員会室へと足を向けた。

　その時──勢いよく扉とびらが開いたと思ったら、血相を変えた越前先輩が飛び出してきた。

　あとから続いて出てきたのは、二年生の女子生徒だった。確か、葛木さんと同じ、生徒会の副会長だと思う。

「なにかあったのか!?」

　俺を押し退のけるようにして、葛木さんが叫さけんだ。越前先輩は答えずに、徒競走並のスピードで、あっという間に駆かけていってしまった。

「尾お関ぜきさん！」

　葛木さんは、その女生徒を呼んだ。

　彼女は表情を強こわ張ばらせて振ふり向いた。

「……ごめんなさい、遠山くんは越前くんには言うなって言ったんだけど…」

「なにを？」

「体育委員会のほうから、備品紛ふん失しつの届け出があったのよ。そうしたら遠山くんが、それは自分の責任だからって。私、常任委員会の問題だから、越前くんに話すべきなんじゃないかと思って」

　説明を聞いて、葛木さんは少し首を傾かしげる。

「……備品…紛失？──なんの備品だ？」

「よくわからないけど、テントの風かぜ避よけに使うシートがどうのこうのって言ってたわ」

「塩ビシート!?」

　俺は思わず声を上げた。

　それって、温室のガラス代わりにした塩ビシートのことか!?　俺が、体育倉庫の隅すみっこで見つけた、あれのことに違ちがいない。

「どこ!?　先せん輩ぱいたち、どこに呼び出されたんですか!?」

　キョトンとしている彼女に、俺は詰つめ寄る。

「俺も行かなきゃ。早く！　どこ!?」

「……たぶん、職員室だと思うけど。体育の主任先生に話を…」

　言葉の途中ちゆうで、俺は走り出した。

「おい、待てよ！」

　葛木さんがチッと舌打ちして、追いかけてくる。振り向いて見るだけの余よ裕ゆうもなくて、俺は全速力で走った。

　職員室近くの階段の踊おどり場ばで、ロータと越前先輩が向かいあっているのが見えた。

「越前先輩！」

　三段飛びに階段を駆かけ上がり、俺は喚わめいた。

「俺も行きます！　俺が説明します。見つけたの、俺だからっ。いいものがあるから、使っちゃおうって言ったの、俺だから…っ」

「保、落ち着け」

　いつもの抑よく揚ようのない声で、ロータが言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、城野くん。今、どう言いわけしようか、遠山と打ちあわせたから」

「でも……俺、俺が…」

　越前先輩はスイと手を伸のばし、俺の頭をポンポンと撫なでた。

「僕らに任せて、君はなにも言わなくていい。生徒会室で待っててくれるかな。──葛木、城野くん、連れてって」

　口調はいつものように優やさしかったが、表情は硬かたかった。

　俺を追って走ってきた葛木さんが、後ろから俺の腕うでを取る。

「先輩……ロータ！」

　訴うつたえたが、無む駄だだった。

　彼らはまったく取りあってもくれずに、連れ立って職員室に入っていってしまう。

「……行くぞ」

　葛木さんが、俺の腕を引いた。

「──これも、甘やかされてるってこと？」

「うん？」

　彼は憮然として、俺を見下ろす。

「俺が悪いのに。ロータも越前先輩も、あれ使うのはホントは反対だったのに。それなのに、俺…」

「そういうふうに、感情的に喚かれたんじゃうまくごまかせないんだよ」

　突つき放すように、葛木さんが言った。

「お前連れてったら、足手まといなんだ。だから、おとなしく生徒会室で待っていよう」

　ズキン、と胸が痛んだ。

　足手まとい。──わかってたけど、こうもハッキリ言われるとかなり応こたえる。

「おジョウさん？」

「俺──全然役に立たないってこと…？」

　呆ぼう然ぜんと呟いた。

「あのなぁ、そういうことを言ってんじゃなくて…」

　摑つかまれた手を振り解ほどく。

「城野!?」

　俺は階段を駆け降りた。今度は、葛木さんは追ってこなかった。

　なんか──もう、最悪。

　自分の力のなさを思い知らされた感じだ。

　なんで俺って、こんなにちっぽけで、なんにもできないんだろう。

　この先もずっと、こうして越前先輩やロータに甘え続けて生きていくのか？　そんなの、寄生虫だ。

　俺だって、自分のしたことの責任ぐらい取れる人間になりたいのに。どうしていつまでも子供扱あつかいなんだろう。

「…俺が……ほんっとに、なんにもできないからだよな…」

　情けなくて、消えてしまいたくなる。

　上うわ履ばきのまま校舎を飛び出して──無意識のうちに、俺は裏庭の温室に向かっていた。完成した姿を、俺は見ていない。

　たった二日間だったのに、なんだかとても懐なつかしい気がする。

　あれだって、うっかりケガさえしなければ、最後までちゃんと作業に参加できたのだ。その前に、石川先輩に最初から正直に部活を休むことを告げていたら……。

　俺って──なにからなにまで、いい加減だ。

　それに、俺がいなくても──ほら、ちゃんと温室は完成している。

　直したての扉は、軽く引いただけで簡単に開いた。

「……あ」

　温室の中、薔ば薇らの木々に埋うもれるように、木條がいた。







「城野？」

　驚おどろいたように、木條は声を上げた。

「……ごめん。誰だれもいないと思ったから、勝手に…」

　いいけど、と相変わらずの愛想のない顔で、彼は呟つぶやく。

「お前が半ベ状態でここに来るなんて、やっぱり……生徒会長、処分されんの？」

　その口振りから、彼もまた〝塩ビシート無断使用〟の一件を知っているのだと、俺は悟さとった。

「まだわかんない。…今、越前先輩と一いつ緒しよに職員室」

　フーン、と木條は頷うなずいた。

「……とんでもないことになっちまったよな。俺が、温室に拘こだわったばっかりにさ」

「木條は関係ないよ。俺が、塩ビシート使おうって言い出したんだもん」

「けど、それだって修理のためじゃん」

　大きくため息をついて、彼はその場にしゃがみ込む。膝ひざを抱かかえて蹲うずくまる姿は、なんだか淋さびしげで、庇かばってやりたくなってしまう。

「大丈夫だよ。ロータたちがうまくごまかしてくれるよ。任せてれば、絶対大丈夫」

　つい、心にもないことを口にした。

「城野？」

「だから…っ、木條が落ち込むことなんかないんだって。俺が一番馬ば鹿かなんだから。……ほんっと、俺って役に立たないっていうか、もう……最低」

　木條はポカンと口を開けて俺を見ていたが、

「城野でもそんなふうに思うんだ？」

　心底驚いたように、そう呟いた。

「なんで？　もう、しょっちゅうだよ」

　ウーンと、彼は低く唸うなる。

「でもお前さ、生徒会長とかと一緒にいても平気そうっていうか……なんか対等っぽいじゃん？」

「幼おさな馴な染じみだからだよ。全然対等なんかじゃないよ。今だって、葛木さんに〝足手まといだ〟ってハッキリ言われちゃって…」

「嫌いやなヤツだよなー、あいつってホントに」

　憎にく々にくしげに、木條は吐はき捨てた。

「最初っからだけどさ。超ちようムカツクよ、あいつ」

　なんとなく気が軽くなって、「俺も」と同意して、俺は木條に笑いかける。

　木條は笑い返してはくれなかった。素っ気なく、フイと視線を逸そらす。

「……木條さ、誰に聞いたんだ？　先生にバレたってこと」

　俺は、手元の塩ビシートをつつきながら聞いた。

「さっき、二年の女子が生徒会長呼びにここにきたから」

　抑よく揚ようのない答えに、カツンとなにかが頭にぶつかった気がした。

　それって──さっきまで、ロータは木條とここにいたってことだよな。

「昨日、なんかあった？」

　俺は重ねて聞いた。

　あんな夜遅おそくまで家にも帰らず、彼はどこにいたのか。電話一本で飛び出していったロータと、会うことができたのか。ロータとなにがあったのか。──聞きたいことは、山ほどある。

「なんかって？」

　反対に切り返されて、俺のほうが言葉に詰つまった。

「……生徒会長、なにか言ってた？」

　慌あわててかぶりを振ふった。

「え、越前先せん輩ぱいが、心配してたからっ」

　なまじ噓うそでもないので、そう理由づけて。

「帰り際ぎわようすが変だったって。俺、だから、もしかしてまた葛木さんに意地悪されたんじゃないのかなって」

「あいつのことなんか、今さら気にしないよ」

　気にしないと言いながらも、やっぱりその表情は嫌そうだ。

　どう会話を続けたものかと、俺はちょっと途と方ほうに暮れる。と、唐とう突とつに彼は言葉を継ついだ。

「……俺ってさ、可愛かわいげないじゃん」

　質問ではなく、決めつけるような言い方に、俺はまたまた焦あせりながら否定した。

「そんなことないよ？　俺、木條ってそのへんの女の子より全然可愛いと思う」

「悪わりィけど、そーゆー言い方嬉うれしくない。なんか、ムカツク」

　露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめるようすに、俺は思わず噴ふき出した。

「俺、城野は可愛いと思うよ？　生徒会長や越前先輩が、お前のことすっげー可愛がってるのも納なつ得とくできる」

「……俺も、それあんまり嬉しくない」

　唇くちびるを尖とがらせて、俺は反論した。

「可愛いって、嫌な言葉だよな」

「同感」

　思わぬところで気があって、俺たちは顔を見あわせどちらからともなく笑いかける。

「なんだ、木條笑えるんじゃん」

「え？」

「そうやって、笑ってるほうが感じいいよ？」

　そう言った途と端たんに、せっかく浮うかんでいた笑えみが、サーッと潮が引くように消えていってしまった。

「それこそ、笑うと〝可愛い〟って言われるから、嫌なんだよ。勝手に作り上げたイメージ押しつけられることもあるしさ。それくらいなら、無表情で近寄り難がたいって敬遠されてるほうがなんぼかマシだから」

「……そうだったんだ」

　俺は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　俺なんかは、それこそ小さいころからずっと姉貴に『あんたの取とり柄えは顔だけ』と言われ続けていたから、なにを言われようとあきらめのほうが先に立ってしまったのだけれど。

「まあ、城野見てると、笑うのもそう悪くないかなって気がするけどさ」

「そう？」

　木條はコクリと頷いた。

「場が和なごむっていうの？　なんか、ほんわかするじゃん？　生徒会長たちも、お前に笑って励はげまされると頑がん張ばっちまうんじゃないの？」

　あ──なんか、また胸が痛い。

　俺は黙だまって、唇を嚙かみしめる。

「城野？…俺、なんか悪いこと言った？」

　心配そうに、木條が俺を見た。

　ちょっとだけかぶりを振ふって、俺は何度目かの大きなため息をつく。

「そういうんじゃ……嫌なんだよなー。俺、もっと強くなりたいんだ。力…じゃなくて、さっき木條が言った、対等に並べるだけの……強さっていうの？　今の俺じゃ、完かん璧ぺき負けてんもん」

　わかるよ、と木條は相あい槌づちを打った。

「誰だって、あんなふうになりたいよな」

　彼は独り言ごちるように、そう口にする。

「俺、すげぇと思ったよ。温室が壊こわれそうだからって、自分たちで直そうなんて考えもしなかったよ。発想とか行動力とか、想像遥はるかに越こえてたね。……羨うらやましいと思った」

「俺なんか、しょっちゅう思ってるよ。近くにいると、そんなことばっかりだから」

　そっか、と木條は苦笑する。

　やっぱり彼だって笑っているほうがいい、と俺はあらためて思った。

　ロータもそう思ったんだろうか。

　彼に、ずっと笑っていてほしいと。

「木條、……ロータのこと好き？」

　一いつ瞬しゆんだったが、木條の顔が引きつるように強こわ張ばった。それはすぐに、普ふ段だんの無愛想な表情に消されてしまったけれど。

「〝好き〟って、誤解招きそうな言い方だよ、お前。……カッコイイと思う。悔くやしいんだけど──うん、悔しいって気持ちのほうが大きいかもしれないかな」

　それもわかる、と俺は頷うなずいた。

「生徒会長みたいになれなくても、あの人にちょっとぐらいは認められたいかなって……思うんだけど」

　言葉を選ぶように、木條はゆっくり口にする。

　ロータに認められる──今、ロータに認められているのは、越前先輩や葛木さんぐらいのものだろうか。どっちにしろ、そこまでの道のりも遠そうだ。

「あー、駄だ目めだ！　やっぱりこんなとこでじっと待ってるなんて、性にあわないよ！」

　いきなり彼はそう叫さけんで立ち上がった。

　正面から視線がかちあって、俺はニッと笑いかけた。

「じゃあ、二人で乗り込んじゃおうか」

　躊躇ためらいもせずに、あっさりそんな思いつきが口から零こぼれる。

「本気？」

　びっくりしたように聞き返されるのに、ハッキリ頷いた。

「よーし、行こうぜ」

　木條の瞳ひとみが、キラッと光った。

　さっき、木條は「悔しい」と言った。俺も、今そんな気持ちを嚙かみしめてる。

　悔しいけど──悔しいけど、木條ってイイ。

　言ってることも、思ってることも、すごくわかる。ホント悔しいけど、こいつだって格好いいじゃん──そう思って。

　負けてられない、とこっそり呟つぶやいた。

　落ち込んでる暇ひまなんかない。足手まといになるのが嫌いやなら、自分で這はい上がるしかないのだ。




　　　◆◇◆




「やっぱり来たな」

　その声に二人して足を止めて、思わず顔を見あわせる。

「どうせお前らのことだから、ここに来るだろうと思って張ってたんだよ」

　葛木さんはそう言うと、凭もたれていた職員室脇わきの掲けい示じ板ばんから離はなれた。

「おら、行くぞ」

「行くってどこに!?」

　頭ごなしに命令されて、木條が反発するように声をあげる。

「生徒会長は、まだ中なんだろう？」

「そう。だから、俺たちは生徒会室でお留守番」

「…っざけんな！」

　摑つかみかかろうとした木條の口元を、葛木さんは指先で素す早ばやく捻ひねり上げる。

「イテーッ」

「ガラ悪いなぁ、お前。顔だけなら極上なのに」

　その言葉に木條より俺のほうが先にムッとして、俺は縺もつれあっている彼らのそばを擦すり抜ぬけようとした。

「おジョウさん、どこ行くんだ」

　葛木さんのもう片方の手が、俺の襟えり首くびをヒョイと摑む。

「手こずらせんなよ。お前らが乗り込んだら、事態はよけいややこしくなる。そんなこともわからないほど、馬ば鹿かじゃないだろう」

「確かにそうだろうけど、あんたのそういう言い方がムカツクんだよッ」

　葛木さんの手を叩たたき落として、木條が喚わめいた。

「……それは失礼」

　じゃあ言い方を変える、と彼は偉えらそうに胸を反り返らせる。

「これ以上、遠山と越前に迷めい惑わくをかけないためにも、黙って生徒会室まで来ていただけると助かるんですがね、坊ぼっちゃん方」

　よけいムカツク、と木條は吐はき捨てたが、確かに葛木さんの言うことにも一理あって、俺たちは仕方なく回れ右をした。

　彼に従うのは嫌いやだったが、ここでつまらない意地を張って暴走するわけにはいかなかったのだ。

　俺と木條はそれぞれため息をつきながら、生徒会室に向かった。







　生徒会室の居い心ごこ地ちの悪いソファに身を沈しずめて、十分も経たたないうちに、越前先せん輩ぱいとロータが戻もどってきた。

「ただいま」

　越前先輩が、ニコリと微笑わらう。

　俺は勢いよく立ち上がった。隣となりで、木條も同じように腰こしを上げる。

「で、どうなった？」

　俺たちを押し退のけての葛木さんの質問に、越前先輩は胸を張って答えた。

「もちろん、御お咎とがめナシ」

「無罪放ほう免めんだ」

　ロータの表情に、とくに変わったところはない。そんなようすから、それほど叱しかられなかったんだろうか、なんて思う。

「……ロータ、俺、俺が──あのシート使っちゃえなんて言ったから……ごめん！」

「違ちがうよ、城野のせいじゃないって。俺が…」

　珍めずらしくロータは面食らったような表情で、俺たちを交こう互ごに見た。その口元が僅わずかに綻ほころぶ。

「どっちのせいでもないさ。…温室に対しての対応が悪かったのは、学園側の責任だし。先生もそのへんのことはわかってたみたいだな」

　低い声で、ポツポツとロータが告げる。

「先生、笑ってたよ。学校の備品を無断で使ったのはマズかったけど、なかなかいいアイデアだってね。ほとんど叱られなかったから、二人とも安心していいよ」

　ロータの言い足りない部分を補うように、越前先輩がつけ加えた。

「けど、体育委員会の連中は黙だまってなさそうだな」

　葛木さんが、またもや波は紋もんを投げかける。

　ホッとしかけていた俺たちは、再び顔を見あわせて同時に表情を曇くもらせた。

「葛木」

　越前先輩が、咎めるような声を出した。

「…おっと、失言だったかな。なんだか、ついいろんなことが気になって」

　わざとらしく、葛木さんは肩かたを竦すくめた。

「越前先輩…」

　思わず呼びかけた俺に、越前先輩はしょうがないなと言いたげな笑えみを浮うかべる。

「葛木は、いつも一番悪い状じよう況きようを想定して、対応策を一応考えておく癖くせがあるんだ。気にしなくていい」

「一番悪い状況…って…」

　木條が呆ぼう然ぜんと呟いた。

「んー……そうだな、予算的に動いたわけじゃないからどうにでも言い逃のがれはできるけど、一同好会を生徒会がヒイキしたなんて噂うわさは出るかもしれないな。人の口に戸は立てられないからね。なにを言われても、ムキになって言い返したり、喧けん嘩かをしたりしないように。無視すること、いいね？」

　越前先輩は、まるで子供に言いきかせるような口調で、俺と木條に向かって言った。

　これって、俺たちが挑ちよう発はつに乗って喧嘩をしそうに見えるってこと？…屈くつ辱じよくだけど、あたってるだけに反論できない。

　チラリと横目で木條を見ると、やはり彼もまた不ふ貞て腐くされて唇くちびるを尖とがらせている。

「……そんな顔するな」

　ふいに、ロータの低い声がした。

　えっ、と思った瞬しゆん間かんに、伸のばされたロータの手が木條の頭を軽く叩いた。

「木條のせいじゃないから」

　置かれた掌は、そのまま子犬を撫なでるように木條の髪かみを優やさしげに梳すいて。

「自分を責める必要はない。大だい丈じよう夫ぶ、なんとかするから」

　はい、と消え入りそうな声で木條が頷うなずく。

　俺は瞬まばたきもできずに、そんな光景を見ていた。息が苦しくなって、自分が無意識のうちに呼吸を押さえていたのに気づく。

「城野くん」

　すい、と隣から手を引かれた。

「それじゃ、これで失礼するよ」

　越前先輩は俺の腕うでを取ったまま、彼らに背を向けた。

　連行されるように、俺は生徒会室を出る。

「…越前先輩、手……」

　強く握にぎりしめられたままなのに、人目を気にして訴うつたえた。

　周囲には誰だれもいないけれど、公共の廊ろう下かだ。いつ誰がやってくるかわからないし、やっぱり──ヤバイよね。この年になって男が手ェ繫つないでるなんて、絶対変だし。

　けれど、先輩はそんな俺の胸の内には気づかず、握った手を離そうとはしない。

「……ごめん、無理に連れ出して」

　振ふり向かないまま、彼は言った。

「見たくないんじゃないかな、と思ったから」

　俺は黙って、先を歩く先輩の背中を凝み視つめた。

　彼の手の力がふと緩ゆるむ。繫がれた手が、自然に解ほどけて。するんと、俺の手は簡単に擦り抜けてしまう。

　誰かに見られたら困ると思っていたはずなのに、離はなれたくないという想おもいが突つき上げた。

「あ…」

　小さく、声が洩もれる。

　その声は越前先輩の耳には届かず、彼はやっぱり振り向くこともなく、歩く速度が僅かに速くなる。

　俺は黙って、そのあとを追った。

「待って」とか「どこ行くんですか」とか、口に出すことができなくて、できない分だけドキドキした。

　置いていかれないように、見失わないように、必死であとをついて歩く自分の姿は、現在の俺たちの関係に似ている。

　こんなふうに、考えたことはなかったけれど。俺が今までそう思わなかったのは、越前先輩がいつも気き遣づかってくれていたからなのだろう。

　離れていた背中が近く見え始め、先せん輩ぱいの歩くスピードが遅おそくなったのに気づいた。

　いつのまにか、中央委員会室の前まで来ていたのだ。

　戸口の前で、越前先輩はようやく振り返ってくれたが、薄うす暗ぐらくて表情がわからない。

「さっきはごめん」

　唐とう突とつに彼は言った。

「…僕が悪かった」

　俺は、ヒュッと息を飲む。

　そんなことない、と言いかけるのに、彼は「入る？」と室内を指差した。

　頷いて中に入り、扉とびらが閉まるなり俺は声を上げた。

「越前先輩は悪くなんかないです！　俺が甘えてたんだ。先輩が怒おこるのはあたりまえだったんだ。俺……ムチャクチャ傲ごう慢まんだった。先輩の気持ちも、ロータのことも全然考えてなくて、自分のことしか見てなくて…」

「でも、僕は君がずっと遠山のことをどう想っていたかも知っているし、経緯いきさつだって全部知っている。ほかの誰よりも、僕は君を思いやれるはずだった」

「そうじゃない、俺……馬ば鹿かだから…っ、ホントならフラレたって文句言えない…」

　言葉が途と切ぎれる。

　先輩はちょっと屈かがむようにして、俺の背中に手を回した。強い力じゃなかった。囲むようにやんわりと、その腕に抱だかれて俺は細く息を吐はいた。

「……先輩が呆あきれて、俺のこと嫌きらいになってもしょうがないけど…っ。でも──信じてほしいんです。俺、前と同じ気持ちでロータのこと想ったりしていない。これは…恋愛感情なんかじゃなくて…」

　まるで子供を宥なだめるように、先輩の掌が俺の後頭部を撫でてくれる。

「馬鹿だな、そんなこと」

　苦笑しているような声だった。

　俺は頷いた。

「……ほんっと、俺…大馬鹿」

「違うよ、そういう意味じゃなくて。僕が君を嫌ったりするわけないだろう？」

　なんでそういうこと思いつくのかな、と先輩は笑いながら言う。

「わかっていながら、つい嫉しつ妬とにかられた僕のほうが、よっぽどみっともなかったし。城野くんは呆れて、僕のことを嫌いになるかもしれないって思ってた」

「そんなこと！」

　慌あわてて顔を上げる。

　ちょっと上から俺を見ていた先輩の、やけに優しげな瞳ひとみとぶつかって、反射的に目を閉じた。

　唇が微かすかに触ふれあう。

　掠かすめただけのそれを名な残ごり惜おしいと思う間もなく、越前先輩は「あ」と素すつ頓とん狂きような声を上げた。

「鍵かぎかけるの、忘れてた。誰か入ってきたら、大変なところだった」

　そう言って、手を伸ばしてカチリと鍵をかける。

　思わず俺は噴ふき出してしまった。先輩もつられたように、クスクスと笑う。

　彼は俺をテーブルの上に座らせると、向きあうように正面に立って、俺のこめかみにチョンとキスをした。

「幻げん滅めつした？　僕がこんな心の狭せまい人間で」

　越前先輩はゆっくりと瞬きをくりかえす。長い睫まつげが、けぶるように動いた。

「冷静なつもりなのに、君のこととなると自分でもどうしようもなくなる時があるんだ」

「俺ね」

　身体からだを前屈みにして、先輩の肩におデコをくっつける。

「さっき木條の頭を撫でたのが、もしロータじゃなくて越前先輩だったら、きっと生徒会室で暴れてた」

　先輩の肩が、ピクンと動く。そうして、彼の両手が俺の頭をグシャグシャにかき乱した。なんだか、気持ちイイ。

「連れ出されるより早く、誰が止めても負けないくらい暴れ捲まくってた、絶対」

「それ、自うぬ惚ぼれていいのかな」

　うん、と俺は頷いた。

「自惚れてください」

　ありがとう、と越前先輩はまた笑った。

「淋さびしくないって言ったら完全に噓うそになるけど、俺、ロータの気持ちもわかるんです」

　俯うつむいたまま、俺はちょっと早口になる。

「遠山の気持ち？」

「そう。……木條って、なんか守ってやりたくなる」

「それは…」

　と言ったきり、先輩は絶句した。

「あいつ、一生懸けん命めいで、表情ないくせに時々子供みたいに傷ついた目ェしたり、申しわけ程度に笑ったりするとすげー可愛かわいくて。いじらしいっていうか。……だから、ロータが木條のこと可愛がる気持ち、わからなくもないんです」

「それは──…君にそう思われてるとは、木條くんも思ってもみないだろうねぇ」

　戸と惑まどうように、彼は呟つぶやいた。

「木條、嫌いやがるかな？」

　俺はクスッと笑った。先輩は「たぶんね」と同意した。

「…嫌がるだろうなってことも、わかるんです。話してみて、すごく木條の考えてることとかわかる時があって。俺、あいつのこと全然嫌きらいじゃなくて。だから余計に、困っちゃったのかもしれない」

「彼は、城野くんと似たところがあるのかもしれないね。……だから、遠山も無意識のうちに彼に構ってしまうんだろう」

「そんなんじゃ、可か哀わい相そうだ」

　俺の代わりじゃ駄だ目めです、と俺は越前先輩に訴うつたえる。

「でも、そうじゃないとは言いきれないよ？　遠山にはまだ自覚がない。周囲が見て〝あれ？〟と思うようなことでも、本人意識せずにやっていることだし。木條くんは……どう思ってるのかわからないけど」

「木條は、ロータのこと〝悔くやしい〟って言ってました」

　先輩は首を傾かしげた。

「悔しい？」

「ロータみたいになれなくて悔しいって。せめて、認められるようになりたいけど、それもなかなか難しそうで悔しいって。俺、それもわかるんです。さっきも……越前先輩のあと追いかけて歩いてる時、俺も思った」

　ちょっと言葉を止めて、思い出すように目を閉じる。

「先輩の背中がどんどん遠くなって、置いていかれちゃうって。結局、いつも先輩がゆっくり歩いて、俺にあわせてくれていて。俺はそれをあたりまえみたいに思って、いい気になってたけど。並んで歩けるようになるまでは、悔しいけどまだまだ遠いんだなぁって、思った」

　いきなり、先輩はもう一度俺の頭をガシュガシュと多少荒あらっぽく撫なでた。

「ごめん」

　なんの脈みやく絡らくもなく謝られて、ちょっと面食らってしまう。

「さっきは……違ちがうんだ。握にぎってた城野くんの手が離はなれて、ヤバイな逃にげられるだろうなって。咄とつ嗟さにそう思ったんだけど、振り向いて顔を見たら、君のことだから目があうなり走り去ってしまうだろうと思って、わざと見ないようにしてようすを窺うかがってたっていうか……。逃げられたらどうしようって、僕もずっと内心ビクビクしていて、どうやったら君を逃がさずに捕つかまえられるだろうって、ホントすごく焦あせっていて──あんまり焦りすぎて、早足になったんだ。それだけだよ」

「……え？」

「なんだか久しぶりに、子供のころやった鬼ごっこしてるみたいだったよ。ああいうのあったじゃない？　ほら、鬼が振り向いた途と端たんに、みんながワーッと逃げ出す遊び。あれの、鬼になった気分」

　俺はちょっと考えてから、聞き返す。

「それ、〝ダルマさんがころんだ〟のこと？」

　そうだっけ、と越前先輩はフゥと息をついて額の汗あせを拭ぬぐった。

「越前先輩がそんなに焦ってるなんて、変な感じ」

　正直な感想を、俺は口にする。

「僕は、そんなにできた人間じゃないよ」

「……なんか、嬉うれしいかも」

　どうして、と言い返しながら、彼は微かに笑った。

「決めた」

　少しだけ顔をあげて、越前先輩の涼すずしげな口元を眺ながめてから、俺はキッパリと告げる。

「うん？」

「もしも──本当にロータが、木條のこと好きになって、木條もその気持ちに応こたえてくれそうだったら…」

　そこで言葉を切った俺を、先輩は静かに促うながした。

「……だったら？」

「応おう援えんする」

「城野くん？」

　驚おどろいたように、彼は声を上げる。

「応援したい」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　肩かたから顔を上げさせて、先輩は俺を覗のぞき込んだ。

　頷うなずくと、彼は「参ったな」と呟いた。

「大丈夫」

　そう口にして、もう一度先輩の胸に凭もたれかかる。

「城野くん」

　首を傾かたむけて、越前先輩は俺の耳元に囁ささやいた。

「僕は、本当に、君が好きだよ」

　一語一語を区切るように告げられた言葉を、くすぐったい想おもいで受け止めて、俺は両手を彼の背中に回す。

　昨日から胸にくすぶっていた嫌なモヤモヤは、霧きりが晴れるようにかき消えていく。

　乗り越こえていける、と思った。

　悔しさも焦じれったさも、後こう悔かいも戸と惑まどいもみんな、乗り越えてこの人の隣となりを歩きたい。

　大丈夫、頑がん張ばれる。

　胸の内で自分を励はげますように呟いて、俺は信じたいと思った。

　自分の強さを。
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　帰り道、越前先せん輩ぱいと並んで歩く。

　今日の慌あわただしさが噓うそみたいに、とても穏おだやかなひとときだ。

　──長い一日だった。

　放課後は走り回って、なにがなんだかわかんないうちに過ぎちゃったって感じ。今まで知らなかった越前先輩のもう一つの顔を覗いたような、迂う闊かつな自分を思い知らされたような──ロータと木條のことを知って、動どう揺ようしたり狼狽うろたえたり。

　ホントなら俺のほうが謝んなきゃいけなかったはずなのに、結局越前先輩に謝らせてしまった。先輩はちっとも悪くないのに。……そうして俺は、ゴメンナサイを言えないまま、今こうして先輩と歩いているのだ。

「城野くん？　お腹空すいた？」

　ふいに、越前先輩が聞いた。

「え？」

「さっきから、ずっと黙だまり込んでるから。なにか食べて帰ろうか？」

　行きたいけど、今日はやめておくと首を横に振ふった。昨日の今日でまた姉貴にうるさく言われたらと思うと、考えただけでウンザリする。それに──今日はホントに疲つかれたし。

「そう？」

　小さく呟つぶやいた先輩の横顔がどこか淋さびしそうに見えて、シマッタ、とすぐに後悔が込み上げた。今日はもう少し一いつ緒しよにいたほうがよかったのかもしれない。

　姉貴に言いわけするのが面めん倒どう臭くさいなんて、思ってる場合じゃなかった。無事仲直りしたといっても、先輩との間に流れている空気はやっぱりいつもと違って微び妙みようだし、俺自身でフォローらしいフォローもしてない。もう「ごめんね」を言うタイミングも完全に逸いつしてしまった。

　だいたい、自転車に乗ればあっという間の駅前までの距きよ離りを、のろのろ歩いているのだって、越前先輩とできるだけ長くいたいからなんじゃないか。それなのに、せっかくの先輩からの誘さそいをなんで断っちゃうわけ？　俺ってば。

　ああ、でももう今さら「行きましょう」と言うのも変だし。

　──結局、俺ってばすごく甘えてる。

　越前先輩やロータのようになりたいと思い、口では悔くやしいなんて言いながら、実際には依い存ぞんして甘えっぱなしだ。先輩と俺のつきあいだって、いろんなことを先輩に任せて頼たよりきっている。

　今日先輩に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまったのだって、俺が恋れん愛あい感情と独どく占せん欲よくの区別もつかない状態でフラフラしてたせいだ。今日に限ったことじゃない。

　俺は──越前先輩のこと、大事にしてるだろうか？　先輩がしてくれる半分も、してあげてるだろうか？　したいって、頭では思ってるけど……してないかもしれない。

　なにか俺にできることないだろうか？

　具体的に、先輩にしてあげられることはないんだろうか。例えば──……。

「先輩、なにか欲しいものある？」

　自分でも、唐とう突とつすぎる質問だとは思った。

　越前先輩は、案の定目をパチクリさせて俺を見下ろす。

「……どうしたんだい、急に」

「う、ううん。なんか……あんまりそういうの、聞いたことなかったかなーって」

「ふぅん…？」

　彼は少し考える素振りを見せて、ニコリと笑う。

「一番欲しかったものが手に入っちゃったからなぁ。……あ、モノじゃないか」

　意味ありげな言葉に、俺は首を傾かしげた。先輩は「わからない？」なんて、おかしげに笑っている。

　鼻の頭を指先でチョンと突つつかれ、「俺!?」と声を上げた。

　そんなんじゃ駄だ目めだよと、内心ガッカリしてしまう。だって、お詫わびの気持ちを込めてプレゼントすることができないじゃん。

「じゃあ、城野くんはなにか欲しいものがある？」

　聞き返されて、言葉に詰つまる。

　ゲームのソフトとかコミックスの新刊とか、欲しいものはいろいろあるんだけど、先輩の質問に対しての答えじゃない気がする。そんな品物じゃなくて──。

「ある」

　ふと、思いつきが頭の隅すみを掠かすめた。

「へえ、なに？」

「……先輩、今週の日曜日空いてる？」

「空いてるけど…？」

「じゃあ、その日一日俺にください」

　キョトンと彼は俺を見ている。

「買い物につきあえってこと？」

　違ちがうよ、と首を横に振った。

「じゃあ、それが城野くんの欲しいもの？　僕にはデートの誘いに聞こえるんだけど」

　冗じよう談だんっぽく聞き返されるのに、今度はハッキリと頷いた。まさか俺が頷くとは思ってなかったのか、越前先輩は驚おどろいたような表情を浮うかべてる。

　──うん。その場の思いつきにしては、いいアイデアのように思えてきた。

　今日先輩はロータに嫉しつ妬としたと言った。それは俺の責任だ。

　俺が越前先輩だけを凝視みつめて、越前先輩のことだけ考えていれば、先輩はロータに嫉妬なんかしなくてもよかった。

　先輩は嫉妬するなんて自分が狭きよう量りようだからだと言っていたけれど、そうじゃないと思う。不安にさせてしまった俺が悪い。

　本当はそう言って、謝りたいんだけど──また話を蒸むし返すのもなんだかなぁと思ってしまうのだ。だから、言葉ではなく態度で示したい。

　そのために、デートをしよう。

　俺たちの関係は、先輩が主導権を握にぎっている感じがする。先輩に任せていれば間違いはないからと、俺もそれに甘んじているわけだけど、一日だけ俺が舵かじを取りたい。

　綿めん密みつに計画を練って、先輩を目め一いつ杯ぱい楽しませてあげよう。王子さまみたいに、大事にしてあげたい。一日、家来になってもいい。

「じゃあ、約束」

　子供みたいかなと思いながら、指切りをして別れる。自転車に跨またがりながら、離はなれてゆく越前先輩を見送って、バイバイと大きく手を振った。







　家に帰ると、姉貴がソファにだらしなく寝そべって携けい帯たい電話で友達とお喋しやべりしている。

　どうも姉貴のことを誤解してるらしい葛木さんに、この姿を見せてやりたいものだと思う。百年の恋こいもいっぺんに冷めちゃうんじゃないだろうか？

　……いや、葛木さんの場合は、姉貴の悪口雑言攻こう撃げきは自分の身を持って経験してるし、性格の悪さもちゃんとわかってて、それでもなお好きになっちゃってるんだっけ。じゃあ、こんな格好見ても幻げん滅めつしないのかな。

　そう考えると、葛木さんってスゴイ人なのかもしれない。……それともただ単に悪あく趣しゆ味みなだけ？

「…そーなのよー、新しくできた店でしょ？　〝アン・ジュール〟」

　台所に入って、母のそばを擦すり抜ぬけ冷蔵庫のドアを開ける。オレンジジュースのペットボトルを取り出すと、すかさず母が「駄目よ！」と声を上げた。

「もう晩ご飯だから、今そんなの飲んだらまた食べられなくなるわよ。有麻にも、もうご飯だって言ってきて。電話、切りなさいって」

　チェッと舌打ちして、ジュースをもとどおり冷蔵庫にしまい、台所をあとにした。でも、姉貴への伝言は言う気になれない。だって──電話切れなんて言ったら、あとでどんな目にあわされるか。

「──格好イイ人多いよね、あの店。…ってゆーか、雰ふん囲い気きいいし。メニュー、片っぱしからいろいろ頼たのんでみたんだけど、ハズレなしだよ。全部美味おいしい」

　洩もれ聞こえてくる姉の声に、ピクンと耳が反応した。

　会話の内容を想像してみると、どうも食べ物関係の店の情報って感じだ。なに食べても美味しい雰囲気のいい新しい店？　それが本当なら、日曜日に越前先輩と一緒に行くのに最適じゃん？

「保、なにしてるの。有麻、まだ喋ってるの？　ちゃんと言った？」

「……今言おうと思ってたとこ」

　モタモタしている俺に焦じれてか、母は姉貴の前に行くと自ら「もうご飯よ！」と声を上げた。不満げな顔をして、姉貴は渋しぶ々しぶ話を切り上げる。

「もう、いつまでもダラダラ喋って。どうしても必要だって言うから携帯電話買ってあげたけど、そんなに無む駄だ話ばっかりしてるんじゃ解約するわよ」

「無駄話じゃないもーん。いろいろ情報収集してんのよ、私たちの生活には必要なの！」

「あら、そうなの。お母さんにはそうは聞こえなかったわ。……ちょっと、手伝って」

「保に手伝わせればいいじゃん」

　矛ほこ先さきが自分に向いたのにピャッと飛び上がり、言われる前にとテーブルに茶ちや碗わんを並べる。

「ほら、保は言わなくてもちゃーんと手伝ってくれるじゃない」

　母の言葉に、姉貴の目がつり上がる。料理の盛られた皿を手に俺のそばに来た姉貴は、わざとぶつかってきたうえに、ぎゅうっと俺の足を踏ふみつけた。

「イッ…！」

「まったく調子イイんだから、あんたって」

　ここで逆らうと機き嫌げんを損ねるだけなので、俺は素直すなおに「ごめん」と口にする。──簡単に言えるのに、なんで先せん輩ぱいには謝れなかったんだろう。先輩が先に謝ったからかなぁ。

　いや、過ぎたことを悔くやむよりも今は日曜日の計画を考えなければ。

「姉ちゃん、さっき電話で話してたのって、なんの店？」

「えー？　ああ、〝アン・ジュール〟？　オープンカフェ」

　珍めずらしくあっさりと、姉貴が教えてくれる。いつもなら、タダじゃ教えないとか、あれこれ条件をつけるのにどういう風の吹き回しだろう。

「ケーキもパスタもコーヒーも、全部美味しいの～。ここ最近じゃ、珍しくヒット。大アタリよ」

　まるで自分の店を宣伝するみたいに、姉貴は得意げに小鼻を膨ふくらませている。

　──なるほど。自分が見つけた店だから自じ慢まんしたいわけか、と納なつ得とくした。

「そうなんだ。姉ちゃんお気に入り？　どの辺にあんの？　値段、高い？」

「……んー…値段はそこそこかなー。駅の裏側だけど……ほら、映画館できたじゃない？　ちっちゃいけど一応封ふう切きり館。あのへん、これからよくなるよね。マンションどんどん建ってるし、桜並木とかあってお洒落しやれでさー。いいなー、マンションに住みたい～。……ねー、お母さん、引っ越こそうよー」

「なに言ってんの、もう」

　だいたいの場所がわかった。そういえば、新しく映画館もできたんだった。今、なにを上映してるんだろう？　新しいから建物そのものも綺き麗れいだろうし、越前先輩もまだ行ったことがないかもしれない。

　頭の中で、どんどん予定が組み立てられていく。考えているだけで楽しくて、自然に顔が笑ってしまう。

「やだ、保ったら思い出し笑いしてる」

　姉貴の辛しん辣らつな言葉に、慌てて口元を引き締しめたけど、五分ともたない。越前先輩と二人で出かけることを想像しただけなのに、なんでこんなに楽しいのかなぁ。




　　　◆◇◆




　お昼に、駅前で待ちあわせした。

　駆かけてきた越前先輩は、チェック柄がらの綿シャツにチノパンというどうってことない服装なのに、ものすごく格好よく見える。爽さわやかで、キラキラ輝かがやいてるみたいだ。

　今日はこれから、一いつ緒しよにお昼ご飯を食べて映画を見にいくつもりだ。映画館に電話をして聞いてみたら、ちょうどアクション系の洋画をやっているということだった。それなら俺でも途と中ちゆうで居眠りなんかしないで、最後まで飽あきずに見られそうだ。

「待った？」

　駅前の広場にある時計を見上げて、先輩が聞く。まだ待ちあわせ時間の五分前だ。

「ううん。勝手に早く来てた」

　へへっと笑いながら答えると、彼も嬉うれしそうに笑う。お互たがいに、こうして出かけることを待ちきれなかったみたいで、なんだか照れ臭くさい。

「どこに行こうか？」

　さりげなく聞かれて、「今日の予定は、もう決めてあるから」と答えた。

「え？」

「先輩、駅の向こうに新しくできた映画館、行ったことある？」

「いや、まだだけど…」

「これから行きましょう！　その前に、オープンカフェでランチ食べて」

　勢い込んで口にする。越前先輩は、本当にデートコースだね、と笑った。

「じゃあ、今日は城野くんのエスコートに任せようかな」

「はい！　任せてください」

　声も弾はずむし、足も弾む。

　嬉しくてウキウキしながら、姉貴の言ってた〝アン・ジュール〟を目指した。来るのは始めてだけど、だいたいの場所はわかっているし、迷うはずもない一本道だ。

　先輩と肩かたを並べ、他た愛わいのないお喋りをしながら歩いているうちに、〝アン・ジュール〟と書かれた看板が見えてきた。

　聞いていたとおりの、お洒落な造りの店だ。ガラス窓が開かれて開放されたバルコニーには丸い小さなテーブルが並び、女の子たちが笑いさざめいている。銀のトレイを持った黒いギャルソンエプロン姿の店員たちは、みんなモデルみたいに格好いい──。

　俺は店の前で立ち止まり、固まった。

　──なんで、お客さん女の人ばっかりなんだ？

　いや、男性客がまったくいないわけじゃないけど、そういう人たちは彼女連れだし、男同士で来てる人は見当たらない。なんか──すごーく入りにくい雰囲気なんだけど。

「城野くん、ここ…？」

　さすがの越前先輩も、躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せている。

「……すごくいいお店だって、姉ちゃんが言ってたんだけど…」

　モゴモゴと俺は口くち籠ごもった。

「うん。……女の子の好きそうなお店だね」

　──姉貴があっさり教えてくれた理由が、なんとなくわかった。彼女連れでもない限り、男は入り辛づらい店だとわかっていたからこそ、隠かくさなかったんだろう。きっとそのうち、嫌いや味みっぽく「行ってみた？　どうだった？」と聞いてくるに決まってる。

「ほかの店にしていいですか…？」

　思わずそう言った俺に、先輩はすぐさま同意してくれる。気が引けたのが俺だけじゃなくてよかった。

　ところが──日曜日の昼時ともなると、すぐに入れる空いてる飲食店なんかそうそうない。ちょっとよさそうなところは外にまで列ができてるし、ガラガラに空いてるとこは……なんか問題がありそうで入るのがコワイ。

　せっかくデートしてるんだから、雰ふん囲い気きのいいところで美味しいものを食べたかったのに！

「城野くん、あそこにしようよ」

　そう言って先輩が指差したのは、毎度お馴な染じみのファミリーレストランだった。

　ファーストフードよりはマシだと思うべきだろうか？　でも、ファミレスなんかいつだって入れるのに！　ここで妥だ協きようしたら負け犬じゃん！　と思いながらも、空腹には勝てない。

「……そうですね」

　仕方なく、俺は頷うなずいた。

　──悔くやしい。初しよっ端ぱなから躓つまずいてしまった。







　十五分ほど待たされてファミレスに入り、映画の開始時間を気にしながら、珍しくもない料理を食べた。

　それから大急ぎで、映画館までの道を駆けるように歩く。

「今、なに上映してるの？」

　そう聞かれて、俺は自信満々に電話で聞いた映画のタイトルを口にする。

「あ、面おも白しろいらしいよ、それ。でも…」

　でも？　でも、なに？　と聞き返そうとした時、映画館の前に到とう着ちやくした。どういうわけか、映画館前は小さな子供の手を引いた家族連れでいっぱいだ。

　アクションものの洋画なのに、なんでこんなに子供が多いんだろう？　子供に字幕が読めるのか？　と疑問に思うのと同時に、イヤ～な予感がした。

「……城野くん」

　ぽそりと名前を呼ばれて、顔を上げる。越前先せん輩ぱいの視線を追って、〝ただいま上映中！〟と記されている映画のポスターを見て──……。

「……噓うそ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そのポスターには、テレビでお馴染みのアニメキャラクターのイラストが描かれている。

「噓っ、だって俺、電話かけて確認したんだよ！」

「ここで待ってて」

　訝いぶかしげな表情を浮うかべて、先輩は窓口へと駆けていった。そうしてすぐに戻もどってくると、気の毒そうに俺を見る。

「城野くんが電話で聞いたの、金曜日より前だったんじゃない？」

「…そう…だったかな…？」

「土曜日、つまり昨日から変わったんだって。そうじゃないかなって、ちょっと思ったんだけど」

　どうする？　と聞かれるのに俺は言葉も出ない。

　──俺って、ホントにバカじゃん。

　電話したついでに、上映期間とか聞いとけばよかったのに。…ってゆーか、普ふ通つう前売りのチケットとか買っとくもんじゃん。そうすればアニメに変わるってわかっただろうに、当日でいいやとか思ったからこんなことになっちゃったんだ。お昼ご飯だって、あらかじめ下見しておけば、店を探してウロつく必要もなかった。姉貴の言葉を鵜う吞のみにしてたなんて、やっぱり俺って他力本願で甘ったれてる。

　途方もない自己嫌けん悪おの嵐あらしに、飲み込まれてしまいそうになった。

　せっかく越前先輩を楽しませてあげようと思ってたのに、全部裏目に出てる。

　俺って、考えてみたらいつもそーじゃん。頑がん張ばったら頑張ったぶんだけ、裏目に出る。

　サッカーの試合も練習しすぎて怪け我がするし、ロータとのことだって想おもってる間は想ってもらえなかった。なんでもそうなんだ。

　じゃあ──越前先輩とのことも、そうなのかな。頑張れば頑張るほど、駄だ目めになっちゃうんだろうか。好きになるほど、嫌きらわれていったらどうしよう。……ってゆーより、もうすでに呆あきれられてる気がする

　こんなスカばっかりで、先輩はきっと俺ってどーしよーもないヤツだって思ってる。だから葛木さんにも〝足手まとい〟とか言われちゃうんだ。

　言われて腹を立てたけど、実際そのとおりなんだから怒おこれやしない。

「……せっかく来たんだから、見ていこうか。今だと、席は端はししか空いてないかもしれないけど、まだ座れるそうだよ。アニメなんて久しぶりだなァ」

　気き遣づかうように、先輩が言った。

　先輩は優やさしいから──本当はバカバカしくて帰りたいかもしれないのに、俺のことを慰なぐさめてそんなふうに言うんだ。

　そう考えたら、たまらなくなった。

「城野くん？」

　くるりと踵きびすを返し、ダッと駆かけ出す。どうしたんだ!?　と叫さけぶ先輩の声が、どんどん遠ざかっていった。

　人込みを抜ぬけて、沿道を走る。道の両脇わきには、大きな桜の木が何本も植えられている。

　姉貴の言っていた、桜並木だ。

　春に一いつ斉せいに花が咲さいたら、どんなに綺き麗れいな眺ながめだろう。でも今は緑の葉が生おい茂しげり、誰だれも木々を見上げもしない。

　走り続けて息が苦しくなり、ゆっくりとスピードを落としていく。そのままダラダラ歩いて、目についたベンチによろよろと腰こしを下ろした。

　俺ってば──バカの駄目押しだ。なんで逃にげ出しちゃったんだろう。いよいよ越前先輩に呆れられて、愛想を尽つかされちゃうのかも。

「……もー、ヤダ」

　頭を抱かかえてため息をつく。

　と、誰かが走ってくる足音が聞こえてきた。

　まさかと思っておそるおそる顔を上げると、やっぱり越前先輩だった。俺の姿を認めると、先輩はホッとしたように笑って、肩で息をつく。額の汗あせを無造作にシャツの袖そでで拭ぬぐい、身体からだを投げ出すように俺の隣となりに座った。

「あー、疲つかれた。城野くん、足速いねえ。必死で追いかけたけど、全然追いつかない。もうちょっとで見失うところだったよ」

　軽い口調で言ってから、ひどく生き真ま面じ目めな表情で俺を覗のぞき込んだ。

「……どうしたの？　僕とじゃ楽しくない？」

「だって…」

　真面まともに目をあわせられなくて、俺は俯うつむいた。

「先輩、呆れてる」

「ええ？」

「ごめんなさい」

　喉のどにつっかえていた言葉が、するんと飛び出した。一度飛び出したら、あとはもう止まらない。

「……ごめんなさい、ごめんなさい。…ごめん…」

「城野くん？　なに謝ってるんだ？　どうして…」

　泣かないで、と越前先輩はオロオロ狼狽うろたえてる。

　泣いてるわけじゃない。でも、ちょっとベソはかいてる。なんかもう、惨みじめで情けなくて……消えちゃいたい気分だ。

「俺──一生懸けん命めい考えたつもりだったんだ。姉ちゃんに、甘えてるって言われて……甘やかしてくれる人がいっぱいいていいわねって…嫌味言われて。ムカついたんだけど、ホントにそうじゃん。その中でも、越前先輩にはムチャクチャ甘やかされてる。俺が悪い時も、先輩は自分のこと責めて謝ったりする。……俺、甘えすぎてる。だからしっかりしなきゃって…」

　ああ、なにを言ってるんだ、俺は。

　こんなことグチャグチャ愚ぐ痴ちって、結局また先輩に甘えてるってことじゃないか。

「たまには立場を変えて、俺が先輩のこと楽しませてあげられたらいいなって思ったんだ。俺が先輩のことエスコートして、守って、リードしたかった」

　それなのに、とやっぱり語尾が愚痴っぽくなる。

「なんかなにやってもドジばっか…」

「僕は、楽しいけどな」

　俺の言葉を遮さえぎって、さらりと彼は言った。

「城野くんと休みの日まで一いつ緒しよにいられて、すごく楽しい。なにしてても、どこにいても」

　そんなふうに言われたら、ますますいたたまれなくなる。

「……ごめんなさい」

「城野くん…」

「俺、こんなふうにベソかいて訴うつたえたら、きっと先輩がそう言ってくれるんじゃないかって、どこかで計算してる気がする。わかってるんだ。越前先輩、優しいから。絶対に俺のこと慰めてくれる。心の中では呆れてても、愛想尽きちゃってても、ハッキリ言えずに…」

　ペチッとおでこを叩たたかれる。

「お馬ば鹿かさん」

　先せん輩ぱいは、メッと俺を睨にらみつけた。

「言っとくけど、僕はそんなに優しい人間じゃないんだよ？　心にもないことは言えないし、君に愛想が尽きてるんだったら、わざわざ追いかけたりしない」

　自分を優しくないと言いながらも、俺を見る目はこのうえもなく優しい。睨んでても優しい。

　木こ洩もれ日びにチラチラと照らされて、越前先輩はとても綺麗だ。綺麗な目、綺麗な鼻、綺麗な唇くちびる、綺麗な肌はだ──。

　精せい巧こうな作り物の美び貌ぼうに、血が通っているような、そんな感じ。

「今日の予定考えてる間、楽しかった？」

　ふいに聞かれて、こくりと頷うなずく。

　そう、頭の中で考えてる間は、なにもかも上手くいく気がしてた。なにもかも俺の思いどおりで、俺たちはそれは素す晴ばらしい休日を過ごすはずだった。

「最初の店、有麻さんが好きな店だって言ってたね」

「……うん。新しくできた店で、超ちようアタリだって。料理も美味うまいし、店員も親切で店の雰ふん囲い気きもいいって……だから…」

「だから僕を連れていこうと思ってくれたんだ？」

　嬉うれしそうに、先輩が笑う。

「映画館にもわざわざ電話して、調べてくれたんだよね？」

「そうだけど……でも…」

「それから？　映画見たあとは、どうする気だった？」

「……この道が綺麗だって聞いて、一緒に歩こうって…」

　俺の言葉に、先輩は周囲を見み渡わたす。

「これ、みんな桜なんだね。春になったらまた来たいな。きっと、すごく綺麗だよ」

　先輩の声がやけに楽しそうで、ウキウキ弾はずんでるから、俺の心までちょっとずつ引き摺ずられて軽くなっていく。へこんでペシャンコになってるのに、だんだん楽しくなってくる。

「この先に、公園あるの知ってる？」

　ううん、とかぶりを振ふった。

「あるらしいよ。僕も行ったことはないんだけど、クラスの女子が話してた。池があって、ボートに乗れるって。行ってみない？　城野くん、ボート漕こげる？」

「ないけど……漕いでみたい…かな」

　じゃあ行こうよ、と彼は俺の手を引いて立ち上がる。

「城野くんがね、僕のことを考えていろいろ予定を立ててくれたっていうだけで、すごく嬉しいんだって言っても、信じてくれない？」

　ゆっくりと歩きながら、先輩が言う。

「だって、その間はずっと僕のことだけ考えてくれてたんだろう？　離はなれてても」

「俺…」

　──会えない時でも、よく先輩のこと考えてるよ。

　そう言いたくて、顔を見上げる。

「僕もだよ」

　まだ口にしていないのに、いきなり同意されて面食らった。

「日曜日に出かけようって約束してから、城野くんのことばかり考えてた。どこ行こうかって、考えただけでワクワクしてた。離れてる間も、僕は君のことばかり考えてるんだ」

「……俺も」

　今度はちゃんと口に出せた。

「俺も。…俺も、そう。頭ん中、越前先輩のことばっかり。あんまり考えすぎて……時々わーって叫びたくなるくらい」

　越前先輩のことが好きすぎて、想おもいが口からも耳からも鼻の穴からも溢あふれてしまいそうになるのだ。指先から髪かみの毛の一本一本まで、全部越前先輩への想いでできちゃってるみたいに。

　先輩は繫つないだ手を離さなかった。

　人通りがないわけじゃない。周囲の視線も気になるし、ドキドキして落ち着かない。でも、俺も離せない。

　繫がった部分から気持ちが混ざりあって、溶とけて、俺の中に染しみ透とおってくる。先輩の中にも吸収されていく。

　恋れん愛あいしてるんだなぁと思う。

　これは、ロータに対しての気持ちとは少し違ちがう。ロータのこともうんと好きだったんだけど、その気持ちはもう俺の中で形を変えてしまった。ロータが木條に惹ひかれてるんだとわかって感じた想いは、葛木さんが言うように本当に子供じみた独どく占せん欲よくで、それは子供が親に対して持つようなものと似てる気がする。

　もしも越前先輩の目がべつのところを見て、俺じゃない誰だれかに強く惹かれたんだとしたら、きっと俺はもっと平静じゃいられない。ショックだと口にできるほど、生なま易やさしいもんじゃないはずだ。

「……越前先輩」

　公園の入り口が見えてくる。

　小さく呼びかけた俺を、先輩が「ん？」と振り返る。

「すげー好き。……どうしよう。なんか、死んじゃいそうなくらい、先輩が好き」

　越前先輩はふっと顔を赤くして、照れ臭くさそうに俯いた。

　その顔を見ていたら、俺までカーッと顔が熱くなってくる。──なにやってんだろ、俺たち。こんな公共の場所で、向かいあって赤面してるなんて。

　姉貴や葛木さんに見られたら、「バカップル！」と盛大に罵ののしられるに決まってる。

「あ、ソフトクリーム売ってる！　先輩、待ってて。あれ買って、ボート乗ろ！」

　テレテレな気分をごまかして、俺は繫いだ手を解ほどいて売店に駆かけていく。ソフトクリームを二つ買って先輩のそばに戻もどり、一つを手渡してボート乗り場へと向かった。

　日曜日ということもあってか少し混んでいたけれど、待ち時間は僅わずかでソフトクリームを食べ終わらないうちに順番が回ってきた。

　ボートを漕ぐのは始めてだから、最初のうちは上手く進まなくて同じ場所をクルクル回ってしまったり、オールが暴れて──いや、俺の動かし方が悪いんだけどさ──水が撥はねて先輩にかけてしまったりと散々だったけど、五分も経たたないうちになんとか池の真ん中まで来ることができた。

「疲つかれたら、交こう替たいするよ」

　その言葉には「平気」と首を横に振った。

　無理してるわけじゃなく、けっこう楽しい。慣れてくると、そんなに力を入れなくてもスムーズにオールが動くのだ。

　適当に水を搔かいて、揺ゆれに任せてのんびりしていたら、いきなりドコッと衝しよう撃げきを感じた。

「いやーん、すみませェーん」

　振り向くと、女の子が二人乗ったボートが至近距きよ離りでぐらぐら揺れている。ぶつかったぐらいじゃひっくり返らない造りになっているのだろうが、ちょっとびっくりした。

「城野くん、こっちから離れてあげたほうがいいよ」

　女の子たちが上手く漕げなくてモタついているのを見み兼かねて、先輩が言った。言われるままにオールを持って、彼女らのボートから離れようとしたが──。

　どういうわけか、彼女らは同じ方向にボートを進めてくる。

「やだァ、うまく進めない～」

　甘えた声を上げるのに、わざとだな、と思った。向こうは女二人だし、俺たちが暇ひまそうに見えて逆ナンしてくるつもりなんだろう。

「ねーねー、いくつ？」

　案の定、漕いでないほうの女が声をかけてきた。

「よかったら、漕ぎ方教えて。初めて乗ったんだけど、上手く漕げないの～」

　それだけ漕げてりゃ充じゆう分ぶんだろ、俺だって初心者だい──そう言おうとした時だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。上手く漕げてるよ」

　俺より先に先輩が言った。

　ニッコリ笑いながらも取りつく島もない雰囲気を全身に漂ただよわせているのがわかったのか、彼女らはそれきりなにも言わずにスゴスゴと離れていく。

　越前先輩は澄すました顔をして彼女らには目もくれず、水面に指先をつけて水を弾はじき遊んでいる。その姿に、俺は思わず噴ふき出してしまった。

「……なに？」

　キョトンと彼は顔を上げる。

「さっきね、先輩が〝僕はそんなに優やさしくない〟って言ったでしょ。でも俺は、そんなことないって思った。だって、先輩いつも優しいし。だけど…」

「だけど？」

　語尾を捕とらえて、彼は聞き返す。

「優しくない時もあるのかも」

　呟つぶやいて、遠く離れていった彼女らのボートにちらりと視線を向ける。

「……冷たかったかな、僕」

「笑ってたけど、目が怒おこってた」

　堪こらえきれずに笑い出したら、止まらなくなる。先せん輩ぱいは困ったように、頭を搔いた。

「だってね、ああいうの嫌きらいなんだよ。こんな水の上でわざとぶつかってくるなんて、危ないじゃないか。そりゃ、簡単にはひっくり返らないような構造になってるんだろうけど、ああいう強引なきっかけの作り方は……。第一、せっかくの城野くんとの時間を、邪じや魔ましないでほしい」

　ブツブツぼやく間も、笑いが止まらない。

　──そりゃ、一いつ般ぱん的には男二人でボートに乗ってるなんて、どこか変わった感じに見えたんじゃないだろうか。しかも、贔屓ひいき目め抜ぬきに見ても、越前先輩はものすごく格好イイし。

　俺たちだってナンパしに公園に来てるように思われたかもしれないし、だったらこっちから声かけちゃえって彼女らが思ったんだとしても、責められない気もする。

　いくらなんでも、まさか俺たちがデート中だなんて、誰だれも思わないよね？

　笑い続けている俺をバツが悪そうな顔つきで見ていた先輩も、ふいに噴き出した。そのまま二人して笑い転げていたが、先輩はふと腕うで時計を覗のぞいて「そろそろ戻ろう」と口にする。

「あと五分くらいだ。……これからだと、ちょうど次の上演時間に間にあうよ。映画、見にいこうか」

「ええ？」

　驚おどろいて声を上げた。

「だって──アニメだよ？」

「アニメ嫌い？」

「……嫌いじゃないけど…」

　先輩は嫌いやなんじゃないだろうか？　アニメなんて子供っぽいと思ってないだろうか？

「じゃあ、せっかくだから見てみようよ。さっきポスター見たけど、面おも白しろそうだったよ。次の時間なら、少しは子供の数も減ってるかもしれないし」

　ね、とニッコリされて、反対する気持ちはどこかにいってしまう。

　さっきの女の子に向けた笑顔とは違い、先輩の目は優しく微笑ほほえんでいた。







　ポップコーンとコーラを買って、映画館の中に入る。

　越前先輩の言ったとおり、さっきよりも観客の数は減っていた。もうすぐ夕飯時ということもあるが、もともと普ふ段だんはそんなに混んでない映画館なのだろう。

　封ふう切きりしてすぐの休日でお天気もよかったから、昼間はあんなに人がいたのだ。

　できて間もないだけあって、館内はまだ綺き麗れいだ。空調設備もいいのか空気が籠こもってる感じもしないし、並んでいる椅い子すも新しい。

　越前先輩は、一番後ろの列の隅すみの席にさっさと腰こしを下ろした。

　後ろの五、六列は誰も座っていないから、もっと前の真ん中にいったほうが見やすいと思うんだけど。

　そう言おうとしたが、彼が自分の隣となりの椅子を手で示すのに、俺は黙だまって座った。肘ひじ掛かけのところにコーラのカップを置いて、ポソポソとポップコーンを食べる。

「……先輩、ここ見にくくない？」

　黙っていることができなくて、やっぱり聞いてしまった。

「うん？　んー……大丈夫、ちゃんと見えるよ」

「でも、真ん中空いてるし」

　先輩はニコッと笑った。その目がなにかを企たくらんでいるような表情を浮うかべるのに、俺はそれ以上はなにも言えなくなってしまう。

　じきにブザーが鳴って、予告編が始まる。

　あとから入ってきた人たちは、さっさと真ん中の席にいってしまい、結局最後列に座っているのは俺と先輩だけだ。しかも、こんな端はしっこにちんまり座ってるなんて、なんか変。

　なんでだろう、と考えているうちに予告編は終わり、アニメ映画が始まった。見ている子供たちの中から、わあっと喚かん声せいが起こる。

　でも、声が上がったのは一いつ瞬しゆんで、そのあとは意外にもみんなおとなしく見ている。俺も、映画館でアニメを見るのは久しぶりだよなーと思いつつ、スクリーンを眺ながめていた。

　ふいに、手に暖かなものが触ふれた。

　先輩の手だった。

　握にぎられて、指がしっかりと絡からめられる。

　──なるほど、こういうことなのかな、と納なつ得とくしてしまった。

　こんな後ろの隅の席なら、誰にも見み咎とがめられない。周囲は暗いし、手を繫つないでても誰にもわからない。

　安心して、俺も先輩に凭もたれかかった。

　肩かたにコトンと頭を載のせると、先輩の頭がコツンとくっついてくる。

　くすぐったいような、シアワセな気分だ。なんか本当にデートって感じ──と一人こっそりほくそ笑んでいたら、いきなりチュッとキスされた。

「せ…！」

「シー」

　近づいた唇くちびるが悪戯いたずらっぽく呟いて、また重なってくる。

　しかも触れるだけじゃない、濃のう厚こうなキス。ポップコーンの匂においと、コーラの味がお互たがいの舌の上で混ざっている。

　先輩の舌はまるで生き物みたいに、俺の口の中を自由に動き回った。上うわ顎あごに触れるくすぐったさに身を捩よじらせると、宥なだめるように握られたままの手に力が込められる。

　長いキスがくりかえされて、頭がボーッとしてきてしまった。

　──なんだか、ちょっと不ふ謹きん慎しんな気分だ。

　先輩越ごしに見えるスクリーンでは、今もアニメのキャラが飛び跳はねてる。軽快な音楽と、派手な台詞セリフの声が、なんだか違ちがう世界のできごとみたいに頭の中を素す通どおりしていく。

　越前先輩は、もしかして最初からこんなことするつもりだったのかな。

　でも──どうでもいいけど、こんなキスずっとされてたら溶とけていってしまいそうだ。映画が終わっても立ち上がれなくなっちゃう。

　俺は、自由になるもう一方の手をゆるゆると上げて、先輩の胸に突つくとそっと押し返した。

「……城野くん？」

　吐と息いきみたいな声が、不思議そうに問いかける。

「も、駄だ目め」

　先輩は答えずに、また唇を重ねた。

「……駄目、だってば。……ん…っ」

「しィィ…」

「ヤバイよ、もう……──したくなっちゃう」

　映画の派手な音おん響きように紛まぎれて、際きわどいことを言ってしまった。途と端たんに彼は、クスクスと笑い出す。

「いいな、それ」

「え？」

「どのくらいで、城野くんがギブアップするか試してみようか」

「い…」

　意地悪！　と抗こう議ぎの声を上げようとしたが、それは先輩の唇に吞のみ込まれてしまった。

　──噓うそだろ。マジで、続けるつもり？　俺がギブアップするまで？……だったら、もう速そつ攻こうで降参するよ。だって、本当の本当にヤバイんだもん。

　こんなとこでそんなことになったら、困るじゃないか！　その──お互いに。

　身体からだが震ふるえそうになるのを堪こらえて、されるがままにキスを続けていたら、ふいに先輩は俺を解放してくれた。

「……？……先輩…」

「ギブアップ。……僕のほうがヤバくなってきちゃった」

　さすがにここではマズイよね、と今ごろになって彼が呟つぶやく。

「だから、俺最初からそう言ってんのにっ」

「……だよね。帰ろうか。──僕の家に寄って、晩ご飯食べていかない？」

　映画は、まだ半分も見ていない。いや、終わりまで見続けたとしても、きっと内容なんか頭に入ってこないだろうけど。

　でも──先輩の家に寄るって、わざわざご飯食べに？

　ああ、頭が混乱してきてしまう。

　そうだ、家には先せん輩ぱいのご両親だっているだろう。この前、先輩を怪け我がさせちゃった時に病院で会ってるから初対面じゃないけど、あの時は動どう揺ようのあまりちゃんと挨あい拶さつできなかったし、あんまりいい印象を持たれてないような気もする。──あたりまえだ。先輩は、俺のせいで骨折までしたんだから。

　頭の中でとりとめもなくグルグル考えていたら、越前先輩が繫がれっぱなしの手をクイと引いて、耳元で囁ささやいた。

「今日、ウチの親、留守なんだ」

　間近に迫せまった唇が、薄うすく笑う。

「両親揃そろって、芝しば居いを見にいってる。外で夕飯済ませてくるって言ってたから、きっと二人とも恋こい人びと気分でデート中だと思うな」

「そー…なんだ…」

　だったら行こうかな、と考えたものの、やっぱり躊躇ためらわずにはいられない。

　だって──親がいないから行くって言うのは、なんか変じゃないか？　さっき「したくなる」なんて恥はずかしい台詞口にしちゃったばっかりだし、いかにも下心アリアリって感じで──。

「あんまり悩なやんでると、攫さらってっちゃうぞ」

　言うが早いか、越前先輩は立ち上がる。俺の手を引いたまま。

　俺たちはまっすぐに出入り口を目指して、ロビーを横切る。売店のお姉さんや、窓口にいたおじさんが振ふり返ったけれど、俯うつむいてやり過ごした。

　駅までの道を早足で歩いて──駅が近づくにつれて、だんだん先輩の歩くスピードが落ちてくる。

　駅構内を通り抜ぬけるつもりでゆっくり階段を上りかけて、ピタリと先輩は足を止めた。

　どうしたんだろう、と俺は彼の背中を凝視みつめる。

「……あーあ」

　なにやってんだろうな、と先輩は苦々しげに呟いた。

「越前先輩？」

「城野くんが、今日デートしようって言ったのは、この前のお詫わびのつもりだった？」

　振り向かないまま告げられた言葉に、心臓がキュウッと竦すくむ感じがした。

「……僕が遠山に嫉しつ妬として、みっともないとこ見せちゃったから」

　ざわざわと駅の喧けん騒そうに混じって、先輩はこちらを見ないまま話し続ける。いつのまにか繫いでいた手は離れていて、指の隙すき間まにすうっと風が入り込むのを感じた。高こう揚ようしていた気分も歩いているうちに少し治まって、混乱していた頭も落ち着いてきている。

「城野くんはちっとも悪くないのに、僕に対して罪悪感っていうか、後こう悔かいみたいなの感じていただろう？」

「……違うよ。だって、あれは俺が悪かったんだから」

「悪くない。城野くんと遠山は幼おさな馴な染じみなんだし、前に……好きだったんだし。僕さえ現れなければ、こんなふうに君と一いつ緒しよにいたのは遠山だったんだ。全部わかっていながら、ヤキモチなんか焼いたのは、僕の心が狭せまいからだ」

　そこでようやく、先輩は振り向いてくれた。じっと俺を見る目は、優やさしいけれどなんだかせつない。さっき映画館の中で、悪戯してきた人と同じとは思えない。

「…なーんて……僕がいくらそう言っても、城野くんが自分を責めるのはわかってるし、なんとか償つぐなわなきゃって頑がん張ばってくれるのも想像がつくんだ」

　ごめん、とふいに彼は謝った。

　なにに対する〝ごめん〟なのか、ピンとこなくてどう答えればいいのかわからない。

「城野くんの優しさに、つけ込んでた」

　ああ、ますますわけがわからなくなってきた。いつ俺が、先輩につけ込まれたって言うんだ！

「……俺、つけ込まれてないよ？」

「わからないようにつけ込むのが、僕の狡ずるいところなんだ」

　越前先輩は、苦笑を洩もらす。

「城野くんは今日一日、僕を楽しませようと思って一生懸けん命めいだった。あらかじめ立てていた計画が思うように進まなくて、可か哀わい相そうなくらい落ち込んで」

　そのとおりだ。そこまでは、わかる。

「思うようにいかなかったから余計に、僕のためならなんでもしようって気になっただろう？」

　──そうかもしれない。

　先輩が慰なぐさめてくれたぶんだけ、非力な自分が情けなくなって、なりふり構ってられなかった。でも思い返してみると、結局は全部先輩がフォローしてくれたって気がする。

「人前で手を繫つながれても我が慢まんしてたし、せっかく映画見てたのに、キスされて見られなくなっても文句言わなかった。これから家に連れ込まれて、なにされるのかわかってても、嫌いやだって言わずについてきてくれる。僕のために我慢してくれる気で、僕はちゃんとわかってるのに、君の好意につけ込んでる」

「先輩、なに言ってんのかわかんないよ」

「もし僕が、映画館のトイレに君を連れ込んだとしても、我慢したんじゃない？」

　それは──どうだろう？　映画館自体まだ新しいから、きっとトイレも綺き麗れいだろうとは思うけど。連れ込むっていうのは、そういう意味だろ？

　してみたことがないからなんとも言えないけど、狭そうだし、いろいろ不便なんじゃないのかなぁ。第一、途と中ちゆうで子供とかが飛び込んできたら、落ち着かないし。

「トイレは……嫌かな」

「僕も嫌だよ」

　さらりと先輩が言う。──そうだろう。越前先輩って、かなり潔けつ癖ぺきだと思うもん。

「んー…とね、今度は俺が言いわけしていい？　先輩が言ったとおり、今日一緒に出かけたいって言ったのは、確かにお詫びのつもりだったよ。ってゆーか、俺、先輩のこと嫌な気持ちにさせといてちゃんと謝ってないじゃん。だからね、あの時の嫌な気持ちを上回るくらい、楽しくさせてあげたかったんだ。……ことごとく失敗しちゃったけど」

　階段の手て摺すりに凭もたれ、隣となりに並ぶ越前先輩を見ながら言葉を継つぐ。

「あと……先輩は、俺がいろいろ我慢してるって言うけど、俺、我慢とかしてない。我慢なんかじゃなくて……嫌な時は嫌って言うよ。俺、黙だまって耐たえるってキャラじゃないし。手ェ繫ぐの嫌だったら振り解ほどいてるし、映画の途中でキスすんのが嫌なら本気で怒おこってた。人の目が気にならないって言ったら噓になるけど……今日は、なんかスリルがあってドキドキした。キスしてる時にも言ったけど、ちょっとヤバくなっちゃうくらい…」

　なんだか不思議な感じがした。

　周囲に人がいっぱいいるのに、ここだけ世界がべつで二人きりでいるみたい。行き交う人々はただのエキストラで、俺たちにだけスポットライトがあたってるような──。

「先輩……さっきの、噓？」

「え？」

「今日、先輩んち、誰もいないって。お父さんとお母さん、デートしてて帰り遅おそいって」

　噓じゃない、と彼はかぶりを振った。

「晩ご飯はどうでもいいから、早く本当に二人きりになりたい」

　越前先輩はびっくりしたように目を瞠みはって、俺を見た。それからふふっと笑えみを洩らして、俺の髪かみをくしゃりと指で搔かき混ぜる。

「……そういうこと言ってると、一生僕につけ込まれるよ」

「嬉うれしい」

　ひとこと返して、ニッと笑った。

　先輩も静かに口元を綻ほころばせて、黙って歩き始める。さりげなくその手が俺の背中に回された。駅構内の人波をぬって、俺たちはゆっくり歩いた。

　嬉しいと言ったのは、我慢してるとか無理してるとかじゃなく本当に本当の気持ちだ。

　先輩につけ込まれる──っていうのとは、本当は違ちがうと思うけど──のは、なんだか嬉しい。先輩が楽しそうだと、俺も楽しい。悲しませたくないし、辛つらい思いもさせたくないし、毎日毎日笑っててほしい。

　人を好きになるって、そういうことなんじゃないのかな。

　大好きな人が幸せだと、自分も幸せ。

　それはもちろん、自分がそばにいて初めて成り立つ欲張りでワガママな感情なんだけど。

　思いどおりにはいかなかった一日の締しめ括くくりに、恋しい人の体温を近く感じて、俺はものすごく満たされた気分になっていた。

　越前先輩もきっと同じ気持ちだろうと、こっそり信じた。










絶ぜつ対たいの領りよう分ぶん３
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